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序 文

本書は、平成14年度に大分市教育委員会が実施しました埋蔵文化財発掘

調査の概要を収録したものであります。

本年度の主な事業としましては、大友氏館跡を代表とします国の補助に

よる市内頂要遺跡の確認調査や下郡・横尾地区の区画整理事業などの公共

事業に伴う発掘調査、さらには大分市植田新都心西部土地区画整理事業な

ど民間の大規模開発に伴う発掘調査等々があげられ、本市の文化財保護行

政にとって例年にも増して激動の一年でありました。

そのような中、日本最古の建築部材や姫島産黒曜石を収納したカゴが出

土し、縄文時代の水辺の遺構と考えられる横尾遺跡や整然と配置された掘

立柱建物跡と出土逍物から飛鳥時代の役所跡と推定される城原・里遺跡の

発見は、全国的に注目されることとなり、実りの多い年でもありました。

さらに黒曜石を収納したカゴについては、文化庁主催の全国速報展におい

て展罠され、広く全国に梢報発信できましたことは大変ありがたいことで

あり、関係各位に対して感謝申し上げます。

さて、平成13年度にその一部分が国史跡指定となりました大友氏館跡で

すが、平成14年度にも約4,200m2が追加指定を受け、全体の約35％が指定

されたことになります。また、平成12年度から継続しておこなっています

確認調査も12次調査を数え、館の前身施設とも考えられる寝殿造風の建物

群の発見は、館の形成過程を捉える上での新たな知見を得ることができま

した。今後とも史跡の拡大と公有地化を進めるとともに、歴史を活かした

まちづくりの実現に傾注して参りたいと考えております。

最後になりましたが、本書が今後の文化財保護や歴史教育、学術研究の

資料として広く活用されますよう念願いたすとともに、本市文化財行政に

対しましても一層のご理解とご協力をお願い申しあげます。

平成16年3月31日

大分市教育委員会

教育長秦 政博

大分市埋蔵文化財調査年報



例日

1.本書は、大分市域において大分市教育委員会が平成14年4月1日から平成15

年3月31日の間に行った埋蔵文化財に関する事業内容についてまとめた年報

である。

2.平成14年度における調査地点は表2及び第3図に示している。

3.本書の執筆は、各担当者が分担して行い、・文末に執筆者名を記している。

4.第w章受領図書目録は、平成14年4月1日から平成15年3月31日の間に大分

市教育委員会に受贈された書籍等を掲載した。

5. 第W章受領図書目録の作成は、野々下美紀•森永奈美・羽田裕子（大分市教

育委員会文化財課臨時職員）、及び中西による。

6.遺構・遺物の実測及び図版の作成等については、次に記す大分市教育委員会

臨時職員の協力を得た。

芦田美保子 阿部慎知子

伊東みほ

小野千恵美

河野裕子

後藤好美

首藤直美

武田真知子

橋本幸子

堀田清乃

南 優子

山口しのぶ

今村信子

小山田裕子

木村藍子

佐藤香織

菅真奈美

堤美智代

飛高裕子

本田理恵子

武藤由紀子

幸野 麗

伊賀円香

内田順子

河野 誠

工藤雄実子

佐藤志信

杉浦由香

長木恵里子

平田美智子

松場 泉

森永美紀

石田ひとみ

大島 紅

川野美和

黒田きくみ

三宮多美子

高木麻奈美

中山麻理子

法華津幸子

三重野京子

矢野幸栄

7.本文中に掲載した現場写真は各担当者が撮影したものである。

8.本文中に掲載した調査地点位置図には、原則として大分市都市計画図（縮尺

1万分の 1)の該当部分を使用した。

9.本書の編集・校正は、中西及び各調査担当者が行った。

大分市埋蔵文化財調査年報
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大分市教育委員会事務局組織規則（抜粋）

文化財課

(1) 文化財の調査、保存及び整備に関すること。

(2) 文化財保護思想の普及啓発に関すること。

(3) 文化財保護審議会に関すること。

(4) 歴史資料館、海部古墳資料館、毛利空桑記念館、池見家住宅その他文化財施設の管理に関すること。

3.大分市文化財保護審議会

大分市文化財保護審議会委員（平成14年4月1日現在）

【氏名］ ［勤務先・職名】 【担当】

ム工 長 佐藤慎 元荷揚町小学校長 動植物

副会長 農田寛三 大分大学・教授 近 世

北野 隆 熊本大学・教授 建造物

橘 昌信 別府大学・教授 考古埋蔵

橋本操六 大分大学非常勤講師•前県総務課参事 中 世

西別府元日 広島大学文学部・助教授 古 代

宗像健一 大分県立芸術会館・学芸第一課長 美 術

友永尚子 大分県立芸術会館・主幹学芸員 工 芸

小泊立矢 前大分県立先哲史料館副館長 民 俗

吉田 稔 元王子中学校校長 生 物

大分市文化財保護審議会条例 （平成11年12月15日条例第42号）

（設置）

第1条 文化財保護法（昭和25年法律第214号）第105条第 1項の規定に基づき、大分市教育委員会（以下「教育

委員会」という。）に大分市文化財保護審識会（以下「審議会」という。）を骰く。

（組織）

第2条 審議会は、委員10人以内をもつて組織し、学識経験者のうちから教育委員会が委嘱する。

（任期）

第3条 委員の任期は、 2年とする。ただし、補欠の委員の任期は、前任者の残任期間とする。

2 委員は、再任を妨げない。

（会長及び副会長）

第4条 審識会に会長及び副会長1人を置き、委員の互選により選出する。

2 会長は、審議会を代表し、会務を総理する。

3 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき、又は会長が欠けたときは、その職務を代理する。

（会識）

第5条 審議会の会議（以下「会議」という。）は、会長が招集し、会長がその議長となる。

2 会議は、委員の過半数が出席しなければ、これを開くことができない。

3 会議の議事は、出席委員の過半数でこれを決し、可否同数のときは、識長の決するところによる。

4 会長は、必要があると認めるときは、会議に委員以外の者の出席を求め、説明又は意見を聴くことがで

きる。

（部会）

第6条 審議会に、教育委員会規則の定めるところにより、部会を置くことができる。

（庶務）

第7条 審議会の庶務は、教育委員会事務局において処理する。

（委任）

第8条 この条例に定めるもののほか、審議会の運営に関し必要な事項は、会長が定める。

附則

（施行期日）

1 この条例は、平成12年4月1日から施行する。

（大分市文化財調査委員会条例の廃止）

2 大分市文化財調査委員会条例（昭和51年大分市条例第4号）は、廃止する。
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第II章 平成14年度事業概要

1.開発事前審査串業

（］） 平成14(2002)年）文の概要

表1は平成14年度における開発申請内容を示したものである。

平成14年1文の1|l請総而梢は4,988,317.37m2、総1|i請件数111件を数える。

その内訳は、開発計画事前稲査申硝6件、 IJfl発行為事前協議申請57件、 1}fl発行為変更事前協議申閲3件、 宅地

造成工事事前協議11囁'il3件、硲地経営関係 7件、 1こ：地売買等の届出l3件、 土地区画脆理事業事前協議申面'i4件、

鉱業権の出顧に関する協議2件、森林法によるllFJ発行為の許可2件、納骨此経営許可に関する事前稲査顧い 3件、

土地区画整理事業の施行に関する事前審査崩iい］件である。また、本年度は開発行為事前審査申諮、大規校土地

取引事前指導 I•I I訥については昨年度に引き紐き lII 請件数が 0件であった。

これを平成13年炭のIIl請内容と比較すると、総件数では約20％の増加がみられる。これは開発に直接結びつく

開発計画事前稲査、1}fl発行為事前協識が増加したことが主な原因と考えられる。

次に、数年来減少傾向にあった申請而和は、昨年、砕石法や鉱業権関辿のIII請により一時的に増加したが、本

年度はさらにi,(11JIIとなった。昨年、鉱業権1彫辿のI|l請があった坂ノ市地区は約127倍に増加してお り、釉田地区

は約40倍、 1位崎地区は 6倍、明野・大在地区も 3倍と軒並み増加している。これは組合施行の区画整理事業や砕

石法や鉱業権1及l述のIII請が昨年以上に行われたためであり、鶴崎地区については、土地売買等の届出の妍加が主

な原因であるがこれらは一過性のものと考えられる。

申諮エリアに関しては、昨年大分市街地区(A)が全体の 8割近くを占め、他地区ではほぽ平均化されていたが、

本年度は坂ノ市地区(G)に7割が躯中している。これは鉱業権関連のl|1請が行われたためであり 、特に実質的な

IHJ発申請であるIJf.l発事前協議等は大分市街地区に梨l|lしており 、

と考えられる。

本年の特徴としては、前述のとおり

申請面栢が激増したことがあげられ

これは今後の発掘調査件数の増加の要因になる

／
 

る。前年比で約41行に増加している。
別府湛

ただし、これは昨年以上に砕石法関辿

で広大な而栢が119ii'iされたためであ

り、来年度以降増加傾I[rJがこのような

状況をみせるとは考えられない。また、

聞発行為事前協議等のIili出件数は増加

しているが、而梢は減少しており 、小

規模の開発が今後どう1((i移していくか
i~---

注目したい。 （搭鼻）
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表 1 開発事前審査件数一覧

地区名 Aー大分市街地区 I B—租i田地区 I Cー大南地区 I D—明野地区 I E一鶴崎地区 I F ー大在地区 IG—坂ノ市地区 I 合 計
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A 大分市街地区 B植田地区 C 大南地区
D 明野地区 E鶴崎地区 F大在地区
G 坂ノ市地区

8% 

1% 

A 大分市街地区 B植田地区 C 大南地区
D 明野地区 E鶴崎地区 F大在地区
G坂ノ市地区

第2図 地区別事前審査割合
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2 発掘調査事業

本年度市域内で実施された発掘調査件数は78件である。その内訳は試掘確認調査が48件、立会調査4件、本格

調査26件を数える。内訳は表2• 3に示している。

このうち試掘確認調査について概観する。

48件の調査件数の中で遺跡の存在が確認されたものは全体の約68％に及び、設計変更による盛土保存により本

格調査に移行しなかったものを除くと、本格調査へ移行したものは総調査件数の約16％である。

以下において本年度（平成14年度）の発掘調査の成果を概観する。

旧石器・縄文

今年度の発掘調査では、旧石器時代の本格的な調査は実施されていない。一方、縄文時代においては、主に横

尾遺跡と大分県教育委員会が行った大字河原内字黒岩所在の黒岩遺跡で本格的調査が行われた。

横尾遺跡87次D-35地点は、縄文時代早期中葉から後葉の堆積層、前期前葉の貝・獣骨層、後期前葉の配石遺構

及び地床炉跡が確認された。特に前期前葉の貝・獣骨層が確認されたことは、周知されている横尾貝塚とほぽ同

時期であり、周辺に生業関連施設の存在が示唆される。同遺跡88次D-29・37地点では、押型文土器が確認されて

いるが、当該時期の逍構は検出されていない。

黒岩遺跡は、大野川の支流である河原内川をその合流地点から西に10kmほど細谷を遡った当市と大野町の境、

標高300m弱の地点に所在する。縄文時代早期前葉～中葉の遺跡で、アカホヤ火山灰堆積が良好に残存し、それ

より下層においても層序が明確で、条痕文土器・無文土器・押型文土器など土器の変遷も良好に伺える。また、遺

構も集石遺構が9基ほど検出され、内 1基は方形に囲うものが確認されている。石器類は石皿、磨石、剥片石器、

礫器、腰岳産黒曜石などが確認され、姫島産黒曜石は 1点も確認されていない。

その他の遺跡では、古国府遺跡群・上七會子遺跡で縄文後期の土器・石器が確認されている。また、金谷迫遺跡

からは、縄文時代早期の無文土器などが確認された。ただ、当遺跡において同時期の姫島産黒曜石は確認されて

おらず、黒岩追跡同様に縄文時代早期において、これ以後の時期と石材の産地に違いがみられることは注目され

る。

近年、横尾逍跡など大野川下流域での調査が盛んに行われ、成果が得られているところであるが、黒岩遺跡な

ど山間部における細谷などで調査成果が得られたことも菫要であり、今後、大分平野及び山間部での縄文時代に

おける遺構・遣物の時期別による展開や様相の解明がが期待されるところである。 （五十川）

弥生時代

下郡遺跡群第138・142次調査、玉沢地区条里跡第 6次調査、古国府遺跡群・上七曾子遺跡、東田室遺跡第4• 5 • 

8次調査、米竹遺跡で確認されている。特に、上七曾子遺跡では弥生時代前期前葉ー中葉に比定される土器廃棄

遺構が見つかっている。出土逍物には夜臼系の壺、刻目突帯文土器などが含まれており、当該期の資料は大分市

内でも数少ないことから貴爾な成果といえよう。また、この上七曾子遺跡から北へ約2km離れた東田室遺跡から

は、弥生時代前期末ー中期初頭の遺構・遺物が検出されている。東田室遺跡は大分平野の西部を流れる毘沙門川

の右岸に位置し、大分市の北に広がる別府湾にも近接していることから水上交通の要所として発展してきた遺跡

と考えられる。この状況を衷付けるものとして、東田室遺跡第 5次調査からは、瀬戸内系の影響を受けたと思わ

れる口縁下端凸状甕が比較的良好な状態で出土している。この資料は、弥生時代中期段階に東九州で爆発的な展

開をみせる下城式土器と一緒に見つかっており、下城式土器の成立及びその形成時期についてアプローチしてい

＜材料となり得よう。

米竹遺跡では、弥生時代中期の貯蔵穴群が検出されている。そのうち、 SK005・015・025からは炭化米が出土し、

SK015からは、炭化米のみでなくキピ・アワなども炭化した状態で確認されている。遺物中には炭化木材が認め

られることから火災等の外的な要因によって炭化したものと思われる。
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玉沢地区条里跡第 3次調査では、弥生時代中期に比定される自然流路を一部利用した形で矢板列が検出されて

いる。この矢板列は自然流路中に構築されており、周囲に想定されるであろう水田遺構に伴う瀧漑施設になるも

のと考えられる。また、この自然流路には大最の砂が堆積しており、多数のラミナ層が看取されることから、弥

生時代中期の段階に相当量の水流があったものと考えられる。同時に流路の埋土から発見された多数の流木は上

流から運ばれたものと推測される。玉沢地区条里跡第6次調査では、弥生時代後期の溝状逍構及び水田遺構が検

出されている。これらの状況から玉沢地区では弥生時代に、ある程度の生産基盤を支える地理的立地条件があっ

たと考えられ、大分平野における稲作の起源を辿る重要な遺跡になることが窺える。

古墳時代

下郡遺跡群第138次調査、東田室遺跡第4-8次調査、米竹遺跡、玉沢地区条里跡第3次調査で確認されている。

東田室遺跡からは古墳時代前期の集落及び後期の遺構が少数であるが見つかっている。遺跡内での集落の展開

状況をみると、前期の段階では第4~8次調査区へと偏りなく広がっているが、古墳時代後期の段階(6世紀中

頃以降）になると、竪穴住居跡は急激に減少し、 1軒程度に留まっている。出土遺物では高杯の口縁端部を打ち

欠くものが少批であるが認められ、人為的行為によることから何らかの祭祀行為に伴うものであることが推測さ

れる。また、導入期の布留式系土器が多数出土しており、下郡遺跡群やその他大分平野で見つかっているものと

の比較検討を行うことが必要と考えられる。

玉沢地区条里跡第3次調査からは、 4世紀中頃に比定される焼失住居跡及び水田遺構が検出されている。また、

4世紀後半より古い段階に位置付けられる幅約 5mを測る大畦畔の下位で、 50cmX70cmの切石が出土している。

この切石は大畦畔の交差する地点で確認され、水田造成の際の目印的役割があったと考えられている。今回の調

査では、集落と生産逍構が同時に看取されるという極めて貴璽な発見があり、当時の集落の様子を復元できる好

材料になるものと思われる。

米竹遺跡からは、古墳時代初頭に比定される竪穴住居跡が2軒確認されている。近年、鶴崎台地上での発掘調

査は横尾地区を中心に行われ、その周辺では関発の減少から調査事例が少なくなっていた。この米竹遺跡の調査

は、鶴崎台地上での遺跡の広がりを窺い知る買璽な調査といえる。

大道遺跡群第4次調査では、古墳時代初頭の井戸跡が見つかっている。また、遺構には帰属しないものであるが、

方格規矩鏡片が出土している。

古代

大道遺跡群第4次調査、南金池遺跡第4次調査、城原・里遺跡第 5次調査、古国府遺跡群・上七曾子遺跡、東田

室遺跡第4・6・7次調査、史跡豊後国分寺跡確認調査、横尾遺跡第84次調査で確認されている。

大道遺跡群第4次調査では、幅約 7mの大規模な溝状遺構から緑釉陶器椀、灰釉陶器皿、都城系土師器高杯な

どが出土している。これらの遺物から官栃的様相を窺い知ることができ、今後、遺跡の立地及び環境について検

討する必要がある。南金池遺跡第4次調査からは 9世紀前半の土坑が見つかっている。これまでに調査が行なわ

れた第2• 3次調査では大最の製塩土器が出土していたが、今次調査では少数の出土に留まっている。近年、駅

南の再開発に伴い大道一金池地区の発掘調査の事例が増加しているが、この地域からは通常の集落とはやや異な

る様相を呈す遺跡が多数見つかっている。豊後国府の中枢施設については、未だ発見されていない状況にあり、

このような周辺エリアから辿ることも発見の契機となるのではと考えられる。

城原・里遺跡第5次調査では、 7世紀前半～中頃の竪穴住居跡6棟、 7世紀中頃～末段階の掘立柱建物跡9棟

が確認されている。今回検出された建物群は、海部郡荷の前身である評術の段階の主体部となる可能性があり、

遺跡の性格、時期、規模やその他取扱いについて慎璽な検討が必要である。

古国府遺跡群・上七曾子遺跡は推定官道付近に立地しており、調査により官道跡の発見に期待が寄せられた。

調査では、この推定官道の一部と思われる道路状遺構が検出された。中世の遺構により削平されていたが、道路

ー
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の基底部が確認され、さらに、現道下に広がる可能性が指摘されている。

玉沢地区条里跡第3次調査では、 10世紀後半に比定される溝状遺構から灰釉陶器が出土している。玉沢地区は、

植田庄の中心であり、平安末期は摂関家領として成立し、その後皇室御領となる。今回の調査の成果は、条里制

の施行から発展し、中世荘園化への変化を示す璽要な位置付けになるものと考えられる。

横尾遺跡第84次調査からは、集石遺構、溝状遺構、柵列跡等が確認されている。集石遺構に関しては、道路状

遺構の可能性が考えられ、周辺で調査されている道路状遺構との関係について検討を要する。

史跡豊後国分寺跡では、推定回廊跡の南側に並行する溝跡の延長部分が検出された。時期は、埋没土の中から

9世紀代の土師器杯が出土しており、この段階以前に造られたものと考えられる。

東田室遺跡第4・7次調査からは、掘立柱建物跡、廃棄土坑、溝状遺構が確認されている。掘立柱建物跡はや

や不規則な状況ではあるが、ある程度の規格性は有していたものと思われる。第7次調査で見つかった廃棄土坑

からは、防長系の緑釉陶器椀・皿、黒色土器椀A類、土師器杯d、企救型甕、都城系土師器、また、第 8次調査

区からは、灰釉陶器が出土している。第4次調査で検出された溝状遺構は、ほぼ真北に近い形で延びており、県

教委が調査し、確認されているものに繋がると思われる。遺跡は水上交通に適した地点に立地していることから、

いわゆる「津」的な性格を有する遺構である可能性が考えられる。

平成14年度は、主に市域の中部から西部エリアで古代の遺跡の発見が多くみられた。大分市の西部地区での発

掘調査事例は数少ないことから、東田室遺跡で見つかった資料は、重要な情報をもたらすものである。また、国

府推定地である上野台地に近接する南金池逍跡では、大籠の製塩土器が出土していることから、製塩を生業とす

る専門集落の可能性が指摘される。近年、古代に属する貴爾な遺跡も確認されてきており、十分な検討を加えな

がら調査を行っていく必要があると考えられる。 （佐藤）

中世

この時期については、今年度の調査においても中世大友城下町跡の調査が中心となっている。この他に当該期

の調査としては、下郡逍跡群第138次調査、横尾逍跡第84次調査、玉沢条里跡第3次調査などがあげられる。

中世大友城下町跡の調査では、大友氏館跡内の調査において第12次調査が、町屋部分に相当する中泄大友府内

町跡では、第17・18・20~24次の 7地点の調査が実施された。

大友氏館跡第12次調査は、館推定範囲の東南地区ー第 1次調査で庭園跡が確認されたすぐ北側の調査にあたる。

庭園跡の北東部分を遮蔽するような東西方向に延びる樹木痕や庭園跡の北側に血線を描いて延びる溝状迪構など

庭園跡機能時の状況を示唆する遺構群が確認されている。また、大友氏館が方二町規模に拡張される以前の整然

とした建物群の確認、さらに庭園跡機能停止後に各遺構群の性格の変化や出土逍物の組成変化などから、当地区

の土地利用の変化を窺い知ることができ、大友氏館跡の成立や衰退に関わる重要な所見が得られている。

一方、中世府内町跡の調査は、推定大友氏館跡の東側ー通称「一之大路・二之大路」il:1周辺の調査が中心となっ

ている。推定「一之大路」の東側一推定「横町・消忠寺町」に位置する中世大友府内町跡第17次調査（以下、大

友17次調査）では、推定どおりの位置に南北道路跡が確認され、さらに直交する形で東に延びる東西道路跡を確

認している。また、専用の空間をもったと考えられる鍛冶関連遺構群が確認され、その各遺構の性格や出土遺物

などから鍛冶職人の都市への定住が指摘されている。

大友18・20~22次調査は、大分県教育委員会により実施されている国道10号線古国府拡幅事業に伴う発掘調査

である。調査は推定「二之大路」及びその東側を延々と約300mにわたり、数ヶ所に分けて実施されている。大

友18・22次調査は、推定大友氏館跡の東側に位置し、推定どおりに「二之大路」に比定される南北道路跡が検出

されている。また、町の地割りを示すと考えられる南北道路跡に直交する柱穴列が確認でき、中世府内町の町割

りなどの復元に大きな所見を与えている。大友21次調査は、推定御内町に比定される地点の調査にあたる。調査

では、「二之大路」の東沿いの町屋の裏手と位置付けられるような井戸跡・廃棄土坑などの遺構群が確認されて
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いる。この調査においてもっとも注目される事項として、メダイの出土があげられる。このメダイの成分分析を

おこなった結果、これまで茄子型分銅とされていたものと類似する主成分であることが判明し、茄子型分銅とさ

れていたものが府内で製作されたメダイである可能性が高くなったことが指摘されている。大友20次調査は、徳

治元年(1306)創建と伝えられる推定万寿寺跡の北西隅に位置し、 14他紀後半頃の北西隅の区画と想定される L字

状の溝跡が確認されている。また、 16阻紀後半段階では、さらに北側で万寿寺跡の北辺を限ると考えられる東西

方向の濠跡が確認されるなど、推定万寿寺跡の各時期における寺域を想定する貴重な所見が得られている。

また、推定万寿寺跡中心部とされる地区の遺構遺存状況の確認を目的とした大友23次調査では、予想以上に遺

構の遺存状況が良好であることが確認されている。また、確認された遺構には、大規模な掘り込み地業を伴う積

土遺構が確認されており、万寿寺の伽藍に関わる重要な所見が得られている。推定塔跡地区の確認調査ー大友24

次調査では、 16世紀代の南北方向の溝状遺構が確認されているが、直接塔跡に関わると考えられる遣構の確認は

できず、今次調査地点よりさらに南に塔跡が推定されよう。

上記のように今年度も中世大友城下町跡の調査では相次いで新たな所見が得られているが、他地区の追跡にお

いても重要な調査成果が得られている。中世大友城下町跡の対岸にあたる下郡遺跡群第138次調査付近は、旧字

名を柳屋敷と称し、戦国期の方形館の所在地として比定されている地区である。調査の結果、戦国期に比定され

る東西方向の溝状遺構が多数検出されており、何らかの区画をもった空間が想定されよう。ここより北側の調査

地では、一llfJ規模の連立する方形館跡が想定されており、それらとの関連も注目されるところである。

下郡遺跡群からさらに東一鶴崎丘陵に所在する横尾遺跡では、第84次調査において、戦国期の二条の溝状遺構

や栂跡で区画された中に、規則性をもって掘立柱建物跡が数棟確認されている。これより南側の第79次調査区ほ

かにおいては、半町規模の方形館跡の存在が指摘されており、先の区画をもつ建物群との関連性が注目されると

ころである。また、鶴崎丘陵一帯には、猪野中原遺跡をはじめとし、半町規模の方形館跡が連立して存在してお

り、先述の下郡遺跡群における一町規模の方形館跡の存在と合わせて、府内町より東に規模を縮小しながら存在

する方形館の位置付けについては、すでに指摘されているように大友家臣の居住区としての存在が想定されている。

鶴崎丘陵のさらに東側、大野川河口の東岸に位置する下志村遺跡第 2次調査では、中世の全般にわたって遺

構・遺物が確認されている。多数の井戸跡や1,000基を超える柱穴群などから、中世の集落遺跡としての評価がな

され、従来の弥生・古墳時代の遺跡としての位置付けに新たな評価を与えている。

以上、今年度においては中世大友城下町跡の調査だけでなく、それよりも以東の地域での大きな調査成果が得

られたと言えよう。 （中西）

近世

今年度の近世の調査では、近世城下町の堀川に所在する府内城・城下町跡第15次調査に集約される。これ以外

の調査事例は、前年度同様に下郡逍跡群等でおこなわれているが、その主体は中世以前の遺構が中心であった。

府内城・城下町跡第15次調査は、平成12年以来2年ぶりの府内城・城下町跡での調査となった。調査では城下町

形成段階において、当地においても整地地業によって整備されていることが判明した。この場所が本格的に機能

し始めるのは、検出された遺構から18世紀になってからと見られる。調査では享保十三年(1728)の紀年銘の入っ

た硯が火災処理土坑から出土しており、文献と照らし合わせると享保十九年(1734)に堀川町での大火の災害記録

と符号することが判明した。この他の出土遺物には、水指や香炉、中国産などの陶磁器が多数含まれていること

から、武士階層の屋敷とも考えられる。また、調査区からは絵図に見られる堀川町筋の道路跡も確認しており、

城下町における堀川町の状況を復元する上で貴重な資料を得たといえよう。 （池邊）

ー

（注l) 中世大友城下町跡を構成する推定4本の南北道路について、東側から「一之大路」「二之大路」「三之大路」「四之大路」

と仮称しておく。
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表2 大分市平成14年度発掘調査地一覧

調査地点 種 別 事業内容 遺 跡 名 調査地 調査担当
調査面積

調査期間
(m') 

02001 国庫補助事業 市内遺跡確認潤査 大友氏館跡第12次調査 大分ili顕徳町
中西武尚

550 020514~030127 
岩尾美保子

02002 巾世大友府内町跡第23次調査 大分市大分
坪根伸也

1.623 020827~021224 
苅谷史穂

中軋大友府内町跡第24次調査 大分市大分
中西武尚

57 021120-030114 
岩尾美保子

塩地恨J-

02014 横尾遺跡第86次調査 大分lli横尾
奥村義貴

206 020911~030331 
小住武史

羽田野裕之

塩地洞ー

横尾遺跡第87次調査 大分市横尾
奥村義買

228 021112-030331 
小住武史

羽田野裕之

塩地潤一

横尾遺跡第88次調査 大分市横尾 小住武史 2,856 020212~030331 

羽田野裕之

02011 豊後国分寺跡 大分市国分
中西武尚

120 020724 ~021028 
岩尾美保子

02007 公共事業 下郡土地区画整理事業 下郡遺跡群第138次調査 大分iii下郡
坪根伸也

2,238 020208~020731 
苅谷史穂

下郡遺跡群第139次囮査 大分市下郡
坪根伸也

305 020628~020808 
苅谷史穂

下郡遺跡群第141次調在 大分市下郡
坪根伸也

210 020826~021224 
松尾 聡

下郡遺跡群第142次潤査 大分市下郡
坪根伸也

100 021112~021115 
松尾 聡

02014 公共事業 横尾土地区画整理事業 横尾遺跡第84次調査 大分市横尾 塩地潤一 783 010611~020715 

02002 公共事業 下水道施設建設事業 中世大友府内町跡第17次調介 大分市下井東
河野史郎

497 020507~021110 
上野淳也

02016 公共事業 Ili道建設事業 城原・里遺跡跡第5次瀾査 大分市里
池滋千太郎

1,617 020513~020930 
松竹智之

塔鼻光司

02010 公共事業 賀来西土地区画整理事業 賀米西遺跡第1次調査 大分市賀・来 荻 幸二 160 021001~021031 

松尾 聡

02004 公共市業 駅周辺総合整備事業 大道遺跡群第2次調査 大分市金池 後藤典幸 432 020417~020627 

大道遺跡群第3次調査 大分,ti桜ヶ丘
後藤典幸

694 020831~021212 
商畠 虹

大道遺跡群第4次調査 大分市金池南 高畠 良 1,225 030106~030326 

02003 南金池遺跡第4次調査 大分市顕徳町
後藤典幸

216 020710~020831 
梅田昭宏

後藤典幸

02015 公共事業 学校建設 ード志村遺跡第2次調査 大分市角子原
荻 幸二

3,450 021107 -030530 
上野淳也

水町裕子

02005 公共事業 都市整備事業 東田室遺跡第5~10次瀾査 大分市田室町 佐藤道文 838 020720~030327 

02005 民[Ill開発 宅地造成 東田室遺跡第4次調査 大分市田室町 佐藤辺文 260 020507 -020709 

02012 民IIり開発 区画整理事業 玉沢地区条里跡第3次瀾査 大分市木上
永松正大

6,500 020417~030327 
佐藤孝則

02012 民IIIJ開発 病院建設 玉沢地区条里跡第6次瀾介 大分ili玉沢
高凸 豊

496 020806-020920 
荻 幸二

02009 民llfJ開発 共同住宅建設 古国府遺跡群・上七竹子遺跡 大分市羽屋 讃岐和夫 951 020805~021021 

02006 民1iil開発 店舗建設 府内城・城下町跡第15次潤介 大分市都町
池逍干太郎

216 021007~030320 
羽田野達郎
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表3 大分市平成14年度試掘調査地一覧

番号 種 別 遺跡名 住 所
調査面積

調査期間 開発原因
(mり

1 確認（公共） 南金池遺跡 頻徳町l丁目2824-1,11, 12 45.00 020417 駅周辺総合整備事業

2 確認（公共） 南金池遺跡 穎徳町lT目2759-5 16.00 020422 駅周辺総合整備事業

3 確認（民間） 門前遺跡 大字松岡字髪野地5489-5,7 14.00 020424 個人住宅建設

4 確認（民側） 炸宮八幡宮遺跡 上野町10番29号（府宮八幡宮） 22.00 020425 神社建て替え

5 確認（民間） 中ilt大友城下町跡 穎徳町2-「目3053-1 15.00 020411・020507 共同住宅建設

6 確認（民間） 中ilt大友城下町跡
大字大分字上井東4293番地

020517 倉崩建設
ほか10筆

7 確認（民間） 羽田遺跡 大字羽田652-1 19.00 020520 共同住宅建設

8 確認（民間） 津守遺跡 大字消守303-1 17.00 020522 共同住宅建設

， 確認（民間） 玉沢地区条里跡
大字市字石橋51-1

116.00 020513•020514 梢防署移転用地造成
52-1, 53-1, 54-1 

IO 確認（民間） 東田室遺跡 新町1-2 12.00 020529 共同住宅建設

11 確認（民間） 古国府遺跡群 大畠！屋字上七曹司117番 340.00 020603~020607 共同住宅建設
17,178番2

12 確認（民間） 大在政所逍跡 大在中央lT目267番 10.00 020611 病院兼共同住宅

13 確認（公共） 下群遺跡群 大字下群字下屋敷2271-2番地 25.00 020614 宅地整地工事

14 確認（公共） 大字釘来字井ノロ 020423 ~ 020614 土地区画整理事業

15 確認（公共） 下郡遺跡群 大字下郡字五反田144-1番地 21. 00 020614 宅地整地工事

16 確認（公共） 兵荘遺跡 大字松岡字マカヤ下8290番3 28.00 020626 公民館建設

17 確認（公共） 下志村遺跡
角（大子在原多l ・「目4番 705.00 020710~020712 学校建設（グランド）
目的広場）

18 確認（公共） 桜ヶ丘1150-5 9.00 020723 駅周辺総合整備事業

19 確認（公共） 東大道2]下目2413-38 83.00 020725 駅周辺総合整備事業

20 確認（公共） 東大道2-r§ 2414-4, 2413-30 120.00 020723~020725 駅周辺総合整備事業

21 確認（公共） 東田室遺跡 田室町9番（田室町春日線） 28.00 020719 道路建設

22 確認（公共） 下郡遺跡群
大字下群字上サ2159-4

5.00 020805 浄化梢設置
(D-17 —ル）

23 確認（民間） 古国府遺跡群 大字羽屋172-2 117. 00 020806 店舗兼倉庫建設

24 確認（民間） 若宮八幡宮遺跡 六坊南町4511番4 13.00 020808 共同住宅

25 確認（公共） 上野町4番5号 96.00 020820~020821 学校建設

26 確認（公共） 玉沢条里跡 大字浪沢字楠本743番地の2 217.00 020902~020924 

27 確認（民間） 下郡遺跡群
大贔郡字茶エン2044番地

10.00 020910 店舗建設
区 理地区（D-3，ホ）

28 確認（公共） 中tlt大友城下町跡 頻徳町2丁目3044-12・17 5.80 020912 道路建設

29 確認（民間） 羽田遺跡 大字羽田字狭聞958番ーl 24.00 020920 共同住宅

30 確認（公共） 金谷迫TLL城遺跡 大190字番金地谷外迫5節字外ノ地 35.00 020924~020925 追路建設

31 確認（民間） 大道条里跡 大道町5「目517,521-2,537-4 60.00 020927 店舗建設

32 確認（民間） 下郡遺跡群 大字下郡807-2,811-3, 2394-1 24. 00 021010 共同住宅

33 確認（民側） 中枇大友城下町跡 六坊北町4494-1番 15.00 021008 店舗兼倉庫建設

34 確認（民間） 米竹遺跡 千歳1770番地 120.00 021015 

ー
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番号 種 別 遺跡名 住 所
調査面積

調査期間 開発原因(m2) 

35 確認（公共） 久原逍跡 大字久原343-1番地 34.00 021022 公園建設

36 確認（公共） 久原遺跡 大字久原661番地 29.50 021023 公園建設

37 確認（民lOl) 中枇大友城下町跡 穎徳町2T§3172-1 14.00 021115 個人住宅兼店舗

38 確認（民lIIl) 津守迫跡 大字津守字宮ノ後250-3 20.00 030115 共同住宅建設

39 確認（公共） 上松岡遺跡 大字松岡5047番地 4.50 021118 
学校施設建設
（プール）

40 確認（民間） ←t沢条里跡
大分市字大坪22,24,25-1

105. 00 021119~021121 射院建設
26-1,27-1,28,29-l,30-1 

41 確認（民間） 米竹追跡 千歳1770番地 270.00 011125~011126 

42 確認（民IIIl) 下郡辿跡群
大字下郡茶エン2042-1

12.15 021127 共同住宅建設
2049-3 

43 確認（公共） 中世大友城下町跡
六坊北町4501-7,4501-4

29.62 021204~021205 道路建設
4505,4501-1 

44 確認（民lnl) 津守遺跡 大字津守字大門101番l 15.00 030107 共同住宅建設

45 確認（民IItj) 上野遺跡群 上野丘西235番l 030203 宅地造成

46 確認（民IIIJ) 高松東遺跡 高松東2TEl 5-4, 5-3 10.00 030204 共同住宅建設

47 確認（民間） 米竹遺跡 大字1番小地池の原1 字米竹 100.00 030214 共同住宅建設
21 の一部

48 確認（公共） 金池南2Tl~I 外 10.00 030217 道路建設

49 確認（民lHl) 宮崎遺跡
大字宮崎字天神目882-6

16.00 030218 ホテル建設
881-1,882-7他

50 確認（民間） 古国府遺跡群 大冒国府字Ill畑72番l 10.00 030226 車耶建設
72 

51 確認（民1111) 米竹遺跡 3大番字3小池原字野地前1番2 28.00 030319 共同住宅建設

52 確認（民l01) 中世府内城下町跡 大字大分沖4890番地 45.00 030328 教脊1関連施設
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1.大友氏館跡

2.中世大友府内町跡

3.南金池辺跡

4.大道遺跡群

5.東田室迫跡

6.府内城・城下町跡

7.下郡遺跡群

8.金谷迫迫跡

9.古国遺跡群・上七臼子遺跡
10.賀来西遺跡

11.墨後国分寺跡

12.玉沢地区条里跡

13.米竹遺跡

14.横尾遺跡

15.下志村遺跡

16.城原・里遺跡

第3図調査遺跡位囮図
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3 教育普及活動

(I) 現地説明会

今年1文は、現地説明会を計31!!l|}fl催 し、延べ65 0人の参加者を紺た。

名 称 ) j II 参加人数

大友氏館跡10次ー12次 6/3~18 350人

城原・呈迅跡5次 9 /21 200人

大友氏館跡12次 12/15 100人

第4図 城原・里追跡第5次詢査現地説明会 第5図 大友氏館跡第12次調査現地説明会

(2) 研修参）JIl

独立行政法人奈良文化財研究所による肌蔵文化財発掘技術者均．l"J研修 「陶磁器調査過程」に職貝 1名を派

辿した。
昌

4 海部古墳資料館

‘|;•成12年 4 月 28日に開館した湘部古瑣脊料館において、以下の事業を行っ た。

(I) 特別展

、ド成14年度特別展として、城原 ・果辿跡第 5次調査の速報展を」i£ね、古代の役所を紹介した 「古代海部の

再現ーペーパークラフトによる律令11が代の復原一」を実施した。

名 称 「古代湘部の再現ーペーパークラフ トによる律令11が代の復1);i-」

耕liii｛日 平成14年9月211」~10)]201」

(2) 入館者数

団体 184団体

個人

合計

7,274人

10,521人

J7, 795人

大分IIi埋蔵文化財調査年報 J2 



I 大友氏館跡第12次調査

調査面栢 550m' 

地域 A

調査期間 2002.05.14~03.01.27 

調査担当 中西武尚 ・岩尾美保子

大友氏館跡は、大分川河口付近の左岸に広がる中世大友城下町跡のほ

ぼ中央に位骰する。調査地は推定大友氏館跡の東南地区にあたり、第1.

3次調査で確認された庭園跡の北側の状況把梱を目的として確認調査を

実施した。調査区は庭園逍構（館lSXOOl)の北東端を含み、第1次調査時

に一部検出をおこなっていた範囲を南区、今回新に北側に設定した範囲

を北区とした。

現地表面は標高約4.9~5.0mを測り、北区では約20~30cmの耕作土を

取り除くと標高約4.7mで安定した地盤而に達し、そこから辿構が検出

される。南区では標高約4.2mで追構検出面となり、北区と南区では約

0.5mの高低差が認められる。

居位
第6図調査地点位四図

北区では4而の追物を包含する安定而が確認できた。第1面は砂烈の強い茶灰色土で、全体に玉砂利と考えら

れる灰色のスベスベした小石が散見される。椋高約4.7mで北区全体に確詔できる。この面からは水田跡[SX040]

や整地の際の土入れプランと考えられる不定形辿構などが検出される。水田跡は50~60cm掘り込んで造られてお

り、南区の辿構検出而が椋高約4.1~4.2mと一段低くなっているのは、この水I:nI}f-l拓により削平されたと考えら

れる。下培の水I]lk'-1には初期伊万里などの追物もみられるが、水田跡の時期は18世紀後半に比定できる。第2而

はやや砂質の灰掲色土で、第 1而の茶灰色土を掘り下げた標商約4.5~4.6mの高さで確認できる。この而には、

後述する I期の追構群（平行する二条の溝状辿構[SD030・060]、掘立柱建物跡跡[SBl45]など）が検出される。第3而

は粘性のある暗灰褐色土で、各撹乱の土陪観察において確認でき、標高約4.4~4.5mで而的な広がりをみせている。

第4陪は黄掲色土と灰色粘質土の混土培で、全体的にしまっており、地llIとの区別が難しい界である。標高約4.2

~4.3mの高さで確認でき、削平をうけた南区においても部分的に認められる。現状で古代(9世紀代）の追物のみ

が包含され、 SX096では数個体の土師器杯が1ヶ所に梨中して確認でき、 整地時の地鎖の可能性も考えられる。

以上のように北区では、4而の整地／杓と考えられるものが確認できたが、南区では第1面の水田跡により大き

く掘削を受けており、 上記のような明確な整地培はみられず、部分的に確認される程）文である。

また、北区では京都系土師器や強いロクロ目をもつ糸切り土師器など16世紀代に比定される追物がほとんど無

く、それよりも古い糸切り土師器群が多数出土し

ている。16世紀代の追構が後世に削平されてし

まった可能性も考えられるが、もともと何もない

空間が広がっていた可能性も指摘できる。

検出遺構の変遷

検出された辿構は 4期に分けることができる。

I期(15世紀前菜）では、西側を二条の溝状辿構に

よって区画された極めて規格性の高い掘立柱建物

跡を 3棟確認している。真北から約30東に振れ、

l間は七尺を基準にして何れも建てられている。

その柱穴の底には礎パンとしての根石を据えるも

13 大分市埋蔵文化財調査年報
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のが多く確認できる。 11期(15世紀前葉以後）では、 I期の建物群と

切り合って、真北から約 1゚ 東に振れる掘立柱建物群を確認してい

る。 m期(16世紀中葉～後葉）は、第 1• 3次調査で確認された庭園

跡が機能している段階の遺構群である。大形の不定形土坑群と庭園

跡を結ぶかのように湾曲した溝状遺構の他、庭園跡東端で樹木痕と

考えられる東西に延びる遺構を確認している。W期(16世紀末葉）は、

庭園跡が機能しなくなる段階の遺構群にあたる。 3基の井戸跡が確

認でき、これらは短期間の間につくり替えられ16世紀末葉には廃絶

している。この内、 1基は砂と粘土を混ぜて互層にしてつくった漆

喰状のもので、井戸枠・水溜め部分を構築している。

出土遺物は、 I期ではロクロ成形された土師器杯・皿類が主体を

占め、皿期では京都系土師器が中心に出土している。 W期では様相

が異なり、京都系土師器以外に瓦質鉢や備前焼揺鉢などの雑器類の

I
 
八

゜
10cm 

第8図 SE026出土和鏡実測図（1/2) 

出土が目立つようになってくる。この他、井戸跡からは井戸祭祀に用いられた可能性のある和鏡「菊花双鳥文鏡」

が出土している。

今回の調査は、庭園跡機能時の北側の状況把握を一つの目的とし行い、庭園跡東側を遮蔽するような樹木痕の

確認など重要な所見が得られた。さらに大友氏館が方二町に拡張される以前の整然とした建物群の確認は大きな

成果と言える。また、皿期からW期にかけて見られる出土遺物の組成の変化からは、当地区の土地利用の変化を

窺い知るができるなど、大友氏館の成立や衰退に関わる重要な所見が得られたといえる。 （中西）

．
 

X=25 

o 5m 
L.,—•一·,1

〒撹乱
第9図
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II 中世大友府内町跡第23次調査

調査面栢 l623nr 調査期間 2002.08.27~02.12.24 

地 域 A 調査担当 坪根伸也・ 苅谷史穂

今皿の調査は、大友氏の菩提寺藤111万寿寺跡推定地である九州乳菜株

式会社エ楊跡地を対象とするものであり、逍跡状況の把梱を主たるI」(1(J

として最終的に15木のトレンチを設定し調査を実施した。

池崎の結果、 l11世紀代、 161仕紀後半代に比定される辿構を確認した。

liij者は万寿寺の創建と伝えられる徳治元年(1306)に近接するものであ

り、後者は天1U4年(1586)の島津氏の府内侵攻にf

段階の直前に位i粒付けられるものである。

以下には、 卜として第 1• 2トレンチの主要辿梢．について略述する。
し、'=・ '.'.. :=-:.;:r'がしー一．；．．にヒ

なお、 1＼読対象区の悲木l詞 は概ね次のよ うになる。 芸ピこ以 ．：！ざ＝＝ ご鸞互 ，J ． 

第 1k`イ 砕石＋濁黄茶掲色土の混土昂 ‘ヽー入デ＇ユ・- - -=-9手＝→ー産 ；汲

(I．．楊建設撒去時の客土） 第10図 調査地点位置図

第2附 llifl天色粘質七IM
（」．．楊建設前の水IIl附）

第3倍 II奸茶褐色土／杓

(1611]：紀後半以降の整地培ーSX060)

第4I•;91 黄茶色士Jfti

(16|ll：紀後半の整地1河ーSX065等）

第 5k{ llifl:)汁掲色砂質土陪

(I 4111：紀代と1（（；定される整地烈）
第 6/9:,1 11{ftIi茶色砂質土／昂

(9 Ill：紀代とii（：定される整地昂）

第 1トレンチ

第 1トレンチでは14匪紀中頃～末に｝従絶した

と考えられる溝(SD025)、161U：紀後半代の所産

と思われる十．坑(SX036)、古代(9世紀）に比定

される整地培を確認した。

SD025は トレ ンチ北側で検出した東南溝であ

る。検出幅約2.0m、検出長約8.5rn、深殷約l.Orn

を測り、 i:.IIiIi)j位はN-80°-Wを示す。断面形状

は略台形を足し 、 tlvi:Jll!•没過程において数回にわ

たる掘り返しの状況を認めることができる。出

十辿物にはこ！哺lli器J不・小Illlの他、 瓦骰の揺鉢・甍

などがこれに況在する。また、瓦や鉄滓・鉄釘

の出十．も認められた。これらの出土辿物の年代

践よ り、SD025は14世紀中頃～末には埋没して

いた、1虹を指摘でき、徳治元年(1306)に建立され

一之大路）

-------」[------------- ［／・ ライン

―̀̀・ `—·`· •••· 

トレンチIll「ゴ
＇ i : 

ー一》□三二

A
 

第11図調査トレンチ配囲図（1/2000) 

たと伝えられる万寿寺れll建段階に近い時期に機能していた溝であるとifi；；とされる。

SX036は本トレンチ南側で検出した土坑で、径約2.11m、深／文約0.8rnを測る。辿構Jit利逮11土は砂質土を主体と

するが、 I·.;りII には掘り返しが認められる 。 本来の辿構JI~：卜.である 7惰lik̀ ,1 は淡灰茶掲色砂質土を甚澗とする自然堆
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積によるものである。出土遺物は少なく、形態等を把握できる脊料は希少である。その中でも中国南部産と推定

される五縁状を呈する焼締陶器の鉢小片の出土が認められ、当該沢料の存在から、 SX036は16世紀後半代の所産

である可能性を想定できる。追構の性格については不明である。

さらに、第 1トレンチでは古代(9冊紀）に比定される整地府（J店本層序第6層）が、ごく薄く部分的に分布する

状況が認められ、当該地の開発初現を考究する際の貰董な脊料を得ることができた。

第2トレンチ

第2トレンチでは16世紀後半に比定される土坑・溝状逍構・整地層、 16世紀後半以降の所産と推定される整地層

を確認した。

基本陪序第3層に相当する整地層（SX060)は調査区のほぼ全域において認められるが、層厚については地点に

より大きな差違が見受けられ、調査区東側に比べて西側の方が明らかに厚い様相を里している。所産年代に関し

ては、本府が後述するSX052を被覆しているという事実関係から、 16世紀後半以降に比定できることは明白であ

る。その下限については、府下部から明確な辿物の出土が認められないため、現状では不明である。

SX060の下位には基本厨序第 4層に相当する幣地陪（SX065)が堆積し、主に本トレンチ西側を中心に確認する

ことができる。本層は黄茶色土を基調とするもので、固く締められており、西側の直下部には掘り込み地業を伴

うSX070が認められる。一方、他の地点での直下部は黄白色シルト質土層となり、当該地の基盤土を構成している。

SX065の出士遺物には京都系士師器皿、瀬戸芙涙産の天目茶碗高台部片などがあり、 16世紀後半の所産であると

考えられる。

SX052は整地層（SX060)に被覆され、さらに、整地層（SX065)の上面において確認される土坑である。本遺構は

撹乱穴の底面で検出し、遺構南半部の約1/2を確認した。遺構の遺存深度は0.32mと浅く、これはSX060施工時に

上面が削平された可能性を示唆している。遺構埋土は暗茶色砂竹土の単一層であるが、底面に薄い灰層の分布が

認められた。この灰陪から、 16世紀後半の表面に貰入が認められる青磁片、完存する京都系土師器皿が出土した。

なお、今次の調査で、 SX052は撹乱穴底面での検出部分に限り掘下げを実施しているため、遺構の詳細な状況は

不明であるが、整地層(SX065)の上面に構築されており、 SX065の構築目的に伴うものである可能性が高い。

SD053は本トレンチ西側で検出した断面U字形を呈する溝状追構である。検出幅5.3m、深度2.0mを測り南北

方向へ展開する。溝埋没後も径約2.0mの大塑士坑列(SX061等）によって区画を踏襲している状況が看取される。

土坑内部には瓦や小礫を包含するものもあり、遺物出土状況については溝形態を星するSD053埋土内の状況と大

きな差異はない。また、積土状になると推定される整地層（SX065)は、 SD053と接する部分で溝の掘り方に沿う

状況でカープを描くように積み土されており、明らかに溝機能時に施工されたことを示している。 SD053、SX061

からの出土遺物には、中国染付皿（小野分類B2群）、京都系土師器flil、備前焼揺鉢片、凝灰岩製の五輪塔空風・地輪、

花岡岩製の手水鉢片、他10点程の鉄釘がある。

SD090は本トレンチ南側で検出した東西方向へ展開すると椎定される溝状遺構である。今回SD090の掘り下げ

に関しては、逍構の一部に限定して実施しているため詳細は不明であるが、遺構埋士の状況、大捌土坑列の分布

状況などSD053との類似点が多く、同種の追構である可能性が高い。また、この両者に囲まれると考えられる範

囲に整地@(SX065 • 085)が存在し、その外側には同様の整地府が確認されない点を大きな特徴とする。本溝の出

土遺物には瓦片や土師器片の他、金銅製の枠状金属製品が認められた。明確な所産年代を示す遺物は認められな

かったものの、 SD053 との類似性、及びSD090 と同時並存すると推定される整地~ (SX065)の所産年代より、お

おむね16世紀後半の機能年代を推定することが可能である。

SD055はSD053の東31.5mの地点で検出した南北方向に展開すると思われる溝状辿構である。今次の調査での

本遺構の掘下げに関しては、辿構の一部に限定して実施しているため詳細は不明であるが、調査区北壁面の土層

観察から複数回の掘り返し痕跡が認められる。この掘り返し痕跡に相当する部分は、最も規模の大きな段階のも

ー
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ので幅3.14m、深炭0.8mを測り、 SD053等に比して小規校ではあるが、SD053の東屑部から絞く若干の掘り込み

を伴う整地事業(SX080・085)がこのSD055を税として終息するという点が注目される。これは、 SD053・090と同

様の状況を示しており、三者の密接な関係を示唆している。つまり、これらの点は、泄にl)]_1紛された30m程疫の

方形空間が存在し、その内部に掘り込みを伴う整地事業が行われた可能性を想起させるものである。このよ うな

想定を裏付けるように、 SD053の北側延長線」こに位置する第 1トレンチでは当該溝の延長は認められておらず、

前述した整地状況から東側へ屈1111し方形空間を形成する盗然性は高いと言える。SD055に関しても、南側延長線

上に相当する第 6トレンチにおいて延長部は確認されておらず、西側への屈1111、もしくは終息する状況が考えら

れる。

ところで、想定囲統空1/ilの西南付近に相当する地点では、 ←幣地附SX065が分布するが、この下部より lOm近い

輻の大規校な掘り込み(SX070)を確認した。現状地表面から）氏而までは約l.8mを測り、底而近くには灰隊の分

布が認められ、 その直上からは瓦や土製地、廿磁碗などが比較的まとま って出土している。上部而に16・世紀後半

段階、及びそれ以降と推定される整地昂が存在するため、掘り込み(SX070)の範囲は現状では把梱できなかった

が、想定される方形空間を直接的に烈識した配ii'［とはなっていないものと1i（；定される。出土するW・磁碗は14~J5

世紀に比定されるものであり 、掘り込み(SX070)が当該期の所脱となる可能性もあるが、土界の断而観察から、

SX070の上部埋土の上而はSX085施工時に窪んでいたことが判明しており、このような状況から、近接する時期(J6 

世紀後半）のものである可能性も考）俎されよう。

第12図 SX052遺物出土状況（南より） 第13図 SX070造物出土状況（南より）

小結

今回の調査は、万寿寺跡中心部とされる地域の辿跡状況の把梱を目的として尖施した。対象地は工場として利

川されていた地，1!．j．に相当し、調査沿手前にはエ拗の建物基礎節による大規校な追跡の破壊が危惧されていた。し

かしながら、調査の結果は良好に辿跡が辿存する状況を示しており、逍跡の破壊が極めて限定された範囲である

ことが判明したのである。

調査面和が狭小なため、逍跡の具体的な展開様相にまで言及することはできないが、 14枇紀と」6枇紀に比定さ

れる逍構を確認し、後者については、広範囲に分布する整地1杓を把握することができた。なかでも、 16祉紀後半

段階には、第2トレンチ周辺に溝で囲続された一辺30m程度の方形の空間が存在する可能性を指摘することがで

き、寺に関辿する主要施設に伴うものであることを示唆するものとして注目される。

これまで「府内古図」等を基に作成された「戦国時代9府内復原想定l忍l」や伝承などにより、万寿寺跡の推定範囲が

想定され、周辺では過去に1}fl発に伴う数地点の調査が実施されているものの、推定中心部においての本格的な発

掘調査は今次の調査が初例となる。今後は、伽瓶配置も含めた辿構の而的な展1片l状況の把掘が課俎となろう。

（坪根 ・苅谷）

J7 大分市埋蔵文化財調査年報



第2トレンチ西側全景（西より）

9
5
0
.8
5
1
)、

C..0
0
S
 

：
町
川
g
闘

□麟了
聞
川
川
仙
川
嵐

4
い
山
町
『
s
川
川
（！

町

g
・s
 

--―一—＿一—-ニ

ーく“し

毯
X
S

5
8
X
S

1
 

E
s
.
s
 

.,: 5.5m 

一ー一一

。Jlls

|

9|
:
h
"
 

8

刷
・s

-
v
 

E
s
 ・s
 

"‘
 ,

L
 

」
．

•T 
・
ト

S8
X
S
 

E
O
l
 

璽

_

3
 

第14図 第2トレンチ造構配四図・土府図（1/150)
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皿 中世大友府内町跡第24次調査（誰定万寿寺塔跡地区）

調査面積 57而 調査期間 2002.ll. 20~03.01.14 

地 域 A 調査担当 中西武尚 ・岩尾美保子

調森地は、徳治元年(1306)に仕立された1ii：定万寿寺跡のI‘}.i、寺小路町，t‘，．笙
}g。9,;

(iif淀塔跡地区）に比定されている場所である。また、 中111:)ff|}、JIII［跡第 6 , 

次調査において、万寿寺の創建段I偕と考えられる東西のlx:1!!!i溝が確認さ

れた地点から北に約lOmほどのところに位謹する。調介区は烙跡椎定範

圃の北洒部に幅約2.4m、長さ約24mの東西方向のトレンチを設定し調

査を尖施した。

現地表から約30~40cm堆梢している耕作：l：：を取り除くと椋高 6Ill前後

のところで安定i(liが確認される (I0/f,1)。このIIff茶色土l','わからは近Ill：陶磁．．．．．

器が出十．している。この附をさらに掘りドげると、調査IX西側では払盤穏羹尋忍

面と考えられる淡茶緑色砂’質十．が確認され、そこにはS008やS006など

の迅構が確認できる。東側では赤茶色砂判土の固くしま った安定地盤と
第15図調査地点位四図

なり、この），し盤i(IiにはS012・S013→S009→S007のlIIilに各辿構が構槃される。S007は現状で幅約4mを測る断l(Ii浅

いllll形の形状を＇仕す。埋土には小礫や瓦の砕片などを多批に含み、よくしまっている(J31汁）。この下培に1111,¥約3

m 、深 さ約0 . 3111 に掘り込まれた辿構が確認でき、埋士の状況からS007 と同一辿構と考えられる (16~ l9/’,•,1) 。 辿

梢の時期については、小片ではあるが原都系土師器が',l¥-1ー．しており 、16lll•紀後半以降に比定される 。 この他、辿

梢の時期とは関係ないが灰釉胸器llllのII'1十がみられ、他の追構からは緑釉陶器片なども出土していることから、

この地域が占代においても重要な地、1的であったとが推測される。S007の下部からはS012とした土坑状の追構を

確認している。西側に袂り込んだ袋状を星し、長さ約I.Om、深さ約0.3mを測る。S009は断而浅いllll形の形状

を呈し、 lぐさ約1.4m、深さ約0.2111を測る。埋土には多凧の焼士塊や炭化物を含み、下部には焼土粒が僻状にみ

られる。liむi:-I一．坑あるいは鋳造関連辿構の可能性も考え られる。S013は当初輻2mほどの断面逆台形の形状を

星すが、数1111の掘り返しの後、浅い掘り込み状の形状で調11:Ix．．の東側にのびている。検出長は約 7m、深さは約

0 . 7 111 を測り 、蚊終埋没土は小礫を多址に含む よく しま っ たj!I!•土である 。 逆台形の形状の段階では、 21且1の掘り

返しに伴い、 2附の炭化物料が確認できる。出土逍物には鬼瓦片がみられるが、表1(1iに1i）fかれた痕跡が認められ、

砥石などと して 2次利JI」されていた可能性が考えられる。

今回の調イtでは、南北方向の溝状迫構になると考えられる 2条の追梢とそれに切られる 2碁の土坑を確認した。

溝状辿構はS007→ S009→ SOJ3と1:ilに 1：坑状のS009を挟んで切り介っており、 II.訊ll；店が認められるが、埋 I．．の状

況はよく似ており 、 1：部に小礫を多く含む茶褐色土野が堆梢している。出十必i物にも時期差は認め難く、 一辿の

逍構の可能1叱も考えられる。iii淀搭跡地区の中心近くに位

置するが、辿構の位iiり：付けについては、今後の調査を待ち

たい。また、今1川直接塔跡に関辿するような逍構は検出さ

れず、辿物の中にも瓦類が多：Iしに1|『|．．．するといった状況は

みられなかった。調査区を設定した地点．が、推定塔跡地区

の中でも北両側に位岡していたことに起IKIしていよう。i(f;

定されている搭跡については、調査の状況からさらに南側

に位ii’、［している可能性が高い。 (ij1西）

19 大分I|i}|!-1淡文化財調査年報
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w 横尾遺跡第86次調査 D-35地点

調査面栢 約206m' 調査期間 2002.09.11~03.03.31

地 域 E 調査担当 塩地潤ー・小住武史・羽田野裕之

調査地は大分市大字横尾字江又に位置し、横尾貝塚の北西部に近接す

る。当該地は県内-1,i::大河川である大野川の分流、乙油川左岸に沿って南

北方向に広がる鶴崎丘陵先端部の椋高約8~13111 地点にあたり 、平成J 2 •

13年度に実施された横尾追跡第82次調査において縄文時代後期liii菜頃に
＼ しl 文娼•文~,1/JT相 ，9

比定されるドングリ貯蔵穴群をはじめ 、 同早期末頃に比定される「水jJ，} ここ百•.·_-:·.~:)斎 ‘'~!1JLl

：二，し、ニロ：：：II:i!:1：];}l:JI!:II:::Il：ロニ：ロニ：こ二喜贔fI I 
現状でも比較的平坦な地形が認められ、横尾貝塚の謂l査において竪穴住

居跡の可能性が指摘されている婆穴追梢（縄文時代後期前葉頃）が検出さ

れたこと をはじめ、第82次調査においても1}fl析谷を埋める中世の大規松造

成に伴って、当該地周辺より縄文土器が大絨に｝促梨されていることから、

当地一幣が縄文時代後期前葉頃における居住空1/ilとして機

能していた最有力候補地と想定し、確認調資を実施した。

調査の結果、礫地盤と一部、 縄文時代早期に形成された

堆栢土陪を基盤而として溝状追構(SDOOl• 015)ならびに柱

穴跡が検出された。今回検出された辿構群は主に古代～近

世にかけて形成されたものと想定され、縄文時代における

額箸な辿梢については確認できなかったものの、当該地が

周辺調査地よりも礫地盤の検出レペルが高く 、さらに調査

区西側において東側から西側に傾斜する堆栢土陪が確認さ

れたことは注目される。以下に、その概要についてまとめる。

溝状辿構(86SD001)については調査区を南北に縦断し、

隣接する第82次調査において検出された溝状逍構

(82SD005)につながる可能性が高いものである。幅約

2.2m、深さ約L8mを測り、断面形状は逆台形を昆す。少

なくとも 2度の掘り返しが行われているものの、大きな時

期差は認められない。これらの溝状辿構からは肥前磁器丸 A 

碗片 ・京焼風陶器碗片など一定拡の遺物が出土しており 、

それらの帰屈年代から18世紀前半頃には埋没したものと考

えられる。

第18図調査地点位爵図

第19図 調査区全景（北より）

また、この溝状辿構(86SDOOJ)は調査区北端部において

先述の82SD005と同一のものと判断される溝状辿構(86SDOJ5)

と重複しており（新II」関係については古い方から86SD015

→86SD001)、その飯終掘り返し段階において拳大～人頭

大の礫を組んだ石糾(86SX023)が設置されている。石糾の

機能については現状で明確な見解を提示し得ないものの、 第20図 86SD001土府断面状況（南より）

21 大分市埋蔵文化財調査年報
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第21図 86SX023石組検出状況 （北より）

礫地盤を掘削しで形成された当該迅構にあって、

磁構の重複が認められる都合上、溝の北側樅而の G.N. 

みが削平された溝状辿構(86S0015)のJlf吐となる A 
ことから、その土留めとして構築された可能性を

指摘しておきたい。

一方、 86S0015については幅約l.7m、深さ約

0.9mを測り、断面形状は逆台形を呈す。86S0001

同様に、礫地盤を掘削して形成された辿構である

ものの、断面形状は前者よりも直線的ではなく、

底11,品も広い。また、裡土や溝底面のレベルについ

ても差異が詔められる。出土迅物は白磁椀IV類片

1点のみである。隣接する第82次調査において検

出された溝状辿構(82S0005)の様相と近似する。

これらのことから、 86S0001については現状で

82S0005を18世紀前半段階において掘り返した溝

状辿構である可能性が想定されるものの、 86S0015

さらには82SD005の埋没年代については今後に残

された課題である。

今回の調査によって1位も注目される所見は調査

区のほぼ全域で礫地盤が検出され、 一部、調査区

西側において東側から西側に傾斜するJii:・h'i七培が

確認されたことである。この礫地盤については先

述したllf-1析谷の南側から横尾貝塚にかけて認めら

れる比較的平坦な現況地形を構成する基盤而と位

置づけられるものであり、堆栢土陪については西

側隣接地で実施した第87次調壺の成果から、遅く

とも縄文時代早期中剪と一後菜頃に形成されたものである。

以上のことから、縄文時代においてもこの1}}Sl析谷の南側から横尾貝塚にかけて南北方向に広がる微高地の存在

ぶ ' •. 9,;mr-3込 ・玉

第22図 86SD015土層断面状況 （南より）

゜
第23図逍構配置図(1/200) 

ー

5m 

が指摘され、今回の調査においては;Jiz.な縄文時代の追構は確認できなかったものの、当地ー;;;;=が縄文時代後期

前菜頃における居住空間として機能していた可能性は依然として高いと判断される。 （塩地）

大分市埋蔵文化財調査年報 22 



v 横尾遺跡第87次調査 D-35地点

調査面積約228吋 調査期間 2002.09.11~03.03.3」

地 域 E 調査担当 塩地濶ー・奥村義設・小住武史・羽H:1野裕之

調査地は大分市大字横尾字江又に位置し、横尾貝塚の北1Jf.j約30111地．,.',,:.、

横尾辿跡第86次］読IXー．の西側隣接地にあたる。

今回の調査はこれまでの柚尾貝塚周辺地における訓崎成果を踏まえ、

縄文時代後期前葉頃における居住空間の確定を第一義的な目的と して‘炎 •‘ `L. '‘・マ ．ぷ）．'«. . '"'-.I 11/J江： ， 

h：三三：゚：：h1二：ロロ:-]]9：・ロニコロ｛：ここ：麟尿：
てまとめる。

中 世

表r．直下において確認されたJii：付け．k`91が該当する。 1．．から大きく茶掲
第24図調査地点位四図

色土｝悴と黒掲色士I｛イの 2陪に区分され、両者ともに大i化の礫と

磁物が内包されている。深さは合わせて約l.5mをiJ!IJり、 中世

の辿物と共に古代や縄文時代に比走される大析の辿物が出土し

ている。中世の追物としては十．師器坪・同鍋やli）[IH+.lili器椀を

はじめとして、白磁椀IV-2 -a 類 • IIIIII Il lll 類や和泉捌瓦器椀・ 同

Jillなどが認められ、古代の迅物については土師器杯a • 同薔 a

を中心として、黙色十器A類椀C.l•iJ鉢や土師器兜 •Ilil甑・『］脚

付鉢 •I司移動式瑚などが出土している。また、風字硯や「大」と

刻内された土tii器忍f a をはじめ、防•L乏系緑釉陶器や）L瓦など、

,

7

川
ー

i

ー

1|

ー
|
|
|
|
十
ー

、［灌直跡通有の辿物も出土してお り・ii:.Llされる。さらに、縄文

時代の追物としては出水式深鉢や中i|t式深鉢をはじめ、福ITIKn 式深鉢•1叱］ 鉢や小池／j;［下l杓 n 式深鉢、西平式深

第25図 調査区北側土府断面（南西より）

鉢などの縁荀文十器、そして＇泣畑式深鉢や轟 B式深鉢などが認められる。この他にも91:i島崩黙曜石製大形石核や

底部穿孔深鉢など牛．＇i憧される追物も出土している。

これらの残存状況については枢めて良好であり、完形品をはじめ、それに近いそ材料が一定枇認められる。

以卜のことから、これらの出十磁物については中Ill：段階に調査1メ南西方向からJ症染されたものと判断され、今

l!.!l出土した追物の加）成年代と腐ll船が生じる可能性が残るものの、調査IX．．北側に隣接する第82次調査地において確

認された聞析谷をJ,11!•める l4世紀前半頃の大規校造）必との関辿‘性がti:I」される 。

第26図 87SX018検出状況（南より） 第27図 87SX019検出状況（東より）

23 )く分市迎蔵文化財調究年報
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第28図 迫構配置図（1/200) 

縄文時代後期前葉頃

中1せ段階の造成1：の下位にあたり、椋高約 8m 地．＇.'.(．の 当該期に比定されるJit梢土1,•'イを）店盤面とする配石辿構

(87SX0.18)ならびに地1木炉跡と考えられる4），靱の焼十．塊（87SXO19 • 020 • 028 • 030)が該当する。この堆梢十倍につい

ては横尾辿跡第86次調脊において確認されたIfi北方1；リに伸びる微，心j地と本調査区の直側に広がる斤陵斜而地にか

けてレンズ状に堆秋したものであり、当該地一』沿において北側にlillけて1片111する谷部の1f在が想定される。

配石迫構(87SX018)

90cm X 100cm程の範圃に大小18個の円礫を配it'tした辿構である。設料に伴う掘 り方は認められず、円礫をl|ll状

に配し、その周りに 7個の円礫が立てかけるように牝べられている。その内l1とも大きな円礫については掠痕が認

ー

められ、石JIilとして使川されたllI能性が指摘されるものの、 この石llllのみに被熱による赤変が認められることか

ら、配1-i迫構を構成する円礫として転／rlされたものと牛ll断される。

地床炉跡(87SX019・020・028・030)

平而が格形を呈す 4），靱の焼士塊が検出されており、堆梢土

府を掘り込んで構槃された逍構と判断されるものである。そ

の中でも87SX019については50cmX90cm程の範1J91に焼十が広

がり 、焼」こが希池となる中央部」渭iiには比然により赤変した

小礫が14.1・＇i．確認 されている。

縄文時代前期前葉頃

先述した附北方1iリに伸びる微高地の西側緩斜而において確

認された貝・歌骨1,:7:(87SX026)ならびに士坑(87SXOl2)が該当

する。
第29図 87SX026検出状況（南より）

大分巾埋蔵文化財調査年報 24 



貝・獣骨屁(87SX026)

微高地側から）促梨されたものであり、貝殻やシカの角、イノシシの下9Ji骨をはじめとして、拙B式深鉢や無文

土器深鉢、大形石錘や焼石などが出士している。貝殻については辿存状態があまり良くないため、貝類の同定は

できていないものの、南北約100cmX東西約70cmの範囲に密染し、当該期に比定される堆梢土倍全域には散布し

ていないよう である。

第30図 87SX012土府断面 （東よ り）

土坑 (87SX012)

第31図 87SX012遺物出土状況 （北より）

貝 ・獣骨罰の東側隣接地において検出された辿構で、アカホヤ火山J火倍の下

位にあたる縄文時代早期中菜～後菜頃に比定される堆梢土府を基盤面として形

成されている。平lffi桁円形を呈し、蔽大で長さ2.117m、幅J.44m、深さ0.ilm

を測る。埋土は11if茶褐色シルトプロック土の単一J怜である。辿物については鼎li

B式深鉢、骨•J,f、姫島産焦llli石などが出土している 。 これらの大半は土坑上位

にまとまって出土したものであるが、底而付近においても饉かに認められる。

その中でもjf,fiB式深鉢は 3個体確認され、ほぽ完形に復元できるものが含まれ 0 10cm 

るため、検出当初は埋設された可能性を想定していたものの、同一個体の破片 第32図 87SX012出土遺物
実測図(1/8) 

が散在している状況が認められるため、土坑埋没段階で廃梨されたものと判断される。

縄文時代早期中葉～後葉頃

縄文時代前期1iri菜頃に比定される土坑(87SX012)の基盤而となる堆秘土陪が該当する。微高地の西側緩斜而に

堆栢したものであり、無文土器深鉢が出土している。また、：l-．坑（87SXOL2)の南側隣接地には、この堆和土府の

下位にマウンド状の高まり (87SX031)が存在する III能性が指摘される。今回の確認調査においては平面プランの

検出までに留めたため、その詳細については不明であるものの、現状で長さ約2.31m、幅1.62mを測る。

まとめ

今回の確認調究ではオivi)店貝塚形成期にあたる縄文時代前期前葉頃に比定される貝 ・獣骨培が確認され、横尾貝

塚と同時期の貝塚が隣接地に存在することが明らかとなった。両者の1従梨方向から考察すると、横尾貝塚と本調

査区の1iilに想定される微高地の存在を裂付けるだけでな く、微高地上に当該期における生業関辿施設の存在を予

測させる伐重な成果と言える。

また、中世の大規摸造成に伴ってl徒梨された辿物の逍存状況については、既往の周辺調査地を凌恕し、板めて

良好である。このため、調査区西側に広がる丘陵斜而地についても今後これらの追物が示唆する辿構の存在に注

目する必要がある。

今回の調査においても縄文時代後期前菜段階における居住空間の確定を行うことはできなかった。しかしなが

ら、今回の調査成果によ って当地一幣が縄文時代後期前菜頃の居住空間として機能していた蚊有力候補地である

可能性はこれまで以上に高く なったと判断される。 （松地）

25 大分市埋蔵文化財調究年報
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VI 横尾遺跡第88次調査 D-29 • 37地点

調査面栢約2856而 調査期間 2003.02.12~03.03.31

地 域 E 調査担当 塩地枇lー・小住武史・羽田野裕之

調在地は、大分市大字横尾字布II」に位ii/1,：し、大野川下流左i心に沿って

南北方向に広がる餡崎印悛東端のIi根状先端部にあたる標高約30mの台

地上に所在する。調:'ti:lx．．北側には布田古Jl'i群が隣接し、古打't時代中期に

比定される円瑣2基と石器土りjlt硲が1基確認されている。当該地区一箭

には「七塚」の存在が伝承されており、その関辿性が社：．LIされる。さらに、

布Ill古瑣群の北側には 1そ陵の東側に向けて谷が1m析しており 、この一角

に横尾貝塚、ならびに縄文時代後期前策頃に比定されるドングリ貯蔵穴

群や、同早期末頃に比定される「水場の辿構」などが発見された第82次調

在地が所在する。今l!!Iの調査は、 国1庫補助事業による市内逍跡確認調査

であり 、横｝毛貝塚周辺の辿構分布状況の把拙を目的として行われたもの

である。調壺対象地に 9木のトレンチを設定し、確認調査を尖施した結
第34図調査地点位四図

果、 全 トレンチにおいて多数の逍柚群が検出された。以下に、各 トレンチの主要辿構についてまとめる。

第 1トレンチ

同トレンチは、調在地の最北西部に位散し、先述した有l]]古J}'tの南東側隣接地にあたる。主要迫構としては、

北側のl#l析谷につながる緩斜面において、 5J店の地IO1横転迅構（SX002・003・004・005・006)、多数のピットが確認

された。これらには、新旧関係が認められ、複数時期に形成された逍構群であることが示唆される。

第2トレンチ

伺 トレンチは、調査地の中央部、第 ］ I、レンチの東側に位i1·;•する 。 主災追構としては、北側の開析谷につなが

る緩斜而において、4甚の地府横l伝追構(SX020・02l・022・023)、多数のピットが確認された。これらには、第 1

トレンチと同様、新11::1関係が詔められ、複数1l!f期に形成された逍構群であることが示唆される。辿構検i町( liからは、

流紋岩の石核が出土している。

第3トレンチ

阿トレンチは、調介地の中央部、第 2トレンチの東側に

位附する。土要辿構としては、北側の1}廿析谷につながる緩

斜而において、掘立柱建物跡(S13015)、方形），hl溝迅構(SX007)

とその主体部と考えられる土坑(SX025)が確認された。

S13015は、 21:ij X 5 |iilの東両棟である。SX007は、一辺

約 5 m の平l (liil・：方形プラ ンを星し、その 5 m |Iり方の内(lllに、

幅約90cm、深さ約10cmを測る溝状辿構を巡らす。溝状追構

は現状で南側の一部を1)fl「lするものの、辿存状況を踏まえ

れば、当初からの形状としては断定できない。出土辿物と
第35図 88SX007全景（南より）

しては、土nili器杯cの）氏部片が認められ、9111：紀代に比定されるものである。

また、SX007の中心部に位ii',':するSX025は、平面円形プランを星し、直径約40cm、深さ約8cmを測る。狸土は

賠茶患掲色士の単一界である。現状では、l1,1-t．追物については特無である。方形周溝逍構については、肌内では

大分市城南追跡や中f|い|i相原 • II l 「i追跡において認め られ、 すでに火葬硲の J I［能性が指摘されているものである 。

さらに、本トレンチの辿構検出l面からは、姫島産黒II祉石の象ll),1'が出土している。

27 大分TIJ．且l!-蔵文化財調究年報
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第4トレンチ

同トレンチは、調査地の最北東部、第 3 トレンチの東側に位置する 。 ~i・：要逍構としては、北側の開析谷につな

がる緩斜而において、 2基の土器埋設辿構（SX009・0LI)が確認された。

SX009については、平而不整形プランを呈し、ほぼ完形の弥生士器壺が、横位に埋樅された状態で出土している。

この弥生土器壺については、胴部中位に 2条の三角突幣を貼付し、底部がレンズ状を呈することから、弥生時代

後期前葉に比定されるものと想定される。

また、SXOllについては、平而杓円形プランを呈し、SX009と同様、 ほぼ完形の複合口縁壺が、横位に埋置し

た状態で出土している。複合「l縁部の立ち上がりは短く 、胴部下位に最大径を有することから、弥生時代後期前

葉に比定されるものと想定される。

さらに、同トレンチからは縄文時代早期に比定される押型文土器の底部が出土している。

第5トレンチ

同 トレンチは、調査地の中央部、第1トレンチの南側に位散する。主要辿構は、 トレンチ中央部分に展Ihlする

淡茶褐色ローム昂を払梱而として周溝追構（SD012)と数基のピットが検出された。また、 トレンチ北側部分に展

聞し、淡茶掲色ローム府の上昂にあたる11行焦掲色プロック土料を基盤而として溝状辿構(SD008)ならびに多数の

ビッ トが確認された。SD008については、輻約2.2m、深さ約20cmを測り、断面形状については、底而の幅広い

逆台形状を呈する。埋土については、焦掲色プロ ック土の単一界である。また、SD012については、幅約5.5m、

深さは80cmを測り、断而形状については、逆台形状を品するものと想定される。埋土については、黒掲色プロッ

ク土を基調とする。底而から南側堡面にかけて拳大の礫が多拡に確認されていることから、瑣丘に荘石が施され

ていた可能性が想定される。さらに、第 6トレンチで{1（I囁忍されたSDOOlとの埋土の状況や位置関係から、両辿構

は同一のものと考えられる。出土逍物と しては、周溝区画内の中央付近に位置する堆栢プランから板状石材が確

認されている。また、 SD008の埋土及びその碁盤而である暗黙掲色プロック土からは流紋岩片が確認されている。

第37図 88SD012検出状況（西より） 第38図 88SD001検出状況（北より）

第6トレンチ

同トレンチは、調査地の中央部、第5トレンチの東側に位置する。主要辿構としては、周溝辿構(SDOOl)、2基

の地罰横転迅構(SX026・027)が確認された。SDOOlは、幅約4mを測る。址［土は灰焦掲色土を呈し、第5トレンチ

で検出された周溝逍構(SD012)の埋土に近似している。両者の位置関係から、同一逍構と考えられるものである。

第7トレンチ

同トレンチは、調査地の最南東部、第6トレンチの東側に位餅する。主要辿構としては、掘立柱建物跡(SBOlO)、

5基の地昂柚転辿構(SX013・014・016・018)が確認された。SBOlOは、2|lilX3 l:i]の東西棟になる掘立柱建物跡であ

り、中央には床束と考えられる柱穴が認められる。これらの柱穴については、現状で柱痕は検出できていない。

出土磁物と しては、 土師器小片のみであり、時期比定についても断定できない。

29 大分市挫蔵文化財調査年報



第8トレンチ

同トレンチは、調査地の中央部、第5・6トレンチの東側に位i在する。ビットが多数検出された。

第9トレンチ

同トレンチは、調査地の中央部、第8トレンチの東側に位置する。主要辿構としては、周溝追構(SD028・029)、地附横

転辿構(SX024)が確認された。SD028の規模は、幅約4mを測る。SD029の規校は、 現状では不明である。両辿構(SD028・

029)の埋土や位骰関係より、これらの追構は圃ーのものと考えられ、現状で直径約30m規模の平而円形プランを呈す。

第39図 88SB010検出状況（西より） 第40図 88SD028・029検出状況（北より）

まとめ

今回の調査では、横尾貝塚の1!...411!ll丘陵部に位骰する有田古り't周辺地において多くの造構群が確認された。その

中でも周溝追構ならびに方形周溝磁構の存在は注目されるものである。

第5・6トレンチにおいて確認された周溝辿構については、埋土や規板ならびに位紺関係より同一のものと考

えられるものである。これらの周溝迅柚は、同トレンチ南側に現存するマウンド状の高ま りを取り囲むように検

出されていることから、古瑣の周溝であるIIj能性が高い。また、第9トレンチで確認された 2つの周溝逍構につ

いても、同一のものと判断される。このため、今皿確認された周溝磁構は、布田古瑣をはじめとした「七塚」の

伝水に関連するものと想定される。

方形周溝逍構については、9Ill：紀代に造営された火葬墓の可能性が示唆される辿構である。柚尾辿跡第79次調査に

おいても、9世紀後半代の木柁硲が確認されており、当該地周辺に古代の瑣硲群が点在している可能性が想定される。

横J函迫跡における既往の調査では、古代の粘士採掘坑群をはじめ、道路状逍構や掘立柱建物跡などが確認され、

釦荷逍跡通有の風字硯や越州窯系腎磁椀、緑釉陶器、さらに、「大」 と判読できる刻醤土師器器等も出土している。

また、横尾逍跡周辺においても、大形の掘立札：．建物群が検出された地蔵原辿跡、猪野新土井辿跡をはじめ、盟後

国内において唯一発見された須恵器窯跡である松岡古窯跡群、さらには、水 I．．．交通の利便性を最大限に活｝•ll した

梨散地追跡の可能性が示唆される井ノ久保追跡などが存在している。

古代におけるり＇t硲の造営については 、「喪葬令」により、その被非者ならびに立地が規制されているものであり 、

これらの辿構群との1月辿性を含め今後注目する必要がある。

さらに、横尾貝塚や第82次調査地の西側後秤面にあたる台地上において、抑型文土器底部片などの縄文土器が

確認された事も祈過できない事象である。今回の調査結果は、 当該地周辺における縄文人の活動を示唆する もの

ー

であり、今後の周辺調査が期待される。 じl:JI:I-1開f• 山は•J也）
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VIl 
史跡豊後国分寺跡平成14年度確認調査

調査面稲

地 域

120m' 

B 

調査期間

調査担当

2002. 08. 01-02.10. 31 

中西武尚 ・岩尾美保子

今回の池隙は、国指定史跡既後lilil分寺跡の指定地内における個人1I：毛

の建て替えに伴い、1むもの甚礎部分や浄化柏の設ji'i:による逍構破壊を未

然に防ぎ、迅構保存をはかるため国・し’，しの補助を受け確認調査を実施した。

調査区は椎定中門跡の東側、数後国分寺跡の伽藍1l11M1線を基準とした

座標(N-3 °50'38" -E)では、Sl00-E25を中心とした範間に位岡する。

誰定中1"l跡から東に延びる1!.!l廊跡とその南側に掘られた溝跡が調ft|X．．内

の全体にかかる。中l"l跡の東側と西側ではすでに約 IIllの高低旅がみら

れ、平成元年疫の中l"l地lX．．の調査でも 1!.!lli祇跡は確認されていない。他の

辿構についても、すでに宅地化されていたこともあり、迅構の辿存状況，．

→ ・-

第41図 調査地点位置図
が懸念された。

現地表の椋高は約29.6~29.7 rnを測り、そこから約0.5mのJl,iみで宅

地造成土がみられる。この造成土を掘り下げると黄褐色士の基盤l(Iiとなる。辿構検出椋高は約29.2mを測るが、

調査区の中央部分は半地下式の蚕小J経にため大きく 削‘ドを受けている。

検出された追構は、；謁11tl区の中央を東I’りにのびる溝跡（SDOJO)、その北側を1rilじく東西にのびる溝状辿構

(SD005)、SDOJOの南側で大きく掘り込まれた大形竪穴辿構(SXOl5・020)である。この他、附側に七坑群(Sl<OOI・ 

004)やビッ ト群か梨中して検出されている。以下、その概要について記す。

SDOJOは調査区の中央を東西に1'.l辿する溝跡で、中l"J地区やその他で確認されている推定lul/J'祗跡の南側に並行

する一辿の溝跡の絞きである。先の蚕

小届によ りj'jlj平を受けていた中央部分

を利川して、溝の深さや形状を知る 1」

的で掘り 下げを行なった。検出長約

llm、幅約3.8~4.0m、深さ約l.4~

l.6mを測る。掘 り下げを行なった中

央部と調壺1-X：西壁ではそれぞれ断而形

状が異な り、中央部では逆台形を星す

が、西整においてはU字に近いV字状

を呈している。中央部の状況から長士

坑状に掘られていることがわかり 、長

七坑の端と立中の辺 りでは形状が異

なってくるものと考えられる。土席餅

察から数l!.!]の掘り返しが確認でき、新

しく なると深さも浅くなり 、規板も縮

小されてくるようである。出土逍物は

全体的に少なく、瓦の出土斌も少ない。

辿構の時期については、肌没途中の1昂

位から 9Ill：紀代の土tili器杯が1,1,1七して

A
 

E15 

第42図

E25 

迫構配匹図（1/150) 
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おり 、この時期にはすでに造られていたと考えられる。

溝跡は寺の伽藍域などを示す特徴的な施設であり 、過去

の調査でもトレンチ調査を中心におよそ23地］，1・（が調査され

ている。その内、南側の溝跡については、5地、1・＇i．と少ないが、

拙定中l"J跡との関係から比較的J公く調査区が設‘足されて調

査が行なわれている。今l且1の調イtでは、先述のように溝跡

が長土坑状に掘削されていることが確認された。こうした

溝の構造は、将請，1llりや lI」の作繁・：んなどの作業単位をij:

唆していると考えられる。また掘削の際、北敗については 第43図 迫構検出状況（西より）

フラットに掘られているのに対し、南敬は長 1：坑状の端と端が接したままの雑な状態である。これは南側からの

視点を烈識したものと考えられよう。また、これまでに確認されている一辿の溝跡の東西北側は、国分寺の伽藍

域を示しており、「ナ—j11!l] についても (}A | 9私岳域をが している IIj能1咋を指摘しておき たい。

SD005はSDOlOの北側を並行してのびる東西溝状辿構である。検出長約1l m、lllhi約1.0~1.5111、深さ0.I~0.5m 

を測る。西側での基底部の標高は約29rn、東阻l1では約28.6mを測り 、東側に緩やかに低くなっていっている。埋

十．は黄掲色プロック十．を多址に含んだ黒黄褐色 I．．を基本とし、縦断面の 1:}昂観察を行なった結果、秘土状に斜め

堆秘しているのを確認した。さらに調査1メ：東敗の士附観察及び平而粘1tにおいて、そのヒ部に幅約2.2m、Jげさ

約0.1mの硬化而を確認した。加飴''illは巴11111が激しく 、fl'1,-．の際の突き痕、あるいは掘削の際の「＿具痕と考えら

れる。中1"]地lえでの油涜においても圃様の溝状逍構が確認されている。1疇．部がかなりj'jlj平を受けていることから、

逍構の性格を判断するのは難しいが、 栢土状のJii；秘であること、その 1 •一部に硬化ifIIがあることなどから 、 ・ヽパ本的

なl凶画施設が想定される。追構の時期については、出十凪物から 18111：紀前半に比定される。SDOIOの溝跡とほと

んど同じ位ii"i:、あるいはほぼ同じ）j位で確認されており、 1191分寺の南側の寺域伽蜘域が18111:紀後半段階までな

んらかのIX仙iとして踏襲されてきたと考えられる。

SX0l5・020は調査区の南側でSDOIOを切って検出される大）（り唆穴逍構群である。全体の規模は不明であるが、 SX015

では検l|ilも東西約5.5m、南北約4.0111、深さ約1.6mを測る。検出而から約0.8rnで大きく掘り返しが確認でき、下

部からは杜穴が数ヶ所検出される。 l•陪観察から般終の掘り返しの後は 191然堆栢と考えられるが、 これより 1布1で

は3ヶ所、人為的と考えられる黄掲色七が悩状に確認される。 1‘万序で確認、されたもの

には基底部と同じく柱穴が検出できる。当迫構の性格については、士取りの痕と考え

られ、途中悩状に堆秘した黄褐色 1:I’,‘,1は、土取りの際の足場と考えられる。また、 1; 

部で検出された柱穴も 1:J収りの際に使）IIされたものと考えられよう。：I＇1-I泌i物には瓦

片が目立つが概して少なく、追構の11、ff)り］ についても破）やft料•からの誰定であるが10|lt

紀からJI Iii：紀代と考えられる。SX020もIn]様に 1卦．取り痕のII［能性も考えられるが、形

圃

状が採なっている。迅構の時期については、 SX015と同IIが期と考えられる。

以上がi:・な辿構の概＇災であるが、令体的に出七追物は少なく、中でも瓦の出十八し

の少なさが指摘できる。特箪すべき出十迅i物としては、焼糀された）l四前染付硲があ

げられる。内底部に相当する部位には、朱で「国分寺｝和 と判説できる焼継文字が

＇，｝かれ ている。端J又碗に対応する沿で製作年代は1820~1860年に比定される。この

他、縄文晩期のiiIi久保式に比走される深鉢片が出七している。 （中西）

＜参考文献＞

大分市教ff委ii会 1978 

）く分rli教ff委具会 1999 

「既後I•I分．炉跡」

「 内}·後I叶分．『跡」 一 •1c1成 1 0年1文確認，．Jli1イt-

ニ

゜
10m 

第44図 SKOOl出土造物

実測図（1/3)
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V1II 下郡遺跡群第138次調査 H 区r- 19/r • s-20地点

調査面積 1774対 調査期問 2002.02.08~02.07.31

地 域 A 調査担当 苅谷史穂

下郡造跡群は大分川河口付近の右岸に位置し、標高4~ 7 mの自然堤

肱lこに立地する縄文時代後期から近泄におよぶ複合辿跡である。

今回の調査地は弥生時代中期末～後期前菜、同後期後菜～終末、終末

～古瑣時代初頭の閑滋跡が確認された地点の南西部分に相当する。

また、本調査地一帯は旧字名を柳／至敷と称し、戦国期にまでさかのぼ

る方形館所在の椎定地とされている地点に該当する。

今回の調査はA・B・CI凶の3地区に分割し訓査を実施した。

A区

地区 調査面積 調査期間

138次A区

l38次B区

138次c区

559rn' 

826rn2 

389rn' 

2002.02.08~03.」4

2002.03. I~~07. 31 

2002.06.21-07.31 第45図 調査地点位四図

A区は、調査地周縁にコンクリート製の擁壁が設置されており、擁壁内部を対象に調査を実施した。本区の基

本1F1Jギは 、 11;( I況祁こ擁壁設置に伴う客土培が位ii'.i:し、その下1杓には水田基盤1昂が認められ、近l!t•以降に水田耕作

が行われていた状況を示している。なお、この水田耕作に伴い調査区全域におよぶ地下げが行われている状況が

看取でき、これに起因して逍構の大半は削平され、逍1f・状況は総じて良好でない。

調査の結果、中世に比定される溝を確詔した(.138A区SDOOl)。調査区北西側をN-25°-Eの主i|l|iプj位で調査1.x.

外に展削する。 検出幅約 1. 5m 、検／1 '1 •長約2 . 5m 、深疫約0.25m を測り、断而形状は逆台形を呈する。 辿構内堆梢

埋土は茶灰椙色土を基調とし、上部1河に相当する部分に数l且lの掘返し痕跡が認められる。なお、下部界に相当す

る部分より、赤掲色の色訓を有する備前焼甍Ill叶部片が出土したことから、本溝裡没期の上限は14世紀以降と想定

できる。しかしながら具体的な時期比定の行なえる辿物の出土は認められない。

I]輝区のほぼ中央で柱1/il約3.0mを測る 1|illl1ll方の柱穴列を確認した(138A 1x:sxo22)。柱穴の規校はいずれも

径約0.25m~0.30m、深疫約0.30111を測る。出土辿物は確認されておらず、これに先述した当区における追構の

削平の状況を考紐すると、 138SX022は竪穴住居の主柱穴のみ逍存した状況を示している可能性も考えられる。

B区

B区はA区に南接する調壺区である。調査l区の南側は近世以降の水田構築に伴い地下げが行われ、南西部分は

近代以降の客土が分布する。このため、 一部の追構は削平されているものの、本区全域で辿構の展1}}lを確認する

ことができ、辿構の追存状況は比較的良好であるといえる。確認した主な追構には、古瑣時代初頭の竪穴住居跡

5軒、戦国期の溝跡 •井戸跡などがある 。

B区SHOOJ

調査区の東端、南寄りで検出した堅穴住居跡である。住屈の南東コーナーに相当する部分が調査区外に展開す

るため迅構の全容を判明するには至らなかったが、一辺が約5.5mの方形を呈する竪穴住居であると想定される。

床而には土坑(138B区SX090)、周槌溝(138B区SX095)を伴う。住居床而には1『f茶褐色土を基瀾とし黄掲色プロッ

ク土を内包する貼床が認められる。138B区SH001の出土迫物には布留式系の甍など古り＇［時代初頭に比定される

ものがある。

B区SI-1240

調査区のほぼ中央で検出した竪穴住居跡で、仕居の北西コーナーに相当する部分は138B区SH190と重複する。
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138次 A区

c区

第46図 調査区全景（南より）
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第47図 退構配四図(1/400) 
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町(Ii形状は一辺が約5.5mの正）j）I多を呈し、辿存深炭は約

o.J5mをiJ!IJる。この仕屈は4木の主柱穴を配ii/1'.し、1!!；：内施設

として地｝未炉、及び十．坑を伴 う構造を基本とするが、イl：．屈の

造り替えが認められるという、点で他の住居と異なる様相を示

している。まず、建替前(ILi)の主ti吹(138Blx:sx252-253・ 256 • 

257)は柱1iill.8m |_IIJ方で構成され、柱穴の規校は径0.25~0. 

45m、深度0.4~0.45111をiJ!IJる。北西側に位ii"i:する主杜穴(138

Blx:sx252)に近接して地｝米炉(J381Jlx:sx2,i3)が認められる。

長1hII約0.7m、紐IiII約0.J Illを測り、断I(i形状はIIIL状を星する。

逍構J!I！土内に焼土、及び炭化物を多く内包する。 次に、姓杵後

（新）の主柱穴(L38B区SX2'14~247)は柱1iil2.4m IILI方で構成さ

れ、柱穴の規校は径0.45~0.5m、深炭0.25~0.5 Illを測る。

北側に位紺する屯柱穴(I38Bl-2{SX2'11I • 247)のほぼ中央に地床

炉(1388区SX242)が認められる。LもliIl約Lim、短軸約0.6m

を測り 、迅朴籾llIー．内に焼 I：を内包する。また、南恨llに位iiやす

ふ i・ー．柱穴(J381Jlx:sx245 • 2'1 6) のほぼ中央に 、イ t}可•南辺に此Il|l

を捕iえる形でt坑(13881;,(..SX250)が認められる。長1|iII約l.65m、

短軸約l.Omの1;・而楕円形で、断1f1iJI多状はIIIL状を呈 し、辿構

.l!I !•十．内に炭化物を内蝕する 。出土逍物は主柱グくの変移 1ili(II I) • 

第48図 1388区SHOOl逍物出土状況（北より）
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第49図 138B区SH240完掘時（北より）

後（新）の両時期に古り’i時代初頭に比定されるものが確認された。ただし、 4本の主柱穴で構成される内部空間と

柱火の規校に関しては、 i・ー．柱穴の変移前と変移後に数異が認められ、変移前に比して変移後の規校が大きくなっ

ている状況が石取される。 なお、これらの状況と、住}~}の竪穴部敗に関しては拡張節の痕跡が認められないとい

ぅ．しりを考硲すると、竪応＇f|憚に1対しては現位散を保持したまま、一時期に主fl次の改修を行った状況が想定され

る。

B liSD065 • 075 • 096 • 097 

調査区の北側で検出した東西）j|｛リに展開する溝状辿構である。I38BllSD096は、l38Bl><:SD065• 075 • 097に後出

し逍構の東側部分は終息する。検出幅約l.0m、検出長約8.5m、深｝文約0.4111を測り断面形状はU字状を呈する。

逍構l勺堆秘Jll!.,-．はII紆灰掲色十を），閲とするプロック土で構成され、138B区SD065• 075 • 097を人為的に掘返した部

分に相当するi,','i:．状辿構である と考えられる。13813区SD097は、 l3813l><:SD065• 075に後出する。検出l|lhi約1.35m、

検出長約13.5m、深炭約0.'1mを測り断而形状は逍梢 1・.1/ii幅の広いU字状を呈する。埋士内には多数の砂利を内

包する。l38Bl><:so065は075に後出する。検出幅約1.2m、検出長約J'1.0m、深炭約0.8111をil!llり断而形状はV字

状を培する。I，1'1:1-．辿物には原都系十侃i器、白（滋椀v類（森川）の他、鉄滓を確認した。138B区SD075は検出幅約

1.65m、検出長約13.0m、深炭約0.'15mを測り断l(i形状は逆台形を足する。II',十．辿物には近枇I期（牙t|i(il編年）に

比定される1liiniii焼柑；鉢、1‘'1（滋椀v類（森田）、鉄悴などがある。これらの溝の先後1関係は、新 SD09G→097→065
→075 旧であるが、 いずれの辿構も 1 6世紀後1，•. ～末には洗絶したものと推定される。 なお 、 特節すべき点に 、

これらの溝と調査区南側で確認した 2条の溝との関係があげられる。この 2条の溝は前述した溝と 1叶j一方向に展

|}ilし、前年1文調イtが実施された「卜郡辿跡群第137次油lit」で確認されたI37S D020 • 025と接続する可能性が高い。

同調査の所見によると、l37S D020 • 025は14111：紀以降に）促絶したものと考えられていたが、今次の調査で16Ill：紀

後半ー末に比定される追物が出士したことにより、帰）成時期に1見lしては所見の変更が示されたことになる。さら

に、この所見の変更をふまえ、 l37SD020・025とl38BIX:SD065・075 • 09G • 097の所廂年代を照合すると、両者は合

致し、これらの溝が同II、1fijt存する段階があった可能性を指摘できる。また、 l37SD020 • 025が先述した溝同様、
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東西方l句に展開する、1.'.(については先にふれたが、 137SD025に関しては北方1hjに屈1111する部分が確認されており、

何らかの区画を意図して構第されたlll能性を想）じできる。

c区

c区はAliに東接する調査区である。本区はAlx．．と同様の擁樅の），し礎部分が迅存しており 、），し本培lギに関して

も A 区とほぼ同様のJit.fj'i状況が認められた。 確認した主な逍構は 、 竪穴住居跡(1 38Cl.x~SH001 ) 、 J I·· }ゴ跡 ( I38CI:>( 

SE025)などがある。

l38C区SIIOOlは1辺が約5.0mの,Ui形を星する緊穴住屈跡で、2），しの i：．柱穴、）むj＼脱溝、 屋l)、J:t．坑を配iti:する。

貼床等は確認されない。なお、辿物は出土しておらず、逍構の明確な時期比定は行えなかったが、周辺の竪穴仕

屈の分布状況から古梢時代初頭の所）｝在である III能性が4(i；定される。

138C区SE025は径約2.0m、逍存深度約3.0 rnを測り、追構の I噌IIに1fllかい窄まる形状を呈する索掘りの井戸跡

である。追構堆秘埋十．の 1憎部培に相‘りする部分は人為的に掘返しを行った1J.£跡が認められ、 卜爵11~;1 に相当する部

分は埋め戻された状況が看取される。出土追物には弥生時代後期に比定されるものが多く認められ、J38C区SE025

の蚊終j徒絶期を示唆している。

小結

今回の沿ilイtでは、弥I|:_II．が代後期から古瑣時代初頒に比定される追梢群の展1}flを確認した。なお、＇1」頭でも触れ

たように、調査地のI¥j西側で弥生II.¥：代1|リリl末～後期中菜の環滋跡、南側で1lil後期後菜～終末 ・終末一古瑣時代初

頭の斑滋跡が確認されている。これらの斑篠跡は、下郡追跡群において今回の調査地が所在する1ti1’りエリ アに分

布している状況が認められる。まず、弥生時代l|i期末～後期l|Iぶどの閑溢跡に関しては、本調査地1Iり恨ll周辺ではほ

ぼ南北方向に展開することがす（［定されているが、これよ り約200111北側の地点では、やや東方1｛リに約1IIIしながら

北東方向に展開する状況が行取される。ちなみに、同環濠跡の東5~10111の地点で、IH1時期の環濠跡が併存する

様相が確認されており IITI追跡群内

で二重荻滋のイf在が指摘された地

.1].j．としてiti」されている。なお、

本調査区iti隣の調査地では、当該

期の環滋跡が南東方向に展開する

ことが確認されており 、今次の調

査地は弥生時代中期末～1iil後期中

菜の珠滋跡の内側、 南寄りの西端

に位岡している可能性が想定され

る。次に、弥生時代後期後菜～終

末 ・終末～古J1't時代初頭の塚滋跡

に関しては、本調査地の南側で確

認されているものの、iJilイt範囲が

狭少であるため確実な分布につい

て今回の報内では明ぷすることが

できない。ただし、今次の調森で

は当該期に比定される際穴住居跡

等の追構の展1}flが確認されてお

り、調査地一僻に当該期のq§落が

分布していた状況を想定できるで

あろう。 （苅谷）

．
 

第50図 下郡造跡群弥生～古i即時代集落範囲推定分布図(1/10000) 
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IX 下郡遺跡群第139次調査 F区n-8地点

調査面栢 302m' 

地域 A

調査期間 2002.06.28~02.08.08 

調査担当 坪根伸也•松尾聡

今回の調査対象区域は、調査範囲の制約から北側部分(156m')を調査

し、当該地の調究を終了し、埋め戻 した後に南側部分(146mりについて

調査を実施する方法により行った。

調査区全域には、約0.9mの原さの客土が認められ、客土倍直下にお

いて碁盤土昂（黄茶褐色土）を確認することができる。辿構検出而はこの

基盤土昂上面にあり、このような状況から近枇以降の水田構第に伴い大

規校な削平を受けたものと誰定された。この想定を裏付けるように調査

結果にみる追構の追存状況は総じて良好とはいえず、近世以降の辿構が

主体を占めている。検出追構には溝状辿構、井戸跡などがある。

.139SD010は、調査区を南北に延びる汁／i.状逍構であり 、検出而からの

深さ約0.3mを測り断面U‘t：形を呈している。i/lt下部にはII存灰色粘質土

が堆梢しており、幣水していた状況が想定される。溝埋土からの出土逍物は近世陶磁器を主体とするが、）氏部に

糸切り離し痕を残す土師器llllや土師質の燭台などもあり 、近隣に戦国時代に比定される追構が存在していたこと

第51図 調査地点位四図

を示唆している。出土した近肌陶磁器から18他紀後半以降に溝が機能を倅止したと誰定される。

139SD058は揺涜IXー．の南側を西から南に弧を描 〈ように展1}}jする溝状迫構である。一部に 9個程度の墓石を転

用し、溝の肘をi剥悴する状況が認められた。t1,Ii：裡七内から出土する近匪陶磁器の様札1から139SD010と同様に18

世紀後半に埋没した状況が想定される。また、出土した硲石中には「3位文8年」(1668)の銘をもつものがある。

...... 
X=25, 104.000 
l 

X=25. 112.000 
l 

0
0
0
 
0
0
0
 

1-Y=59.168.000 

゜0 nOo 
0 oO 。。
0 o 

0 o 0 

Y=59, 176.000 

゜二
5m 
i 

第52図 逍構配囲図(1/200) 
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第53図調査区北半全景（南より）

井戸跡は、調査区北西角(139SEOOI)と調査区中央(139SE025)

において2基確認した。両井戸跡とも掘り 下げ時に大iんの湧水が

あり 、そのため完掘する ことはできなかった。］39SE001は、径

約3.0mを測る井戸跡である。井戸の構造は素掘りであり 、出土

撃
し

～シ・ら2:

第54図 139SD058検出状況（南より）

迅物には底部に糸切り痕を残す士師器llll、近枇陶磁器などがある。出土迅物様相から］8世紀末には埋没したと想

定される。139SE025は士管を井筒と して使用 している。土行の接合部には漆l陰状のIll材が使用されている。また、

井筒南側には張り出し部が認められ、設ii'i:位置から井戸構築の際の作業場として造られた可能性が高い。出土辿

物は皆無であり 、所崩時期は不明である。

他に桶を埋設した辿構(139SX02J)が調査区北1lIIlにおいて確認されている。径0.48m、現状での深疫0.3111を批ll

る。構造は、土坑内の底から 5cm程／文上位に桶を埋iri： したものであり、硲の可能性も想定されるが、梢極的に硲

とする考古学的な事象は調査段階では認められていない。出土造物には、腕輪状を星する木製品が］点あるが、

他に11寺期比定を行えるよう な逍物の出土はな く、所防時期については不明である。

第139次調査地点の東側には、 ly.j治11年に1}fl削された明治水路が在在し、辿構の削平を伴う大規校な地下げ地

業はおそらく この水路の設i性に伴って‘共施されたものと椎測される。同様の状況は明治水路を挟み対峙する位置

関係にある第115次調査区（現在の下郡小学校敷地）においても認められ、ここでは東匹方向の1日道を境として、

南北で地下げにより辿梢状況が大きく我なるといった様相が看取された。旧迫南半では、 古代のIl＿ーが期の追構をは

じめ、幣しい袖の追構・追物を検出することができるが、0.5m以上の比高差を有する北半部では、当然ながら逍

構は欠失し、散在的な分布を示すにすぎない。第139次調査地点も一1：：トF1状況等から同様の経過をたどったものと

想定され、本来は中世以前の磁構が存在していた 11J能性は高いものと考えられる。ちなみに、下郡逍跡群全体の

古代追構の分布状況から、主要道路追構が交差する第．139次地点の北側地域に大分郡栃の政庁のイf在を想定する

烈見もあるが、当該地，点の過去の調査成果は、 第139次調査地，15．と同じような状況を示し、郡衝政庁所在の想定

が支持されるものであったとしても、関連辿構が辿存している可能性は残念ながら低いといわざるを得ない。

（坪根）

昌
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x 下郡遺跡群第141次調査 D区m-18地点
調査面積 214而 調査期間 2002.08.26~02.09.11

地 域 A 調査担当坪根伸也•松尾聡

調査は民11¥Jのアパート建設に伴う:&JJ1F1調査として実施した。

調査の結果、弥生時代中期を中心とする辿構群を確認した。検出辿構

には、土坑、柱穴、溝状迅構がある。今次の調査地点は、現地表面から

約0.6mの深さまで客土昂が存在し、その7,・i;,1の茶掲色土枡、暗茶灰掲

色土/171を除去すると黄茶褐色を基した碁盤士があらわれる。辿構はこの

悲盤土昂」：I（liにおいて確認することができる。追梢検i1,1Tf1it県高は約5.I 

mである。

以下では主炭辿構について説叫を加える。

141SXJ 40は、調査区西側で検出されたlも十．坑である。辿梢は同一楊

所に複数回の掘り返しが認められ、 14 1SX J 40はこれらの中でも •J位も古

い段階に位紺づけることができるものと逍構の切り合い関係から判明す
第55図 詞査地点位四図

る。両端は新出する追構によって切られているため、Il-．．確な規校は不明だが、現状で約3.3m、最大幅0.8111、現

1f深度0.6 111 を測る 。 堆秘狸 1 ：は上下二J,•‘91 に分屈することができる 。 すなわち 、 上熟は焼十．粒、 炭化物、黄褐色

:Iてプロックを含む掲灰色士であり、下培はlliY灰掲色土である。上昂と,,;Jじく焼土粒、炭化物等を含むものの、若

干の粘性を僻びている点で」•.J-:1 と大きく異なる 。 両）罰とも l]然Jii湘によるものでなく、人為的に埋め戻された状

況を示している 。 十．坑のJ4< i (I iはフラ ット であり、短i|!JII の断i(liは U 字形を星する。 主軸はN-~0°-Eの方1{,l を示し 、

底l爾南側の敬i(IIの立ち上がり部分には完形の壺を埋四する。辿構のよし1本的な性格については不明だが、先述した

ょうに、14JSXJ40をはじめとする調査区l}り側には1司一方位を窯識した辿構群が重複するように構築されてお り、

A
 

X=24,612.000 

Y=59,252.000 

゜
和

第56図遺構配四図（1/200) 
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長土坑形態を呈するものが多い、1・＇．I:をひとつの特徴とする。このような点か

ら、 これらが当該地、1ばにおける何らかのIXー．l貞iを意図した辿構群である III能

'性も考えられる。

.14JSXJ 13は調査11'：東増付近で検出した士坑である。l.lX0.7mの平ffli

規校を布し、現状での深さ0.8mを測る。辿構内埋土は炭化物、掲色粒子

を僅かに含むliff灰褐色士であり、検出而から上坑中位まで破砕された甍破

片が折り重なるように埋置している点を大きな特徴とする。これらの破片

は接合作業の結果、二個体分の下城式甕であることが判明した。いかなる

理山でこのような行為に及んだのか。其体的に明示することは現状ではで

きないが、出士状況から単なるI沌梨行為に伴うものとは考え難い。今後類

例の探索と裕秘をも ってその性格を明らかにしていく必災があろう。

（坪根）

第57図 141SX140追物出土状況

（南より）

A 

’――  II [ヽ|‘‘

,―：- II 
I ， 

LH=5.100m 

／ 

O 25on 
l_. • •一 I

19cm 

第58図 141SX113平面図・見透断面図(1/10）／追物実測図（1/4) 
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XI 下郡遺跡群第142次調査 B区f-11• 12地点

調査面栢 l00m' 調査期間 2002. Jl.12~02.11.15 

地 域 A 調査担当 坪根伸也 • 松尾聡

今次の調査地点は、下郡磁跡群内でも東側のエリアに位岡し、既往の

調査により弥生時代前期末から中期に及ぶ梨落跡が検出されている地点

に相当する。

調査は小中ツル公園敷地内の防火水柏の設料に伴う事前調査として実

施した。

現地表而から約l.Omは廣白色土を砧調とする客士府であり 、当該烈

の下部には部分的ながら、水［II耕作に伴う茶褐色土（硬牧）が存在する。

このような状況から、当地が公園として使川される以前には水Illとして

利JI]されていたことが判明し、しかも公I点l化に伴い耕作土を削平した後

に客土を入れていたことが知られる。客土昂下に散在的に追存する耕作

土の下部には明茶色土の堆栢を約0.3m程）文確認することができ、さら

にその下昂にII紆腎灰色砂’投土のJii：栢が認められ、これが

基梱土昂となる。

第59図調査地点位四図

Y=59.584.000 A
 追構は11行褐色土上而から掘り込まれるが、水田構築の

際に大規校な地下げを受けたためか迅存状況は良好でな

い。最も深い検出追構でも 5cm程疫の深さが確認される

といった状況である。こういった状況の中で追構は調査

区の北西樅付近で士坑を僅かに 4基確認したのみであ

る。また、 llif掲色土中には辿物を包含する。暗褐色士府

中からは東北部九』）11系の甍や下城式甕、「l縁部上端[fliに

浮文を付ける壺口縁部などが出十．している。これらの土

器はその様相から弥生時代中期中葉～後菜に位骰づけら

れるものであり、包含府の形成時期もほぼ当該時期と1((;

Y=59,592.000 

゜

X=24,944.000 

5m 

定される。

暗掲色土／竹上而で検出された磁構中からも少拡ながら同様の特徴をもつ土器小片が出土するが、包含府中から

第60図 迫構配置図(1/200) 

のかき上げ辿物である可能性も否定できず、それ故、所産時期の特定にはいたっていない。現状では中期後業以

降ということになろう。第621叉1には包含｝昂中から出士した土器費料の‘炎測図を掲載した。 01・02・07・08・09・10は

直立気味に立ち上がる下城式系の甍であり 、01・08~10には一条、 02・07には 2条の刻目突幣が貼付される。03は

壷口縁部、04は底部、 17は胴部の破片であるが、Jj年1：の状況等；から同柚の壺の破片脊料である可能性を指摘でき

ーロ -L5000m 

1 灰色土（粘性無し．しまりあり、渇色プロックを含鉄分を均ーに含）
2 Ill!渇色土（粘性無し、しまリややあり、砂臼土多く含．マンガンを均ーに含）・・・包含屈
3 08門灰色砂臼土（基盤土陪）

0 2m 
1 - , I 

第61図 調査区西壁土府断面図(1/80)
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る。同タイプの壺は、いわゆる下城式壺形土器として認識されているものに相当し、半哉竹管状のエ具により施

文された二条ー単位の直線文、重弧文を特徴とする。破片資料のため縦方向の直線文との関係は不明であるが、

現状で確認できる施文順位は、下向き重弧文→上位の横方向の直線文、下位の横方向の直線文→上向き璽弧文の

順に施文がなされている点を沈線の切り合い関係から指摘することができる。また、器表面には、最終調整とし

てミガキが施されるが、ミガキは概して粗雑であり、文様施文後に実施されている。 11・12は東北部九州系甕の

口縁部破片である。口縁端部を跳ね上げ気味に成形する点を特徴とする。これらの甕は先述の下城式甕と供伴出

土するが、図面上でも明らかなように、器壁の厚さに大きな差異がある。すなわち、下城式甕が5mm以上の器壁

を一般的とするのに対して、後者は 2-3mmと半分程度の厚さのもので占められる。色調にも違いが認められ、

下城式系が暗茶褐色系の色調を呈し、東北部九朴l系の甕は黄褐色系の明るい色調を呈する点を特徴とする。

包含層中からは以上の他に姫島産黒曜石製の完形の石鏃が1点出土している。 （坪根）
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第62図出土遥物実測図(1/ 4) 
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XIl 横尾遺跡第84次調査 C -22 • 23地点

調査面籾

地 域

約783m'

E 

調査期間

調査担当

2001.06.11~02.07.15 

塩地澗ー奥村義貨・小住武史・岩尾美保子

調査地は大野川の分流 ・乙津川左岸に沿って南北方向に広がる鶴l'埼丘

陵上、標高約31m地点に位附し、調査区の北西側に展1}flする1}fl析谷に向

かって東から西へ緩やかに領斜する緩斜而にあたる。既往の調査によっ

て、当該地一幣には弥生時代後期の環滋集裕である多武尾辿跡をはじめ

として、弥生時代～近世にかけての追構群が確認されている。

今回の調究は大分市横）店十．地区画整理事業による街路及び宅地造成に

伴う事前調査として‘F成13年6月JJ 17から尖施したものである。7 Jj 4 

日に一時中断した後、同年10月3011に再淵し、 12月10日にA区の調査を

終了した。翌14年5月8日からB区の拡張に伴って調査をili|}廿し、同年

7月15日に完了した。

以下に今回確認された主要辿構についてまとめる。

弥生時代

5A
 

第63図調査地点位置図

当該期の辿構としては溝状

辿構（84SDl05)が確認されて

いる。

B区で確認された84SD105

は幅約3.7111、深さ約0.5mを

測る。第62・68次調査区で検

出された多武尾辿跡の環滋逍

柑i(62SD34 5 • 68SD080)と位iri：

付けられている同一の構状追

構と考えられる ものの、第68

次調森区で報告されたi幣水の

痕跡は認められず、空磁であっ

たと判断される。84SD105から

は、頸部に2条突幣を貼付す

る甍片 ・凸レンズ状の底部を

呈する壺片などが出七してお

り、

生時代後期後築頃には埋没し

たと考えられる。

古

これらの帰属年代より弥

代

当該期の追構としては梨石
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第64図 B区追構配四図（1/200)

逍構(84SX122)と溝状逍構(8'1SD.l23)、

梨石逍構(84SX122)は、先述した84SD105の掘り返しプラン (84SD.l23)内において検出されたもので、幅約 l

そして柵列跡（84SA0~5 • ll 7)などが確認されている。

~l. 5 rnの僻状を呈し、南面を揃えて大小の礫が而線状に配岡されている。礫の敷かれている部分は｝冦さ約l5cm
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~25cmを測り、掘方(84SD123)内の埋＿十は硬化 している。 84SXl22なら

びに84SD123については、中世の事例ながらも 、iく崎県松iiIh1i楼楷Ill辿

跡や同県北有馬町今福辿跡において頷例が認められる。これらは、浅い

＜ぽみ内に僻状に礫が敷かれており、道路状辿梢と位闘付けられている

ものである。

今回検出 された84SX122の集石而上陪からは土fiii器杯 c片 • I司杯aJ'i・、

同盗片などが出土しており 、これらの帰屈年代より84SX122ならびに

SD123については 9世紀前半代には嬰没したものと考えられる。

横尾地区における古代の道路状逍構についてはこれまでの調査によっ

て2地点（第69・79次調査区）で確認されている。これらは共に 9枇紀代

「. -
/..’.. ・. ••: :, • • : : •. 9 
........:._ ~: :・.. 
． ．ヽ・・. • ..・.... 
-. "L.._.. 

に比定され、前者は連続土坑を配置したもの、後者は開多しくりJり合った

柱穴がほぽ平行して 2列に構築され、その空間を道路として使川したものであり 、乙津川に向けて1}サロするIJf.J析

谷の隣接地において検出されている。今1111確認された躯石辿構(84SXl22)ならびに溝状辿梢（84SD.I23)について

も丘陵北西側に展開する1}f.l析谷の周辺地に位協しており 、現時、1的では道路状追構としての可能性を指摘しておき

たい。しかしながら隣接する第68次調査地、1].I：ではこのようなili象が確認されていないため、今後、検討を要する。

さらに、当該期の柵跡と してはA.BIX．．でそれぞれ 1条ずつ確認されている。A区東端で検出された84SJ¥045

については東匝方向に延びており、謂森1メ外に展1}flし、建物跡になる可能性も想定される。9iII_•紀前半頃に比定

される土師器蛮が出土している。B区で確認された84SAJ17については、検出された他の柵跡ならびに建物跡群

とは王1ilI方向が異なり、 84SDJ05に規制されて構第されたものであると想定される。出十磁物は特無であり、厳

密な所産時期については不明であるが、以都系土師器Jlll.Miiliij拙鉢片（柴岡紺年中世 6b期）が出土している

84SB125との新II」関係から、16Ill：紀中頃以前に比定されることは明らかである。

第65図 B区全景（上が北）

第66図 SX122検出状況（西より）

匿

第67図 SX122土府断面（東より）

中世

当該期の辿構としては掘立杜建物跡、柵跡、溝状辿構などが確認されている。

今回確認された溝状辿構(84SD080 • 099)については前者が幅約 lm、深さ約

0.2m、後者が翡品約0.8m、深さ約0.1mを測り、南北方向に並走する。木調査1メ南

側の第68次調査で確認された16111：紀末に比定されている68SD001• 007と一連の追構

である可能性が考えられるものである。さらに、第84次調ftA区ではその延長線 1→●

において、楕跡を2条確認している。84Si¥Ol0と84S1¥015は隣接して構築されてお

り、 84SAOJOからは16111：紀後半に比定される以都系十．師器llllが出土している。

ロ
＼
 0 5 cm 
1 - I 

掘立柱建物跡については 5棟確認されている。8-1SB040ならびに8-1SB115につい 第68図 出土造物実測図（1/3)

ては巫複して構槃され、（新旧関係については古い方から 84SB040→8-1SB115)建物

大分市埋蔵文化財調査年報 44 
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規松や主軸方向がほぽ同

ーであることから、建て

替えによるものと考えら

れる。84SB040からは瓦

質拙鉢•土鈴 ・京都系土師

器lllが出土しており 、そ

の帰屈年代から16世紀後

半に比定される。

また、84SB121と84SB120

については直接の巫複関 第70図

ヽ
999● 

B区全景（上が北）

係はないものの、新旧関係(84SB121→84SX107→84SB120)が認め

られる。両者は、建物の西而が揃うことからほぼ同時期に存在して

いた可能性が考えられる。

さらに、84SX107については平而隅丸方形を呈し、床面が平坦

な土坑である。人為的な堆梢土により埋没しており 、人頭大の礫

が多数確認できることから、瑣硲の可能性が想定される。また、

84SX075についても同様の現象が認められ、染付llllC群片・備前

拙鉢片（乖岡絹年中世5a期）などが出土していることから、 16世

紀前半に比定される。

一方、B区南端において確認された84S/¥lJOからは9世紀前半

゜
◎三

0 . 

゜

10m 

0ガ
u

Y=63.000 

D
 
゜

に比定される土師器杯c片が出土しているものの、建物群と主軸

方向が同一である事から16世紀代の辿構である可能性も考えられ

る。また、調査区外に展開し、建物跡になることも想定される。

今回確認された掘立柱建物跡(SB040• J 15 • 120 • 121・125)につい

ては、溝状辿構(8,1S D080 • 099)・柵跡(84SAOJO• 015 • 100 • 110)と共

に、一定の規則性をもって構築されたものであると考えられる。

当該期に比定される追物と しては、近代辿構からの出土品では

あるものの、朝鮮王朝産白磁碗が確認されており、注目される。

横尾逍跡が位置する鶴崎丘陵ー幣は中世高田庄に比定されてい

る地域であり、南北朝時代には農後国の守護大友氏の所領となっ

た荘固にあたる。このような状況の中、鶴崎丘陵上における既往

の調資では、猪野新土井辿跡や猪野中原追跡など半lIII規模の方形

館跡が辿立し、横尾辿跡（第79・81・83次調査区）においても同規模

の方形館跡の存在が指摘されはじめている。

その北西約240mの地点に位四する今回の調査地において、方

形館跡と同時期の辿構群の存在が確認できたことは大変注目され

るものであり 、今後の調査が期待される。

＜参考文献＞

渡部 徹也

（塩地・奥村・小住）

第69図 A区遺構配四図（1/300)

l994「古迫について一主に官道以外の事例からー」

r古文化談』裳第33梨J九州古文化研究会
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xm 中世大友府内町跡第17次調査(A区）

調査面積 497m' 調査期間 2002.05.17~02.11.10 

調査担当 河野史郎・上野淳也

中世大友府内町跡第j7次調査区は、中冊府内町に存在する 3本ないし

4本の南北道路のうち、 1位も束に位附する万寿寺を起点とする南北道路

沿い、誰如i'i・忠寺町もしくは横II「［に設定された調査区である。

調査の結果、概ね I~IV期にわたる追構変遷(J4世紀後半～16世紀末）

が確認された。今回は、特に鍛冶関連磁構がまとまって確認されたlVJuj

三言□三□゚：2:：三三□：：（三，口：占責I¥̂1 + 
第71図調査地点位臨図

地 域 A
 

の主要辿構及び出土逍物の概要を記す。

(SE212・249)等が検出された。

これらの遺構群の中で特に鍛冶1関述迅構については、東側をSD063と

した、床而に石が詰ま った状態で検出された南北方向に伸

びる溝跡、北側の県教委の調壺で確認された東西方向の石

列、西側及び南側を、南北道路やこれに直行する形で検出

された道路状辿構(SFl00）によ って区画された1付側（鍛冶

炉については一部南北道路にはみ出している）で集中して

検出されている。一方、井戸等の生括関辿辿構は、この区

画の外側で検出されていることから、これらの区画施設が、

火を扱う椴冶関連の作業に対する遮蔽施設であった可能性

を有している。

出土逍物については、京都系土師器Jill、中国染付碗C・ 第72図

ーー
ニ

L

.
I‘

i
.
[

9

ー

ー
調査区全景（上が北）

E群、同IIILB・C・E・ F 群、滴州窯系染付碗• llll、白磁Jill、j'j'磁碗、 Nii戸 ・美涙廂陶器、備前焼売 ・ 中ili鉢（莱岡編年

近世1期b)等がある。特に鍛冶1児辿の追物に関しては、大袖に出土した碗形鉄滓、砥石、鉄床石、石製靱i羽口、

小刀（刀子）等が注目される。加えて、鋳型状土製品及びt1t塙も出土している ことから、あるいは節易な細工物も

同時に行われた可能性も考えられる。

以上、 IV期の遺構而から検出された迫構群の位i怪付けについては、特に鍛冶関連の迅構群が注目される。これ

第73図 SX025炉本体近景
第74図 SX025全暴
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第75図追構配置図(1/200) 
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らの追梢群は、 ①策冶を行う際の），し礎」図liの痕跡が確認されている鍛冶炉(SX025)のイ［・在、②謝久‘性の高い1-i製

羽口及び碗形鉄i索が大絨に出土する状況、 ③銀冶に関辿する大絨の1促棄物を想定した大型の1兌梨土坑(SK16l• 

245・369)の存在、④節易な細工物等も同時作られていた状況節から、館内や寺内における一時的な鍛冶とは述い、

付屈品を含む鍛冶製品の生産・修理節が長期間にわたって行われた状況を示す辿構群であることがいえる。[!|Jち

鍛冶職人の定仕がこの調査区から窺えるのである。

一方でこれらの追構群は、その規校等から大友氏の御川鍛冶としての位i姓付けにがるものではない。加えて、

限教委で調査された道路向かいの調査1メの状況を見ると、同様の鍛冶辿梢群が展1}fjする状況ではないことから、

これらの辿構群の展I}りが戦人町として袖湘lllI［を形成するには4とっていない状況も確認できる。

これらのことから今回確眩された鍛冶関連の追構群の位ii’i:付けを考える と、支配階級によ って躯住させられた

御用鍛冶的な位it＇｛付けではなく、中111：府内の都市としての発展に伴って、都市民の内部術炭の高まりに伴って成

立した鍛冶）五であることが誰定される。

このように考えた楊合、今回の濶1tlx：内から一定航／1，1土している小刀（柄の部分が銅製で、細工が施されてい

る）であるが、中世府内町の発掘濶介で将辿的に出土するものであり 、武士階級以外の人々も所有できたであろ

うこうした製品が、この鍛冶届の主力の生廂品であったとも考えることができる。したがって、今回確認された

鍛冶関連追構が展開するこの空間については、こうした小）Jの生j,伶に/JIIえて刀剣類の修理的も行う「町の鍛冶）韮」

的な存在となり、近世府内町の「鍛冶）店1ll[」成立前段階となる中111：段階の「職人の都市への身さ仕」の一端を示す

好例となった。 （河］！f） 

仁、J •'、ゃt? -、
•‘. 6.  ` 

第76図石製羽口

← 

ー
第77図碗形鉄滓

第78図小刀 第79図 SX161全景
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煎 城原・里遺跡第5次調査

調査面租 1617而 調査期間 2002.06.01~02.09.30

地 域 F 調査担当 池追干太郎 ・羽田野達郎

城原・里辿跡は、大分市大字里に所在し、東西に延びる標高40mの台

地上に立地 している。また、海部郡術の1伯定地とされる城原・里追跡第

2 ~ 4次調査（中安逍跡）は、 400m西側に位置している。今回の調査は、

市道の城原・星線の拡幅工事に伴い実施された。出土した追構は、主な

ものとして弥生時代叫りの円形の竪穴住居跡2J!(f、 7世紀前半～中頃の

いずれの建物も方形の竪穴住居跡を切るような状況で検出されている。

方形の竪穴住居・跡6iltf、 7世紀中頃～末の掘立柱建物跡9棟が確認され

た。その中でも掘立柱建物跡は、 一定の規格性をもって配置されており、

それらが3時期に継続しながら移り変わっていく状況が見られた。以下、

主要造構を時期別に記述する。

建物群1期は、東西方向に延びる 2棟の掘立柱建物跡(SB005・008)で、
第80図 詞査地点位四図

柱穴検出段階では、時期を決定できる追物は111,1土 していないが、建物の北側には、方形の竪穴住居跡（Sll8)が

検出されており、都城系七師器の椀、須恵器の盗・杯節、 7祉紀第2四半期の時期のものが見つかっている。こ

のことからこれら出土辿物と同時期、もしくはやや下った年代が考えられる。

1期建物法址表

遺構名

SB005 

SBOOS ： ： ： ；： （：：三 aIn) I :]]  

柱 Iii]寸 法

l. 9-2. 7X2. 0~2. 2111 

l.8~l. 9Xl. 9111 

柱穴の規校

70~80cm 
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第81図 1期建物配置図(1/400) 第82図 2期建物S038遺物出土状況

建物群2期は、 1期の建物を踏襲する状況で確認され、北側部には総柱の掘立柱建物跡(S8001)があり 、南北

に延びる掘立柱建物跡 (S8002) に直行するよ うにSBOO~ と SB006がi西側に延びて配置している 。 なお 、 SB002 と

SB004との間には2|i'1lの柵跡を設紺し、北側の柱列而を一直線に揃えている。柱liilは1期と比較するとやや短く

なっている。辿物は、 S8002の掘立柱建物跡の西側の桁行の柱穴（SOO8)の柱抜き取り後の堆梢土から者l5城系土師

器皿、須恵器の杯盗・杯身などが出土した。SB004の柱穴(S038)からは完形品の須恵器の坪鋭（第851図12)が出土

している。時期は、いずれも 7世紀第3四半期と考えられる。

49 大分市裡蔵文化財調査年報
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第83図 迪構配醤図(1/200) 
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2期建物法置表

逍構名 規 模 方位 柱間寸法 柱穴の形 柱穴の規模

SBOOl 2 X 2 rdf(3. 6X3. 9m) N-6°-W 1.8~l.9Xl.8~l. 9m 円形 70~75cm 

SB002 2 X 5 rJJ(3. 9X8. 2m + a m) N-7°-W 1. 5X2. l m 隅丸方形 70cm 

SB004 3 X 5間(4.8Xl0.lm) N-7°-W l.9-2.2Xl.6-l. 7m 隅丸方形 80~100cm 

SB006 2 X 5 + a flij (3. 8 X 8 + a m) N-6°-W l.6-l.8Xl.9m 不整隅丸方形 60~70cm 

王01 5

4
①
 乙ーに今ぃ

． 。。

----9  

2 

0 5cm 
I I I I I I 

第85図 2期建物出土遥物実測図（1/3) 

第84図 2期建物配謡図(1/400) 

建物群3期は、 2期の建物群を踏襲する状況で検出され、中心的な建物(SB003)の規模は 3x 7 IMJと最大になっ

ている。南面は、 SB007とSB009と面を真直ぐに合わせている。柱間は最も短く、柱穴の掘り方は I• 2期と比較

すると粗雑化が目立つ。

逍物は、東側に位骰する柵跡（SAOlO)の柱穴（S013・019)からは、都城系土師器の1IIlが出土している。中心的な

建物跡（SB003)の柱穴群に含まれるS023からは、完形品に近い須恵器の杯蓋（第87図l)、S029からは都城系土師

器の皿、 S040からは須恵器の杯蓋（第87図2)が出土している。これらの出土逍物から、遺構の最終埋没時期は

7世紀第4四半期と考えられる。

3期建物法量表

辿構名 規 模 方位 柱間寸法

SB003 

SB007 

SB009 

3X7「lfJ(5.4 X 11. 4 m) 

2 X 2 fllJ(3. 4 X 3. 4 m) 

2 X 1 + a Ulf (4. 6+ am) 

N-4°-W 

N-6°-W 

N-4°-W 

1.5~l.7Xl.9m 

l. 7~l.8Xl.6~l. 7m 

1.5~l. 8X2. 2m 

柱穴の形 柱穴の規模

不整隅丸方形 70~85cm 

円形 30~40cm 

不整隅丸方形 80~100cm 

0 0 
◎ ◎ 

0 @ @ 

5

人
三ロニこ 1

←—べr-·

コs B ゚゚7 
心翠29O―̀ SAOl~ 

゜
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0 5cm 
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。IOm 第87図 3期建物出土遥物実測図（1/3) 

第86図 3期建物配臨図(1/400) 
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竪穴仕店跡（Sl-1118)は、大型建物跡群との切り合いがな<、i妙llした配ii',':に造られている。大型掘立柱建物群の

北側に位誼し、 4.0X4.5mの方形のI［登火仕居跡である。追枇の確認のために東南側の一角を掘り下げを行ったと

ころ、住屈跡の埋土から者II城系土師器の椀や煩忠器の杯器・杯身、七師器の甕などが出十．した。出：Iてした逍物に

より、時期は 7ill：紀第21lll半期であることが考えられる。

以上の調究状況から、大耽掘立柱建物群は 2期の段階より 南北に延びる建物と東西に延びる建物が規格性を

もって配j,Vi:されていることが分かった。/I',士逍物には、都城系十．師器のllll・椀、須恵器の杯身・杯器が出土してお

り、時期的に7世紀中頃～末の範訪に収まるものである。こうした迅構の特徴や追物の種類などから、城原・星

辿跡第2-4次調査区の大型掘立札建物群は、 ‘i濯濯i跡あるいば袋族の『池などが想定される。この時期は、孝

徳朝以降に始められた記Iilj時代であり 、大直令の施行によって郡制に転換するまで細続した頃にあたる。また、

確認された辿構群は、城原・里辿跡第3次調森IX．．（中妥追跡）の所見と年代的につながっていくことも認められる

ため、湘部郡術の歴史的変造の始まりが明らかになるのではないかということも提示する調森となった。

（羽田野）

I p ¥ ] 」~ 二 l

¥¥ 

2 

口
第88図 SH118住居 ‘出 0 50cm 跡坦構実測図(1/40) 

＇ 
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= 

第89図 SHl 18住居跡出土追物実測図(1/3)

第90図 A区全景（上が北）
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XV 賀来西遺跡第 1次調査

調査面栢 160而 調査期間 2002.10.01~02.10.31

地 域 B 調査担当 塔鼻光司•荻幸二 •松竹智之•松尾聡

賀来西辿跡は大分市西部に位樅する。大分川中流域の支流、賀来川下

流の北岸に立地し、標高約14mである。辿跡南東側に賀米中学校逍跡が

あり、弥生時代後期～古墳時代初頭の集落が形成されている。北側には

蓬莱山古瑣（古瑣時代前期）・丑殿古坑（古坑時代後期）が存在し、その周

辺には千代丸古瑣（古堺時代後期）や横穴硲群が分布する。また、中Iリ：に

は賀米庄と して賀来氏の支配地域となる。

当逍跡では、平成］4年4~ 5月にかけて確認調査を実施した。近現代

から13世紀を上限とする水田及び弥生時代後期に比定される住居跡節の

存在が調査によ って判明した。この結果をうけて平成15年｝文の調査方針

が決定し、区画整理が行われる大半は盛土保存により調査を行わないが、

道路建設に伴うポックス設誼箇所においてのみ本調査を尖施した。
第91図 調査地点位四図

今次の瀾査区では計ll而の水田が確認された。基本昂序は、まず近現代の水出が存在し、下府に13世紀 （上限）

から近世以前の水Illが2面形成されている。さらにその下附にS-Ol~04の12泄紀後半から13世紀に比定される

水田がある。以下、 S-01~04の水川の様相について記述する。

S-01は近世水田下3枚目に該当し、近1仕下水田の中で唯一耕作土及び床土が残存する。調査区東西両端・中央

部西寄りにおいて畦畔を確認し、東端及び中央部畦畔には溝状逍構が付随する。出土追物の様相より13枇紀には

水田として機能していたと考えられる。

ヽヽ

丁―-――→

! i ! ! I 
第92図 調査 トレンチ位四図(1/600) 
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S-02は近世水田下4枚目になる。畦畔を調査区東西両端及び中央西

寄りにおいて 3基検出した。また中央部畦畔には溝状逍構が伴ってい

た。出土逍物よりS-01と時期差が認められず、 13世紀には機能を停止

していたものと推定される。

S-03は近世水田下6枚目の水田である。調査区東西両端に 2基、中

央部付近に4基、計6基の畦畔が確認された。また、調査区西端部で

は牛足痕を確認した。出土遺物は僅少であり、所産時期を特定するに

は至らないが層位より13世紀を下らないと思われる。

S-04と称した 8枚目の水田は、旧河道の砂礫上に形成されている。

調査区中央部・東西両端において畦畔を検出した。付随する溝状遺構

は確認することができなかった。時期比定が行える追物が出土してい

ないため、詳細な時期は不明であるがS-03同様13世紀以前としておき

たい。

今回の調査によって以下の事象が確認できた。①近現代を含め水田

を11面確認した。②近世以前の水田は、調査区中央部にかけて揺り鉢

状に傾斜していく様相が看取でき、近世段階に水田の改変を行い今日

の景観が形成された。③調査区中央部分にのみS-02、S-03に被覆され

畦畔1基を伴う水田が残存する。④調査区中央部に存在する 2枚の水

田は、 13世紀（上限）から近世以前までの時期が想定される。⑤検出し

た畦畔の大半は、真北よりやや西に振り、南北方向に形成されている

が、東西方向に主軸をもつ畦畔も存在する。

今次調査では、弥生時代・古墳時代の水田は確認することはできな

かった。しかし、周辺地域には当該期の集落及び墓域が形成されてい

ることから今後の調査に期待される。 （松尾）
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S-01bl i 
S-03f 
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゜
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第93図遥構配置図(1/150) 
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闘 大道遺跡群第 2次調査

調査面栢 432m2 

地域 A

調査期間 2002.0/4.17~02.06.27 

調査担当 後藤典幸・梅田昭宏・勝111]田あや

当調査地は 1こ野台地の北側、 緩やかな低丘陵の斜面に位ii.•,·：し、西側は

大逍条里跡に比定される。

｝fイ）i,；は大別し、兵砂土節がJit栢する盛土と水IIII葡と考えられる複数の

土11'1がJii；栢する。地lllと認められる堆梢は調査Ix：中央部のSD002北側付

近まで平坦に広がり 、徐々に傾斜する。，削査区北側は低湿地と考えられ

る。

SD002はii'lj:状辿梢である。検／1',而において全長19.6111、1位大llli,¥約2.2111、

深さ約0.36111をiJ!IJる。断l(liは逆台形状を星する。溝状辿構の）l:・（而には複

雑な起伏が認められる。また、砂昂のJii:.fliを含むことから、流水してい

た可能性が考えられる。GN-62°-Wを示し、訊lftlx：外べ延にする。土

師器・白磁碗・須忠器大型製品・焦色十．器婉A類が出七した。111-tした白

磁碗から中1仕以降に削没した llj能性が考えられる。

第94図調査区位置図

SD004はSD002に接するり界である。南から北に向かい深く掘削されており 、接．点付近においてJ1文も深くなる。

SD002との切り合いを示すJItfltは検出されていない。検出iiiiにおいて全袋9.0m、蔽大幅約l.3m、深さ約0.54rn 

を測り、 GN -20°-Eを指向する。断I(liはU字状を呈する。（沙倍及びラミナ性土壌の堆栢等が認められ、流水し

ていた可能性が考えられる。JIl！土中に大小の円礫を大弛に含むこと等から、一挙に埋没した可能性が示唆される。

SD015はSD002と接するU字型の小幅な溝状迅構である。SD002との接、1・＇i．において、人頭大の礫が出土 した（第96

図）。SD002は流水の痕跡が認められることから、IL水を日的とする何らかの機能を布していた可能性が考えら

れる。辿物の）沿滅が額著な為、SD004・015の時期比定は困難である。

当調査地の周辺では、 数条の溝状磁構が検出 されている 。 延長方向はJ',• -1こ択なるが碁本的に東1西方向を指向す

る事が認められ、上野l王陵の祉；を微地形に制約がされながら巡る可能性が高いと考えられる。また、多くの構状

逍構には水性堆秘が確認され、水利に関辿する追構と判断される。 （梅111)

第95図調査区全暴（上が東） 第96図 SD015円礫出土状況（東より）
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第97図 遥構配置図（1/200) 
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渭 大道遺跡群第 3次調査

調査面積 694m2 調査期間 2002.08.31~02.12.12 

地 域 A 調査担当 後藤典幸・梅田昭宏・勝間田あや

調査区は上野台地の北側裾部にあたり、大道追跡群第 1次調査区（以

下、1次調査区）に隣接する。調査地は各植配管が設置されている現状

から、 A~Hの8区（下図、太線枠l付を参照）に分割した。黄掲色土から

形成される地山は南に向かい緩やかに傾斜し、水田耕作土と1it定される

土1f1が徐々に厚く堆積する。

E区において検出されたS0025は溝状追構である。最大輻約l.5m、

深さ約0.4mを測る。断而は台形状を呈する。埋士中からは離散した状

態で円礫が確認される。F区において検出されたS0027及び1次調査区

におけるS0005と延長方向が一致し、同様に一定批の1.l1礫が確認される

ことから、本来、連結していた可能性が極めて高い。辿物は備前焼揺鉢・

鍋・i'i磁・奈良火鉢（第103図5)等が出土している。{iiij前焼柑；鉢より 15軋

紀後半に埋没した可能性が示唆される。

第99図調査地点位置図

G 区のSD030、 H I~のSD031 は溝状辿構である 。 最大幅約l. Om 、深さ約0.3m を測る 。 地 1|」を切り込む形で検

出される。深鉢と考えられる磨滅した縄文土器片や弥生土器片、植物辿体等が出土する。1次調査区において検

□口

二三

Y=56615 

G

N

A

 

Y=56665 

Y=56625 Y=56645 Y•56655 
99 -.., 

第100図造構配四図（1/300) 
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第101図 G区完掘状況（西より） 第102図 G区東壁土屈堆租状況（西より）

出されたSDOJ2の延長方liIjと規模等が、ほぼ一致することから、三者は同様の溝状辿構と考えられる。追物は微

細でありl生誠している為、時期比定は困難である。

G区では、馬色土より形成される第8倍下から、中国泥五彩（第l03llll)、宵花JIil（第103図2)、白磁ml（第103

図 3) 、龍泉窯系刊磁碗（第103図 4) などの輸入陶磁器が出土する 。 追物は散見される程度であるが、中世•大友府

内ll「［跡において出土する追物と 1質的に同様の傾向を示す。掲色土より形成される第Jl府は樅拌痕跡が確認される。

しかし、これに伴う迅構は検出されていない。

当調査地において溝状逍構を確認した。SD030・031はl次調査区において検出した溝状逍構SD012と連結する。

B区のSX004、ClメのSX005は、ほぼ延杖線ヒに位ii'i:する事や、なだらかに降る掘形を呈 しており、微小ながら

溝状逍構の可能性を有する。これらを含めると総延長は約84mに達し、更に延長すると誰定される。

SD025及びSD027は、 ］次調査区のSD005と連結すると考えられる。これらの溝状辿構は出土泌物から、 151仕

紀後半に帰駈する辿構と考えられ、同じ考察が示されたSD005の年代観を再確認した。

今後の調査においては、調査区北側に位ii'i:するSD012節の帰屈時期の検証が課題として挙げられ、これらの埋

没年代及び構築Id的を示す具体的な脊料の提示が望まれる。 （梅HI)
昌

．＼三 ＇

1 中国産五彩

ーニ 三
3 白磁皿

•\-—--j:--ブ゜
2 青花皿
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5 奈良火鉢
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4 龍泉窯系膏磁碗

゜
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第103図 出土造物実測図(1/3) 
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渭大道遺跡群第 4次調査

調査面積 1280而 調査期間 2002.01.06~02.03.19

地 域 A 調査担当 高畠農・梅田昭宏

大分市金池南町1丁目、上野台地北側の沖梢低地に位置する。調査区

の近隣では、南金池辿跡、東田室追跡、大道辿跡群等の発掘調査が進め

られ、概ね弥生時代から中世に屈する辿構・追物群が報告されている。

西側は大迫条里跡に比定されており 、1汗線はGN -35°-Eと考えられてい

る。

調査区は試掘調査により、旧河道に挟まれた島状に分布する微高地で

ある可能性が示唆された。出土した辿物は弥生時代から古代に駈すると

判断され、当該期の逍構の存在が予測された。

黄掲色土の安定地盤而（椋高約4.6111)から追構を検出した。

SD003は断而台形状の構：状逍構である。調査Iヌ内において北西から南

東方向に約40m縦虹し、 1政大幅約7.0m、深さ約0.6111を測る。大部分は
第104図調査地点位四図

粘質の黒色土によ って毅われ、南東に向かい浅くなり、次第に下界の砂質十．が検出而に現れる。追構中央部付近

は緩やかに傾斜し、 平而形においては削側に向かい大きく）ムがる。

土府観察の結果、額莉な砂陪のJii：栢、鉄分沈府による硬質化及びラミナ土壌が認められ、流水の痕跡と判断し

た。杭が散見されること節から水路の可能性が考えられる。il'1七辿物は概ね古代に帰｝函する。土tili器杯、須恵器

杯、黒色士器塊A類、緑釉陶器椀（第108図l)、)火釉陶器llll（第108図2)、都城系土師器泊j杯（第108|><13)等が出

土する。追構は 9世紀前半以降に埋没したと考えられる。

SE037は円形状の平而プランを布する井戸跡である。 SD003によって切られる。 上部に七坑(SK03/4)が存在し、

顕著な炭化物の堆栢が残存する。埋没後に判殷掘り返し、火を使川した祭祀節の痕跡と判断される。井戸跡は索

堀りであり、最下席のi勇水点において、古墳時代初頭に属する土師器甍2個体が出土した。土器はそれぞれ横転、

倒立していた。出土状況から埋誼と判断される。七Iv,断面の観察におい

て、地l11形成土を1ザ材とする黄褐色プロック士と黒色土の混在した堆秋

が確認される。よってJ位下界の士器は井戸｝係絶時において埋i粒され、人

為的に埋められた可能性が高い。

SX002は長方形状の平而プランを呈する姐構である。長ili11J約4.2m、

短軸約4..lm、深さO.Olmを測る。後世の削平により大半は欠失し、灰

褐色土で毅われる。南の壁際には炭化物の堆栢が認められる。1米而直上

の複数の土器から古り＇［時代以降にJJI!•没した可能性が考えられる 。

SX004は長方形状の平而プランを呈する追梢である。長軸約4.2m、

短軸約4.l 111、深さ0.05mを測る。黒色土により戦没する。辿構に伴う

柱穴は確認されない。辿物は僅かに出土するが、時期比定は困難である。

古代に比定される溝状辿構（SD017)に切られる為、この辿構の構哭時に

は機能を失うと考えられる。

SX002及びSX004は堅穴住居跡である可能性が考えられる。しかし、

炉跡や柱穴約が存在しないことから、翌穴住｝苫跡とする条件を十分に悩j

たさないと判断し、瑕火迅構として捉えた。
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第105図調査区全景

第106図 緑釉陶器出土状況（南西より）



当調査Ix疇．において溝状逍構、竪穴逍構、

索堀り井戸跡、小火／r（:節を検出した。SD003

はGN-60°-Wを指IhJする為、比定されて

いる条里地内ljとは異なる。また、竪穴迫梢

及び他の構I)は追構は、別方,,リに指向する事

を確認した。

古代に帰駈する逍構、特にSD003は、官

術逍跡に通布な迫物が出土する。これは、

国術椎定地に比定される近縁の上野台地丘

陵部及び古国府との関連を想定させ、調査

地の周辺において、このような追構が確認

される可能性が示唆される。また、製塩土

器（第JO81各14)の出土は、河n付近の微高

地」．．に位散する立地条件から、今後の調査

における一課題として注目される。

なお、当調査区においては表土象1Jぎ作業

時に方格規矩鋭片（第J08図5)が出士した。

鏡片は大分肌下において、住屈跡以外で出
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迫構配四図(1/400) 

土した事例は少ない。このことから、弥生時代終末から古瑣時代初頭の仕），叶跡が周辺に存在している II［能性を考

（梅111)え、併せて把握することが望まれる。
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第108図 迫物実測図 1 ~4 (1/3)/5 (1/2) 
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XIX 南金池遺跡第4次調査

調査面租 216m' 調査期間 2002.07.10~02.08.31 

地 域 A 調査担当 後藤典幸・梅田昭宏・勝間田あや

当調査は大分駅周辺総合整備事業の土地区画整理事業に伴い実施し

た。調査地は大分市額徳町 1丁1:1に所在し、 前年度に調査された南金池

第3次濶査区の南側に位迎する。調査区を 2つに分割し、東側をA調査

区、西側を B調査区（以下A区 •Bl区） と設定 した。

南金池第2次調査及び第3次調査の報告より 、古代と考えられる辿構

が埋没している可能性が示唆され、当該期の建物跡及び製塩1:Y-J辿逍構の

f食出が期待された。

A区は、約18rn'を対象とした。機械掘j'jljの後、石炭殻を含む堆栢Jf,1を

除去し、淡褐色砂質土昂より人力による掘削作業を行った。椋高約3.3rn

付近において褐色砂質土の安定地盤面に達した。辿構はこの而を切り込
第109図調査地点位置図

む形で検出され、根石が残存する柱穴等を確認した。

須恵器、土師器、火鉢、青磁片、中国廂焼締陶器約が出士した。しかし、辿物は総じて少なく時期の特定は困

難である。

B区は、約168m'を測る。A区とほぼ同様の堆梢を示す。辿構は幣状耕作痕、井戸跡、土坑、ビッ ト等を検出

した。

SX040は調査1凶北端において検出 し

た辿構である。追構は調査区外へおよ

ぶ為、平面形は不明であるが、JIil状に

窪む形状、焼土痕跡や炭化物を含むこ

とから、本来、何らかの焼成を日的と

した土坑である可能性が高い。逍物は

散在的に確認され、土師器杯（第112図

l)、土師器甍（第ll2図2)、企救型甍（第

112図3)、双孔棒状土錘（第112図4)、

製塩土器等が出土する。追物は概ね 9

世紀前半に位餅付けられる。

SE007は井戸跡と考えられる。オ11円

形状の平面プランを呈する。辿物は土

師器、 須恵器長頸壺、木片等が確詔さ

れる。蚊下昂の水溜部においては、鍋

片（第ll2図5)及び瓦器片が出土する。

また、 IIII物と考えられる筒状の木製品

も出土した。このrla物は本来、取水・

浄化の機能を布したと椎定される。土

陪観察においては、第6府に地山形成

土を付：材とするプロック士を含む堆栢

SX040 

B区

X=25414 

応＇ ― | 巨

Y=57258 Y=57266 

5A 

Y:57274 X:25410 

A区 I~。
oo 

X=254021 8 。。

。゚

゜

゜＇ ゜X=25394 
゜

10m 
し＿l -

Y=57280 

第110図 追構配置図(1/300) • B調査区全景（上が北）
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が窺え、崩落痕跡と考えられ

る。また、第13層はいわゆる

衷込め土と考えられ、最下層

に残存する。

井戸跡の壁面は砂質土によ L 

り形成されており、崩落が著

しい。井戸枠等の構造物を用

いず、最下層の曲物のみで機

能することは困難と考えられ

る。また、第13層の裏込め土

は曲物より高く積まれていた

状況から、曲物のみを固定す

る意図とは考え難い。故に、

井戸枠等の構造物の存在が想

定され、これが抜き取られた

後に埋没した可能性が考えら

れる。

当調査において井戸跡、小

穴等の遺構を確認した。想定

された製塩関連辿構等は検出

_j 

35m 1 明灰褐e:t: マンガンをgむ

召灰e土 マンガンを2む

田褐灰00日土 塁らかくもろい．

4 淡氾灰eシルト土マンガンをgむ
5 灰色b口土

6 褐灰0シルトエ 褐色ブ0ック土辺入

7 111灰色り口土

8 曰e砂口土
9 明Ill0りロエ 糧め日かいり112をgむ．

10 ~Ill!!砂日土 餃分沈口による巴化醤

11 Kl灰e砂国土 祖め臼かい砂＂を 2む．

12 団灰色り日土

13 fl1員灰色帖日土

゜
1m 

されていない。 A・B区の製

塩土器の総抵は約85gであ

り、南金池遺跡第2・3次調査より出土した総械約11kgと比較して、極めて少量であることが確認された。

これまで行われた南金池遺跡の調査において、中国製焼締陶器等の中世に帰属する遺物の出土は未だ僅少であ

る。前調査の課題を含め、今後、周辺の調査による資料の増加が望まれる。 （梅田）

第111図 SE007平面図・土層断面図(1/40) ー

＼琴ニノ ＼＿三口—-(I
| 

⑪q。 O00 

1 土師器杯
一， L`“``  ` ` ` ``` ｀ ` ``こ̀・・ 4 双孔棒状土錘

5 鍋

ヽ`  
囀鬱 が

2 土師器甕 3 企救型甕

゜
10cm 5cm 

第112図 出土迫物実測図 1~3  (1/4) / 4 • 5 (1/2) 
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xx 東田室遺跡第4次～10次調査
調査面栢

地 域

1098m' 

A 

調査期間

調査担当

2002.05.15~03.03.27 

佐藤道文・梅木信宏

東［L|至追跡は、砂昂、質褐色十罰（軽―石JI均食土）を基盤として形成され

ている。各土倍の府序関係は、基本的に砂料の上lhiに黄褐色土が堆栢し

ている。砂翔は断定的ではないが河川堆秘物と椎定され、南西方向から

北東方向に向かって溝状に確認できる個所もある (7~4次調査区にか

けて）。また、各調査区にほぼ共通することとして、上記の辿構検出而

の上而に弥生土器から近代にかけての辿物を包含する黒灰色土が堆梢し

ている。追構埋土は焦｝火色土を主体としていることから地111上而にJii：栢

する黒灰色士から掘り込まれる追構も存在する可能性がある。

疇応§夏
第113図調査地点位匹図

東田室第4次

調査区は、大分市の西部を流れる住吉川の右岸、流れの佼食而にあた

る部分に位置しており、椋高は約4~5 Illである。追構は現況の建物を建設するための客士、逍物包含屑の患l:Jく

色土を除去した後、砂培を掘り込む状態で検出した。

東II溢 辿跡は戦後まも なく渡辺i登夫氏により発掘調査が行われており 、「Ill至式土器」と呼称される弥生11寺代

後期の土器が採jgされている。そのためか弥生時代の躯落辿跡の存在が考えられてきた。この当時の成果はr数

後国大分市田至町弥生式逍跡の調査』として報岩されている。

近年、周辺では東l]~1至辿跡群の調査が行われている。第 1次調査では和泉型瓦器の小1111が供載された瑣臨が確

認されており 、第2次調査では古瑣時代初頭の住居跡が多数見つかっている。今Iilの第4次調査区では古瑣時代

初頭の住居跡、古代と考えられる掘立柱建物跡などが確認されている。また、1&含附より出土する辿物の中には、

弥生時代前期末～叫り初頭に比定される下城式土器、都城系土師器や大宰府系の杯dなども散見される。このこ

とから、東ll:I至辿跡は弥生時代から奈良 ・‘|;•安時代にかけて辿綿と して追跡が築かれていたことが窺える。

調査成果

第4次調査では、掘立柱建物跡1棟、略穴住居跡4軒、 l発

窮土坑 l甚、土坑5払が確詔された。

〈掘立柱建物跡〉

4S13040は総柱建物もしくは庇付の掘立柱建物跡である。

調査段階では、 一部柱穴が検出されないことから 2棟に分か

れる('1S13035・040)と認識していたが、規校・構造・各柱IIりの

芯心距離などから 1棟になるものと判断した。4SB040は瀾

査区の制約から全体の規校は不りlである。現状lI:il+ a X 4 

|ill + a、柱穴径は約0.8~1.2111を測る。柱穴は平1(1j不定形な

方形もしくは桁円形を星す。杜径は柱痕跡から約0.2111前後

に後）泉される。迅物は少虻であり、時期比定を行い難いが、

4S13040を構成する柱穴より 7111：紀中頃に比定される須忠器

の盗が出土しており、 このことから 7111：紀中頃を 1湛．限とする
第114図
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4SB040検出状況
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東田室 6 次 m~
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1東田室4次
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第115図逍構配置図 (1/350) 

10m 
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ものと考えられる。

（住居跡〉

住居跡は4棟確認された。すべて調査区外へ延びるため全体規校は+1月であり 、比較的残りが良好な4SHOlO

について説明する。 4SHOJOは平而隅丸方形を呈し、長辺約 6rn + a、短辺約5.5rn+ aを測る。床而には貼床が

行われ、貼床を掘り込む形で主柱穴が3基確詔された。 4木柱で構成されると思われるが、残り 1基は撹乱によ

り削平されている 。 貼床を除去すると杜穴が 3~，し、上而と同 じ配骰で確認されることから、 一炭建替えが行われ

ている可能性がある。床而のほぼ中央部分に平而桁円形を呈す土坑を検出 した。土坑付近から出土する追物は、

大部分が被熱により器表而が焼け、はじけたような状態であったため、炉の可能性が考えられるが焼：I一．、炭化物

の堆秘が見られないことから断定はできない。II．炉期は股士中より布留式系甍・壺を主体としていること、 l!li)未而

直」：：より 山陰系の二重口縁の小型丸底盗が出土していることなどから古瑣時代前期の所産と考えられる。

〈溝状造構〉

4SD062は調査区の中央を縦断するi1,/i:状逍構で、幅約0.6~1mを測り、断面は直線的でしっかりとした逆台形

を星す。最終裡没の段階で掘り返しのJ1i湘＇tが認められ 、出七凪物には土師器杯dが含まれている。4SD062は第

4次調査区より約JOOrn北に位閥する東111室逍跡第3次調査（県教委）でも検出され、ほぼ真北方向に延びること

が確認されている。

〈土坑〉

4S1<021 • 022 • 025 • 037 • 050 • 055は平面円形または杓円形を品

し、径が約 1~l.8rnとやや大きめである。全体的に埋土の状

況は類似しており 、思色土を主体と している。それぞれに掘り

返しの痕跡が窺われ、 4S1<021の掘り返し土界から弥生時代前

期末～中期初碩に比定される下城式士器の甕が出土している。

4S1<037は断而が袋状を呈すものである。4SK055は土培の堆秘

に不整合が看取され、その形態から甕柁の抜き取り痕と思われ

たが、該当する追物が出土していないこと、抜き取り痕と想定

される土昂にプロック土が確認されないことから抜き取り行為 第116図 4SX030遺物出土状況

があったと考えるには根拠を欠く。現状では）ll途不明の土坑である。4Sl(02l以外は時期決定できる逍物は出土

していないが、仕居跡との切り合いから判断すると弥生時代の範邸におさまるものと考えられる。

4SX030は掘りドげ当初、布留式系の柏製器種が出土していたため古り＇［時代前期の廃棄土坑と考えていたが、

その十器群の中に須恵器盗（小田IV)Yj)や古瑣時代後期の甍の破片が同一桝、同一レベルで確認されたことから烈

味付けに困難を極めた。追柚同士の切り合いによる混入かと思われたが、 出土状況や混入と半lj断する吝観的要素

が詔められないため、現状の出土状況の写真・ 1又I I面 を作成した後、 •j]}/文掘り下げを行った。 掘り下げ途中で古墳

時代前期の土器群の下部より須恵器盗が出土した。また、土府観察から掘り返しの痕跡が認められたことから、

後Ill：の掘削時に布留式系の七器群がかさ上げされ、須恵器の盗と共にl促梨されたと考えられる。
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東田室第5次

調査区の大半は、建築物鮮体などにおける掘削により破壊されているが、掘削が及んでない部分の追構の残存

状況は比較的良好であった。

磁構は、表土下位に堆秘する追物包含昂である1辟茶色土を除去した後確認される黄褐色土（軽石J腐食土）で検出

した。また、土倍観察を行った結果、暗茶色土を辿構面とする掘り込みが確認されることから、辿構検出而が2

而存在すると考えられる。
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主要迫構

本調査区では、 主な辿構として古瑣時代前期の竪穴仕／苫跡2非、古梢時代後期の溝．状迅構2条、古瑣時代前期

の溝状迅梢］条、弥生時代前期末の土坑群、時期不明の溝状磁構1条が2iSげられる。

〈竪穴住居跡〉

5SH045・055の2ti¥::が検出された。5SH045は、1士居・Jill没過程で迅物の廃梨が行われており (5SXO.L5)、布留式系甍、

小型丸底弱、布留式系高杯などが出土している。5SX015は隣接する 6次調査区の6SX053に該当するものである。

迅物は、多器種がランダムに出土しており、破片脊料が多いことから烈図的な／兌梨とは考え難く、他の地で何ら

かの行為が行われた後、無窓識に廃染されたと考えられる。

5SH055は、調査区北側中央で検出される竪穴住屈跡で、西側部分は投乱によ り掘i’illされ、北側は調査l区外へ

と延びる。仕居中央部と北側に、貼床而から細い溝状逍構が掘り込まれ、溝の底部からは小ピットが検出される。

|Hl仕切り状の構築物が想定されるが、 土培観察からは板状の痕跡は認められなかった。辿物は、貼床而よ りやや

浮いた状態で出土しているが、出土レベル・WI位から考えるとほぼ住居／係絶時と同時期のものと思われる。

〈溝状遺構〉

調査区の北側部分で、南西から北東に向かって 2条の溝が平行する形で検出された。5SD029は断而緩やかな

逆台形を呈し、埋土は暗茶色土・茶焦色土に分けられレンズ状に堆栢する。土培骰察から水流痕跡は認められな

かった。5SD050は5SD065を掘り返し、新たに柚第された溝状追構である。断I(Ii逆台形を星し、埋士は大きく 3

陪に分けられる。蔽終埋没土は検出而の土料に類似し、 2/¥'1目は黙色系の有機質を若干含む十．壌で、第一次裡土

は地 i ll プロック土を少•:,::含む。 5SD066 は調'.i't区の南西部分で

確認される溝状辿構である。断『ii形態は最深部で鋭角な逆台形

を呈し、底而はステッ プ状にパウンド している。土／竹は大きく

黒色：I：：・茶色七に分培され、黒色土を主体とするものは、 一炭

掘り返しを行った後に堆秘したものと考えられる。追構埋土の

大半が有機質を多く含む土壌からなり、植物（木）の根が見られ

たことから樹木痕と判断していた。しかし、横而が直線的であ

り、床面等に植物根痕跡が確認されないことから、現状では溝

状追構と判断する。時期は、 5SH045との新IEI関係から―ド限を

璽
第117図 5SD066完掘状況詳細

古打't時代前期と考えておく。

（土坑〉

調査区の中央部分に土坑群は北中する。その中5S1<005・035について説明する。

5SK005は平而隅丸方形を呈 し、断而は若干袋状を呈す。退1!•土は｝火茶色士 （下） 、暗茶色土 （上）の 2 陪に分培され、

暗茶色土は埋土の大半を占めることから一気に埋没したと考えられる。辿物は1lif茶色土から脚付鉢、下城式甕破

片などが出土しているため弥生時代前期末段1偕に機能を1が止していたものと思われる。5S1<035は、調査区の北

側中央部分で撹乱埋土除去後に検出した。平而形は不整形な円形で、断而形状は袋状を呈す。長径l.9m、短径

l. 75mを、深さは約0.5mを測る。埋土は4昂に分）’，¥1され、各陪はほぽ均ーで緩やかなレンズ状堆栢をしている

ことから安定した環境の中で自然埋没していたと考えられる。出土磁物は土器細片が多く、時期決定を行い難い

が周辺の追構の形状、埋土の状況から弥生時代前期に構築されたII［能性が高い。

東田室第 6次

第6次閣査区は、第 5次調査区の南側に隣接する。逍構は辿物鉱含附である．＇且灰色士を除去した後、地111であ

る掲灰色砂罰を掘り込む状況で検出した。砂料を碁盤而とすることから、辿構掘削途中に整面等が崩壊すること
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が幾度となく見られた。よって、 一部図中の追構プランが、検出時と沢なるものがあることを留記しておく 。

〈掘立柱建物跡〉

6S13020は調査区の南東部で確認され、 31iil+ a x 2 1/il+ a 

の掘立柱建物跡である。柱穴径は約0.7~1.2111、深さ約0.14m

~0.5mを測り 、柱掘り方の平而形はほぼ円形を呈す。七昂観

察からは柱痕跡は確認されず、各埋：I丸．も黒色土の単一附が堆秘

する状況であった。第4次瀾査区で見つかっている4S8040と

は、規校、柱の掘り）」＼軸方l（リが類似することから同時期の可

能性が考えられる。

〈竪穴住居跡〉

第6次調引ミ区では6S1-1005がある。また、調査区北側中央で

検出された6SX053は、5SX015と同一辿構と考えられる。6SX053 第118図 6SB020検出状況

は、仕居の埋没過程で生じる刑地を｝促梨土坑として 2次的利）IJされたものであるが、 1上府の一部と判断して床而

まで掘り下げている。

6S11005は調査区中央で確認されるもので、 一部6SX040に削 1;• される 。 平而方形を星し 、 規校は長辺約 7m 、

短辺約 6m 、深さ約0.2~0 . 3m を測る 。 土陪観察•平i(li観察か ら住居埋没過程で一度掘り返している可能性があ

る(6SX062)。1未面から主柱穴が4本検1,1,1されたが、炉跡等の施設は確認されなかった。時期は、毅土中から布

留式系甍破片が出土していることから古瑣llが代前期の所産と考えられる。

〈土坑〉

貯蔵穴と1ii；定される士坑が3ii，闘確認されたが、そのうちの6SK045について説明を行う。

6SK045は長径約l.8m、短径約1.5111、深さ約1.1mを測る。、ド而円形で、断而形態は袋状を品す。砂／杓地盤で

あることから壁而崩落が早い段階で生じたと考えられ、J且没過程．で一9文掘り返しが行われている。時期は、周辺

調査区で見つかっている貯蔵穴と類似．I・りが多いことから弥生時代前期末頃ではないかと推測される。

東田室第7次

第7次調究l区は、第4次調引ti区の南側に隣接する。表土下li>1

の建物甚礎士を除去した後に確認される廣褐色土（軽石腐食

士）、茶褐色砂陪を掘り込む形で追構を検出した。地illの土lo1

分布は、調査IX：中央から北側にかけては砂附が、中央から南側

にかけては黄掲色土が広がっており、 W1位的には黄褐色土が」；

面に堆栢する。

く掘立柱建物跡〉

7SX025A • Bは調査区の北辺沿いで検出される円形の掘り込

みで、長径約 lrn + a、短径約 1rn、深さは約0.6 rnを測る。

2碁ともに径約0.2 rnの柱痕跡が確認され、埋土の状況、平而

プランなどから第 4次調森で見つかっている4SB040に伴うも 第119図 第7次調査区全景

のと考えられる。時期は白磁椀v類（太宰府分類）が出十する辿構より枷l]関係 I・古く、平安II寺代前期の可能性が

考えられる。

〈竪穴住居跡〉

7SI IOJ 0、020、034の3基が見つかっている。7SHOJO南北約4m X東I)り・約3rn+aの平而方形を呈するもので、
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深さは約0.2mをiJ!IJる。埋士の状況は、十．l9:4観察からレンズ、1人

堆梢を示し、 各j骨りには急激な変化が認められないことから、

ゅっくりと自然肌没していったと考えられる。蔽終埋没士から

布留式系甍、長頸壺締が出土しており 、その形態さがから布留l11

相から新相段階に比定される。7S11020は調査Ixー．の中央で検出

され、平ffiiプランは長辺約 5mX短辺約4111 の•長）］形で 、 深さ

は約0.4mを測る。土l1'1観察から埋没は自然堆梢によるものと

考えられる。埋没の開始は緩やかであるが、蔽終JIIl没士である

茶、[l・＼色土は、比較的短期liりのうちにJiii秋したと思われる。床l(Ii

の北側中央部から長辺約0.6111、短辺約0.5111の平i(ii長方形を星する十．坑(7SX050)が確認された。土坑床而より

第120図 7SX050高杯出土状況

高坪の杯部が11縁部を l．．に1（Ijけた状態でII,1」一．し、その状況から怠図（Iりに埋ii’91'.された II［能性が高い。高杯には、外

而すべてに掻き 1」風の刷毛が螺旋状に施され、11縁端部に細かい打ち掻きが認められる。このタイ プ（打ち掻き

有り）の高坪は第 5~ 8 次調査にわた って複数ii,1~,＾．しており 、 その性格付けは今後の諜題である。 7SII034は調査

区の西辺で確認されるもので、南北約4,0m+a、東西約0.8m+ a で閥査区外へと延び、深さ約0 . 2~o .~mを測る。

埋ゴ．中から小型丸底壷2個体と高恥｝j.明l裾部が出土した。i',.:j杯lJ.明l糾部には碗形の杯部が付き、脚据部は低平にl)f.j< 
タイプと考えられる。出土した小哲1l)LILも祇から布留式新相段階には肌没していたと思われる。

〈土坑〉

主なものとして7SK005• 035 • J 12が堆げられる。7SK005は7SX025の南側で検出された。長径約J.Sm、短径約

l.4mで、深さは約0.4m を視ljり 、 平 1/1i桁円形で段掘り状を呈す。 埋十．は淡茶色砂質土• IIif灰色十．の 2 倍に分培さ

れる。暗｝火色土はやや粘性を含み硬く締ま った状態であった。IIif灰色上中からは防長系の緑釉陶器碗・Jill、!!.l，色

土器A類の坑、 十．師器杯dが出土してお り、本辿構は 9世紀後半には則没していたと考えられる。また、土質・

土色等が7SX025と類似 しており、時期的に近似する可能性がある。7SK035は占rit時代前期の7SH034より新しい

掘り込みであるが、弥生時代前期末段階に比定できる追物を生休と している。同じ場所に構槃される断而袋状を

呈す7SKlJ2の追物が掘り返され、かさ」→．げされた II［能性が高い。

ー
東田室第8次

第8次調査区は、 一辿の調fi'I凶中蔽も北側に位iiItしてお り、

県教委が湖査した東田塞追跡第3次瀾壺区に隣接する。第3次

調査では、布留式系の七器群が大拭に）促梨されたi/1;:．状逍梢、Iril

じく布留式系土器群が］促梨された土坑、弥生時代1Hi期の貯蔵穴

が確認されている。特に溝状辿構に関しては、古り't11が代前期（布

留式新相段階？）の躯落を囲む閑深となる可能性を含んでいる。

第8次調査1凶は、追跡の大部分が建物解体に伴う掘削により破

壊されており、追跡の解明を行うには困難な状況であった。

逍構は、客土除去後の暗灰色土とその下位で確認される黄l火

色十．の両面から検出された。lljy灰色十．は、出士辿物より祉末力、 第121図 8次調査区全景

ら近代にかけてJitfi’iしたと考えられるため、11打）火色土を掘り込む辿構は少絨であり、近代以降に構築されたもの

と思われる 。 よ ってその下附で見つかった逍構を —iー・：体として説叫する 。

黄）火色土から検出される辿構は、弥生時代前期、 l~I.tl’t時代前期、古代の 3II、9f期に分けられる。1・：な辿構として、

竪穴住居跡、竪穴迫構、土坑群が挙げられる。
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＜竪穴住居跡〉

8SH010は、調査区の南側で検出され第 2次調査区へと延びる。長辺約 5m+a、短辺約 3m+aの平面長方

形を呈し、深さは約0.4mを測る。床面には貼床が行われており、その貼床を掘り込む形で主柱穴(2本）、壁溝

が検出された。貼床を除去すると掘り方が確認され、床面整形時の痕跡と思われる揚痕が多数認められる。暗茶

色土下層の埋土から小ピットが見つかり、住居廃絶後の場の利用について一考を投げ掛けるものである。東側部

分に三日月状のプランが看取される。調査段階では8SH010以前に構築された遺構と判断していたが、本遺構に

伴う張り出し部となる可能性が考えられる。・覆土中から布留式系甕（ほぽ完形）、布留式系高杯（打ち掻き有り）、

小型丸底壺（ほぽ完形）が出士しており、住居の下限は布留式新相段階に比定される。

8SH020は調査区の西側中央部分で見つかった住居跡である。約5.3mX約4.2m+ aの平面方形を呈し、深さ

は約0.1~0.3mを測る。北辺と南辺には壁溝があり、底面に杭痕と思われる小ピットが穿たれている。壁面に沿っ

て壁板などが構築されていたのではないだろうか。

8SH035は壁溝と思われる小溝が検出でき、竪穴住居跡と考えられる。覆土中から土師器杯が大小2個体積み

璽なった状態で出土し、また、土師器高台付塊が高台部を上に向けた状況で出土した。 8SH035は古墳時代前期

の8SH010より切り合い関係上古い段階に位置付けられる。平面精査を入念に行ったところ、一部プロック土が

集中する範囲が検出された。土層観察から明確な掘り込みが見られなかったが、土師器杯2個体の出土状況から

ある程度意図的なものが看取されることを路まえると、整地等を行った際、地鎖として埋置されたと考えられる。

本調査区周辺では、平安時代前期の段階で一度整地が行われた可能性が高く、第4• 6 • 7次調査で見つかって

いる掘立柱建物跡や廃棄土坑との関係が注目される。調査区中央付近では、弥生時代前期と思われる土器片が出

土していたが、平面精査を頂ねても明確なプランを確認するには到らなかった。

く土坑〉

第8次調査区では、貯蔵穴と考えられる士坑群が帯状に検出された。そのうち残存状況の良好な8SK029につ

いて触れる。 8SK029は調査区の中央付近で確認され、径約1.2mの平面円形で断面は袋状を呈する。深さは約

0.6mを測り、埋土には有機質を多く含む黒色土が主体となっている。また、土層観察より一度掘り返しが行わ

れている。埋没の初期段階に壺破片、花岡岩製の磨り石等が廃棄されていた。周辺に展開する貯蔵穴と類似点が

多く認められることから弥生時代前期末頃に埋没したと考えられる。

東田室第9次

第9次調査区は第 7次調査区の南側に位骰し、弥生時代～現代の遺物包含層が見つかったが、明確な逍構は確

認されなかった。

東田室第10次

本調査区は、平安時代後期の墳墓が見つかった第 1次調査区の北西に位置している。

第10次調査区は土層観察より、近世一近代の水田層が2面検出された。出土遺物中に京都系土師器皿が出土し

ている。第 1次調査区からも京都系土師器が出土しており、近世初期の段階で調査区一帯は耕作地となったと考

えられる。

まとめ

今回の調査では、毘沙門川（現住吉川）流域に大型の掘立柱建物が存在している状況が確認された。 4SB040は、

出土遺物から判断すると 7世紀中頃を上限とするものである。柱穴の一部に切り合いが生じており、建替えが行

われた可能性がある。建物主軸は、ほぼ真北を意識している状況が看取される。建物の性格については、その全
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容が明らかでないのでイ渭明であるが、構造が総柱建物もしくは庇付建物を星すと考えられることから、立地条件

等を含めて、今後検討して行く 必要がある。

東田至追跡周辺の台地上には、迷莱lLI古閉をはじめ、既にii'i滅した（し甲111古坑、大分利の埋葬地に比定される

古宮古瑣など数多くの古墳群が構築されている。これらのことから、東田至追跡の存在する大分平野一帯は、 4

~ 7世紀にかけて大分国造の本拠地であったと考えられる。

大分市史によると、大分市の海洋線は現在よりも陸地部分に近く、現在の春日神社付近まで延びていたとii（；定

されている。東III室辿跡は海、河に近接する交通の要衝に位i1'i':しており 、古瑣時代以降、重要な拠．点だったと推

測される。大型建物跡や、弥生・古坑時代の梨落の在りかたを含めて今後の調査が期待される。 （佐藤）

ー

第122図 東田室遺跡遠景（別府湾を望む）
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ばI下志村遺跡第 2次調査

調査面禎 3450m2 

地域 F

調査期間 2002.11.07~03.05.30 

調査担当 後藤典幸・荻幸ニ・上野淳也・水町裕子

調査は、大在地区の人口増加に起因する大分市立大在西小学校の新設

に伴い実施した。試掘の結果を受けて、学校整備課と協議の上、調査区

を校舎建設部分のみに限定して設置し、それ以外は遺構保存の処置を採

ることで一致した。調査区は、校舎部分と特別教室棟部分にほぼ限定し、

前者をA区、後者を B区として設定した（第124図参照）。

下志村追跡は、大野川河口部の東岸、大野川が形成した沖積平野に立

地する。追跡は、海岸に沿って平行に複数列形成された浜堤の内、最も

内陸部に近い浜堤上面と、その南側下段の後背湿地部分に展開しており、

遺構は海洋性の砂府を基盤面として、その上に堆積する河川の氾濫に伴

うと考えられる黒色土層上面に形成される。大在は古代律令制下初期に

は、海部郡の「佐尉郷」に含まれ、後に「大佐井」と限定呼称された「旧佐
第123図調査地点位置図

尉郷」南半の地域である。遺跡の東南部の台地上には、海部郡術と考えられている城原・里遺跡（中安遺跡）が位

置する。また、近郊の丹生地区には、丹生駅の存在が推測されており、推定国府エリアの上野台地近辺に位置し

たと考えられる高坂駅から丹生駅、丹生駅から大野川沿いに三重駅へと抜け、直入駅へと到る奥既後支配に董要

となる古代官道の存在も指摘されている。すなわち本遺跡の立地は、河川と官道が交差する交通の要所に近く、

その河川は瀬戸内へと開く水上交通の要衝でもあった。近隣には「政所」の地名も確認され、中世初期の支配機

構が古代のそれら諸施設を利用したものであったことも想像に難くない。

A区

AIRは、学校建設予定地内の東

側に位置し、調査面積は1350而を

測る。予定地内は、造成後にグラ

ウンドとして使川されていたた

め、まず其砂土と造成土という 2

陪に渡る表土を除去した。表土除

去後、調査lえ内において、浜堤列

の一部であると考えられる微高地

が確認され、遺構検出面が、浜堤

の上面とその下段の上下2段存在

することが把握された。その上下

2段それぞれの検出而標高は、上

段が4.7m、下段が3.6mである。

附位学的な成果により、近軋～近

代において上段が~,作、下段が水

田耕作地として利Jllされていたこ

とが判明しており、上段と下段に

おける耕作士除去後に、中枇の遺
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第126図 SX140迫物出土状況

梢面が検出される（第125図参照）。

第127図 SX140瓦質土器鍋取上げ後逍物出土状況

近IIJ: • 近代の辿構としては、溝状逍柚．lO条やift{J |: • 井戸逍構 5 基が検出 されており 、 ほとんどが水田耕作時に伴

うものであると考えられる。また、調査区北側においては、近世蒻が多数検出された。

中世の追構としては、溝状辿構6条、井戸迅構11基、 土坑逍構38碁、動物祭祀迅構 l基、溜井逍構 l基、そして、

約1000粘以上の柱穴辿構が検出された。柱穴逍構に1月しては、ある程疫の規格性が見受けられ、少なくとも 2種

類の方位において、掘立柱建物跳及び杭列そして溝状追構が並走する状況が確認される。これらの辿構からは、

玉縁の白磁碗、 ．i1ti泉窯系胄磁碗、中世土師器小 Illl ・杯、土師贋土器鍋、 瓦器椀• Illl、瓦質土器拙鉢・鍋、東播系こ

ね鉢、 1iiilii焼柑；鉢、11叶銭の他、 ,11,げ物等の木製品等、多岐に渡って出土している。これら迫物群の帰屈年代は、

概ねllij1：紀末～161リ：紀代の範時に収まるもので、ほぽ中他という時期区分を包括している。また、多数の井戸跡、

そして1000基を数える柱穴群は長年に渡る人の定住痕跡であり、当調査Ifが集落追跡であるとの評価を促す。

主要な辿構と しては、動物祭祀辿構(SX140)が挙げられる。出土辿物としては、 中1リ：土師器杯15点、中枇土師

器小杯7点、瓦質土器鍋 1点、そして、動物逍存体として牛の臼出が挙げられる（第126固参照）。辿物の依存状

況と しては、土師器22点は一部のものを除いてほとんどのものが完形に復元され、鍋は底を故烈に打ち欠かれて

いる。Fl山は、上別に帰I属するものが鍋の中から検出されており 、牛頭件の上額の部分を裏返し東側にぶ',.先を向

けた状態で据え骰かれていた事が誰察される（第127図参照）。SX140辿構の性格としては、文献脊料や民俗事例

などから、牛頭骨を）IIいた犠牲獣或いは1徒牛をIIlいた祭祀辿構であると椎察される。

迅構形成時期としては、 ]5枇紀前半頃が考えられる。

B区

B l区は 、 学校建設予定地内の西北部分に位li"i:する 。 調査而梢は2100而を測る 。 ！竹位的には 、 Al~．．と同様に表土

除去後、調査区内において浜堤の一部であると考えられる微高地が確認される。

辿構面では、溝状辿構」4条、井戸辿構2枯、土坑逍構J払、柱穴迫構8基等を検出し、辿構の形成時期は、古

墳時代、 中1仕から近現代におよんでいる。主要な迅構としては、 14条の溝状追構の他に、以下に詳述する中111:の

井戸逍構2基(SEOOI • 002)と、古梢時代の：卜坑逍梢(SKOOI)とが挙げられる。

SEOOJは、残存する掘方が直径約2.9m、深さ約l.8mをil!1jり、大小 2段の追存状態の悪いIIIIげ物の井戸枠が確

認された。出土逍物としては泄泉窯系ff磁碗、中世土師器杯、土師竹土器鍋等が出七しており 、当追梢の廃絶時

期は14111：紀後半～151仕紀前半頃と考えられる。

SE002は、残存する掘方が直径約3.4m、深さ約l.l Illをil!llり、井戸枠やその痕跡節は確認されなかった。出土

辿物としては弥生士器、古瑣時代の土師器、中Ill：土師器杯、瓦器椀、白磁11ll、土錘、砥石等が出士しており、 l係

絶時期は]3・11［紀後半～．14I止紀頃と考えられる。
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SKOOlは、現状で長径約0.8m、最大幅約0.5m、深さ約0.07mを測る不定形の土坑状遺構で、出土遺物は、布

留式新相併行期に比定される土師器の甕が出土している。試掘時にも、布留式新相併行期に比定される土師器の

壺3点を埋設する遺構をSKOOlの近くで確認しており、遺構の形成時期が同じであると考えられることから、当

遺構も土器を埋設していた可能性が指摘される。

下志村遺跡は、従来、弥生・古墳時代の遺跡としての評価が高かったが、今回の調査において中世の梨落遺跡

としての評価を積み重ねることができた。 （上野・水町）

Y=66.240 

I 5
A
 

X=27.300 

ー
。O

゜

。。誓

0年

゜
10m 

x：：刀．280

X::27.260 

第128図 B区遥構配盟図(1/400)
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訊ll 玉沢地区条里跡第 3次調査

調査面栢

地 域

約4200m'

B 

講査期間

調査担当

2002.01.04~03.03.24 

甲斐猛・永松正大 •松尾聡・羽田野裕之・佐藤孝則

調査区は七瀬川の北岸域に広がる現在も良好な条里状地卯lが残る水田

地箭である「歪沢地区条星跡」の一角にあたる。

植田地区は、大分市の西部を流れる大分川と支流である七瀬川に挟ま

れた椋高約15111 の沖栢低地に位·j,•'i':している 。 周辺には北に雄城台の低台

地、西に木ノ Lの丘陵が、そして南に椋高596111の益山を配すといった

L漆
； 

環境において、古代から中他にかけて植Ill郷・植田庄と展llflしていった

ことが文i献脊料に記されている。当調査地はその有力候補地として1iii定

削待されていた。 藍［こーこ一土入乙頸：
9 - - - l 9 9 ー ＇

••土地区画整理事業の）鉱r．． に伴い、 ：冨`己巳：匂こ
瑶f・＃ごヽ・けて牢/i11i芦れt..、むのであ

第129図調査地点位置図

され、考古学（l（)検証がブ

今回の発掘調査は、植田新都心西部

植1f1新都心l船祁土地区画整理糾合の役，、し一＾．，、へ99しー．．ー・ーツ

る。平成12年に尖施した迅跡分布調査（試掘調査）の結果、 弥生II寺代前期

～戦国期にかけての辿構・逍物が確認された。 この調査成

果を踏まえて1作］発計画上、事業区画地域内に調査区をl区

~ 7区に分けて設定した。1区については平成13年に調森

を行い、年報に報約している。今I!.!.1は、 2区ー 7区の概要

報告である。本調査の結果、中世はもとより弥生時代まで

に遡る水IIl辿構が確認され、 畦畔 •水路 ・溝などの水田1月辿

辿構、ti：：屈跡などの生活遺構も確認されている。以下にそ

の様相についてまとめる。

中 世 第130図 4区調査区全景（上が北）

12~16111：紀代にかけての水田培を確認している。畦畔や水路などの水田関辿追構は確認されなかったが、調森

地内のほぼ全域で中世段階には水Illが‘営まれていたことが確認され、注目される追構として依溝群が挙げられる。

当該期の水IIlk`作でしか検出されておらず、農其の改良による痕跡の辿いの可能性が考えられ、 株味深い所見であ

る。

4区では、12111：紀後半ー15・1せ紀代に該当する水田｝門を 7而確認している。各水1.Ill杓で黎痕を検出しており 、中

でも14匪紀後半の水田昂(Sl80)においては調査区全体で依溝群を検出している（第1301,(1)。黎溝群は当時の地‘,111]

に沿って形成される と考えられ、それらが現状地割に沿っていることから、ほぽ同じ地内llが中lせ段階で展開され

ていた可能性が示唆される。さらに、仰痕には南北方向と東西方向が存在し、その方向の変化での水田区画の解

明が今後の検証課題である。

中Ill：段階のJiiifltには純粋な洪水杵砂／9，‘91が確認されず、水Illとしての土地利用が辿綿と続いていたことが確認で

きた。また、鉄製の馬鰍の歯も出士してお り、牛馬耕の普及と 古代～中他にかけての技術発達が垣Il:l見える所見

といえよう。

古 代

8世紀代～10世紀後半に該当する水11111・1が確認されている。古代の特徴としては、水Illに伴う大規校な水路の
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存在が裕げられる。 1IX．．では 9世紀前半～中頃の活発な水IIIIJfJ発と画期が看取され、 2• 4区においても同様の

所見が紺られた。まず、2区においては、調査区内を走る 2本の現状地制の東側下1杓で、2時期の畦畔を伴う）・11

水路(SDJ36)を検出している。規模はlli,i約3.0m、深さ約0.6mを測る。確認されたラミナ附からは、10世紀後半

に比定される灰釉陶器片が出土している。I|i内では、 19揺定‘1¥j直沿いの辿跡である井ノ久保磁跡や柚尾追跡・元町

石仏追跡・ート郡追跡群な どでの出土が確認されており 、当調査地でも周辺施設の存在が期待できる成果といえる。

この川水路を検出した地、1的では、複数II与期の）11水路とそれに伴う畦IB半が跨製された後、畦畔だけが跨襲され現状

地割へと変造が確認されている。

次に、 4区では水IJ11~1 (S220)において調査区西側で南北に縦断する）14水路(SD224・225)を検出しており、共に

出土辿物から 9世紀前半以降と判断される。SD225は幅約5.0111をiJ!ljり 、伴う畦IIltは確認できなかったが、2区

の畦畔を伴うSD136に堆梢状況と形状が酷似している点から、一連の）11水路とはいえないが、川水路の機能であっ

たと判断される。また、水Ill罰東側ではつま先を北にj11Jけた蹄の跡(S223)が多数検出され、調査区を南北に縦

断して水路の方向に辿んでいる様子が祈取された。さらに、水路を扶んで西{l前では水田界(S227)が新たに始まっ

ているのが確認された。川水路検出地．，！．I：では披低4時期の水路が踏製されており、 SD225の下培の川水路では水

口が2枯折り重なる状態で検出している。水11は踏襲して設置され縦断面の土）f4観察より、東から西への排水を

目的とした水口と判断される。水口は 8Ill：紀代に比定される水111I脅に伴っており 、当該時期には東から西に向け

ての緩斜l(liを利用した水掛かりを持つ水Illが党まれていたと想定できる。9111：紀liii半の水路(SD225)には水l」が

踏侠されていないため、東側の水田では改変・拡張があったと考えられる。当調査区では、 8Ill：紀代に造成され

た水路が跨製されていたことが確認されたが、中他段階の水Illでは畦畔も）1|水路も確認されず、 古代から中世に

かけて大規校な水掛かりの変更があったと判断される。

7
ー
阜

ー

第131図 第3次調査調査区配四図(1/2500) 
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古代では、調査区配置図（第131図）中央を走る道路を挟んで東側は活発な水田開発と大規模な水路造成の変遷

が確認されたが、西側は遺構が希薄であり、低湿地開発の過程を考察する上で重要な所見といえよう。

古填時代

古墳時代はまず、今回の調査地内で唯一、生活空間と生産遺構が確認された 3区の住居跡を中心に報告する（第

133図）。 SH060は調査区北東隅で検出された竪穴住居跡であり、平面は方形プランを呈し、東西は約5.0m、南

北は約4.6m、壁高は現状で約0.15-0.25mを測る。住居覆土中に多批の焼土・炭化材を含み焼失住居跡と考えら

える。主柱穴は4基からなり、各柱穴径は約0.2-0.4m、深さは約0.6-0.7mを測り、埋土は 1層が炭化物・焼

土が多祉に混入しており2層は微最しか含まない。柱痕・衷込めは確認されておらず、柱を抜きとった後に焼失し

たと判断している。貼床は施されておらず、床面中央部付近は円形の撹乱により削平を受けており被熱の痕跡を

留めるが、炉跡は確認されていない。

床直上には、炭化材や焼土が広く分布している状況が見受けられ、東側隅において乳白色粘土塊が2つ認めら

れた。 2つとも表面が焼土となっていたため、焼失時には床直上にあったと判断される。下郡遺跡群第78次調査

E 区—16地点の住居跡でも粘土塊が確認されており、どのような性格を持つのか検討中である。出土迫物は、床

直上では 4世紀中頃に比定される小型丸底壺・高杯が出土している。焼失後の埋土からは4世紀中頃～後半に比

定される遺物が出土しており、住居の廃絶時期は 4世紀中頃～後半であると判断している。また、床直上で礎石

と考えられるレキの周囲に、高杯の杯部や小型丸底壺など祭祀的土器が出土していることも興味深い。

SH069は、大半が調査区外に当たるため規模は不明であるが、現状で深さ約0.3-0.45mを測る。床面は弱粘

性の淡黄灰色シルト質土の貼床を施し、厚さは約0.16mを測る。埋土はSH060と同様に炭化材・焼土が大量に混

入しており、同時期に焼失したと判断される。

SH099は調査区中央で検出され、 1辺が約6.3mを測る方形プランを呈する。主柱穴は 4基からなり、 4隅に

は幅約10~15cm、深さ 4-10cmの壁溝が巡る。中央には焼土・炭化物を多く含む炉跡が確認されており、住居南

側ではやや楕円形の屋内土坑を検出している。出土逍物は甕・壺・高杯・小型丸底壺・塊などであり、時期は 4世紀

後半に比定される。焼失はしていないが、祭祀土器の出土が顕著である。

••. SX223 
... ． 

”・
． ． ．． ・ 

塁

こ
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第132図 4区水田(S220)遺構配囲図(1/800)
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この地点は調査地内でも微高地になっており、水田化するのも中世の段階

である。 SH060を検出した地点より東側の微高地に集落を形成していた状況

が見受けられる。また、焼失住居の 2基については、生活用具が希簿で祭祀

土器が出土している点、柱を抜いで焼失している事から、祭祀的行為が行わ

れた可能性が指摘される。

次に 7区の結果についての報告である。水田層 (S410)において、埋納土

坑(SK434)を検出している。平面プランは不整円形を呈し、規模は直径0.55m

深さ約0.3mを測る（第134図）。堆積は 2層で 2層目にプロック土・炭化物が

多く混入している。土坑底面に高杯の杯部を上向きにして埋置しており、高

杯の帰属年代より 4世紀後半ー 5世紀前半と比定され、水田層 (S410)の時

期も当該期と判断される。

特筆されるのは水田層(S410)の下層水田層 (S415)において検出された、

大畦畔である。約5mの幅を持っており、今回調査した中で最大を測る。畦

畔は現在用水路として使用されている下陪にあたり、上面は削平を受けてい

るが狭い範囲ながら地割が一致する。伴う水田層から逍物が出土しておらず、

先述した水田層(S410)より古いとしかいえない。この大畦畔は複数の水田

層を伴っており、長期間に渡って使用されたと判断される。用水路としての

機能がいつから始まったかは定かではないが、畦畔から水路へと性格を変容

させているとはいえ、古墳時代からの地割が踏襲される地点であるといえよ

う。 （包SX含08層2） 

I 7区南北調査地（第134図）では畦畔(S435)と畦畔(S422)が交差する箇所に

おいて切石が出土している。切石は畦畔(S435)の埋土中にあり、掘り方を

g 尽g 有している。規模は長辺0.5m、短辺0.42mを測り、幅は厚い部分で0.18m

薄い部分で0.06mで西側と南側をほぽ直に切って調整している。地形的に畦

畔の交差点に当たることから、洪水などで畦畔が消失した際の目印として設

置されたと考えている。さらにこの交差点は現在は用水路として踏襲されて

［／ おり、地割の変遷が古墳時代から現在まで続くこととなる。また、畦畔周辺

で単層の不定円形の土坑（SK433)を検出しており、現在は畦畔を補強するた

めの粘土を採取した土坑と判断している。
E 

今回の調査で、古墳時代の遺構がほぼ全区で確認され、牛馬耕が始まった

］ とされる当該期の活発な水田開発が見受けられた。この事は、周辺に存在す

る御陵古墳をはじめとする、多くの古墳群を造営した豪族の経済基盤として

の水田地帯である可能性が高いと示唆できる。

（水SX田O?O層）

＼ 

弥生時代

今回の調査では 2区において弥生時代前期末以降の逍物が出土している水

田層（SX174)が確認され、 3区において弥生時代中期の逍物を包含する包含

層が確認されているが、弥生時代の水田層に関しては数点の出土遺物での時

期決定であるため、厳密に弥生時代の水田であるかは検討を要する。

弥生時代で注目すべきは、 4区の調査成果であろう。弥生時代中期中葉～

□]亨

第133図 3区(SX082包含屈）
追構配置図(1/300) 
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後期前葉の石棺墓（ST288)、弥生時代前期段階の水路(S0300)と流路(SD303)を確認している（第135・136・137図）。

調査区北西隅で確認されたSD300は、両側に板材と横木を杭で補強している状況が確認できた。調査区壁面の土

層観察において衷込めが西へずれていくのが見受けられ、氾濫の度に改修を繰り替えしたと考えられる。北西側

は斜面になっているが、横木を渡して足場を形成している状況が見受けられた。検出時には破堤堆積の土圧によ

り東から西にむけて倒壊したものと判断される。板材の加工はくさび割りを行い、厚さがほぼ均等で面を合わせ

て設置されており、杭については約l.0mの杭も出土している。先端部分の加工からも木材加工の技術の高さが

見受けられる。弥生時代の水利施設による水を管理する様子が窺える煎要な資料といえるだろう。今後は、木材

の樹種同定を行い、どのような材を選んでいたのかを知ると共に、当時の植生復元を試みたい。

また、調査区東側の微高地では、墳丘墓が確認され石棺の周囲に土器が分布している状況がみられる。これは

祭祀的な意図があるものと考えられる。時期は、出土逍物から弥生時代中期中葉～後期前葉と判断される。

まとめ

今回の調査地が植田庄の一角にあたることは先述したとおりであるが、今回の調査地の南方には印鍮とよばれ

る地区があり、暉ll鍮大明神を奉った印鍮社が存在する。そのため、植川市地区には国府の存在も指摘されてきた。

印鍮地区は平成9年に調査され、 14冊紀前半 ヽ
ヽ

にこの遺跡が最も栄えたとされる調査結果が ~•53266.000 G.N. 

でており、印鏑社関連遺跡である可能性を指
ヽ A ヽ

摘している。同時に歴史的背娯を整理すると

国府域の再整備を意図とした神社仏閣の再建

事業が大友氏によって頻繁に行われた時代に

あたり、その微高地にあたる印鏑地区の眼下

に広がる当調査地で同時期の水田が確認され ＼ S442（畦畔＼ ＾ CAに（ヤT1＝、 一／zzZジ
た意義は非常に大きく、当調査地が植田庄で

ある可能性が依然として高いと判断できるに

至った。

また、印鍮地区の調査では9軋紀前半の不

定形土坑から官荷追跡通有の遺物が出土して

いる。今回の調査では当該期の水田層を確認

しており、大規模な水路の造成時期でもある。

2区の水路からは同様に官術遺跡通有の逍物

が出土している点も植田郷の成立時期との関

係が気になるところである。

今回の調査地の土地利用を考えてみると、

東側ではまず2• 3区の間の限られた谷部を
―→ ) ¥ ?I ¥-X=20232.000 

利川して水田を営み、古墳時代には 3区の微

゜
5m 

高地に生活空間を設け、緩斜面に水田を形成

している様子が確認され、一部地点では現在

の樅漑体系が古代の大規模な水路開発に起因

する可能性を示唆できる所見を得た。また、 第134図 7区水田8(SX417)遥構配置図(1/200) 

調査地西側では古坑時代以前には緩斜面を利
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川した小Ix皿i水nlが形成されたが、その後 4|ll：紀後半～ 5世紀前半以前には幅約5.0mを測る畦畔が造られ調査

地令体に亘って辿構が確認され、現在と伺じ地‘II{ljのなかで水田を形成していることが確認された。

このよ うにして、各調査区を平面で油l在することにより、地点ごとの変造過程が確認され土地利用の股歴が辿

える結果を術た。それは、限られた谷部から沖秘平野全而に水田域を拡大 していきit1i・漑施設の充実した古代から

1|9|ll：にかけてより発展していったと考えられる。今後は古環境復元を進め、地形の全体（象をとらえて土地利）十1が

どのように行われたかを検討していきたい。 （佐藤・江上・永松）

い

A

一 、・ • • 
’§．．ヽ．•‘.••‘. •. •. 0 2m 

l l I 

第136図 SD300出土状況

ー
第135図 4区SD300水路平面図（1/80)

5A
 

I Y•53590.000 
し

SX304 

゜
20m 

第137図 4区SD300遺構配置図(1/800) 
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閏 玉沢地区条里跡第6次調査

調査面栢 496而 調査期間 2002.08.06~02.09.20

地 域 B 講査担当 閲畠農 ・荻幸二•松竹智之 ・水町裕子

調査地は大分市大字玉沢に所在し、 玉沢地区条里跡に屈している。調

査は病院建設に伴い本調査を実施した。調査の結果、溝状辿構12条、水

ll:l磁構、柱火を検出した。溝状遺構は第10・16サ溝状磁構を除く 10条が

並行する形で南西から北東方11りに延びている。

溝状追構

調査区南側に位骰する第 2J,}溝状辿構は、 •貶さ約 ．18m 、 l政大幅約

0.95m、深さ約0.55111をil!ljる。第4• 7 • 10サ溝状辿構とで水H:Iの給排水

を行っていたものと考えられ、溝の規校も他の溝より上回っており 、給

排水の主たる役割lを担っていたと思われる。この辿構からは弥生土器片

が10点ほど出土しており、その中でも波状文を伴う複合口縁壺の口縁部

片が毅土下昂よりみられることから、時期は弥生時代後期中菜と考えら

れる。

第138図調査地点位置図

第12号溝状辿構は調査区11文大規模のi/lj:状辿構で、長さ約22m 、 1此大幅約l. 9m 、 深さ約o . ~ 5m を測る。土）昂断

而で2条の溝がみられ切り合いがみられる。このことから当溝は改修を受け使用されていたものと思われる。追

物の出土批も他の溝を圧倒 しており 、多くの弥生土器片をはじめ、石錘、砥石、打製石斧、石Jillを含む石器、杭、

鋤先と考えられる木製品の破片 2,1!、I：などが出土している。弥生時代後期前策の壺・斐の底部）ヤがみられることか

ら当溝はこの時期に比定されよう。また、第12号溝状迅構から第15号溝状追構は、溝の蛇行の仕方もほぼ同じで、

平行するように延びている。

第16号溝状逍構は北西からifi方向に逆 「く」字状に延びる。長さ約 8m、最大幅約0.55m、深さ約O..lmを測

る。他の溝と述い流水方Ifilは、北東から南と椎測される。溝の北西端部で水田逍構に接続しており、水田追構の

取水口的な機能を担っていたと1ftij!llされる。

水田迫構

水III追構は調査区のiIり佃1部分に位誼し、南北に長さ約llm、深さ約0.2mを測る。第12号溝状逍構に切られ、

第13・]4・]5号溝状逍構を切っているため、弥生時代後期前葉～中菜の時期が考えられる。第16号溝状辿構は、 土

陪の状況や辿構のレベルから当水III辿構と1彫辿があるものと思われる。

まとめ

今回の調査では現代のものも含め、 5枚ないし 6枚（i位も窪んでいる北東部のみ）の水田而が検出された。 現

代と近世の水IIlと古tft時代以前の水Illとの1111には時間的にかなりの断絶が認められる。これが古瑣時代以前の窪

地に形成された水r11の廂絶の後、古代の条星水IIIは本調査区近辺では造成されず、近世に新田開発されるまで放

置されていたことを示すのか、それとも古代ないし中世にも水田が形成されたが、近世の水田によってf-jlj平を受

けた結果、痕跡が見られないことを示唆するのかは、現状では判断が不可能である。西側に近接する第2次調究

第 I調査区では、本調査区と1,ijじく弥生時代中期中菜～古朋時代後期に至る溝状迫構と水田が検出されている

が、水田の而梢が調究区全域と窪地に形成された本調査区の水田面梢と比べると規模が全く異なる。このことか

ら古代・中I!しで大規板な条晶水Illが・造成される区域は、それ以前の弥生・古瑣時代でも大規模な水田が形成されて

いた可能性が高い。従って、本調査区のような小規校な谷水田が形成される地域では、水田が造成されるのは近

世以降であると1((i察される。 （松竹）
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第139図退構配置図(1/200} 
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閏 古国府遺跡群・上七曾子遺跡

調査面積約951m' 調査期間 2002.08.05~02.10.07

地 域 A 調査担当 謂岐和夫

今回の調査は、平成l4年6月3日～ 7日にかけて共同住宅建設工事に

伴う確詔閥査を実施し追構を確詔したため、同年8月より本調査を実施

したものである。

本調査区は、大分市大字羽）屋字上七倉子177番地に所在している。こ

の迅跡は、周知・辿跡「古国府追跡群」に位骰しており、この地域は「和名抄」

にみえる荏隈郷に）属し、鎌危l時代にも国衝領であったことが「弘安図l:l:I

帳」でみられる。

また、18世紀末の「数：後国志」に「上型後同府、今古国府村品れ其の址也」

と記されており、古代の既後国府誰定地とされる楊所である。とくに羽

屋井戸磁跡では、 7祉紀代の国）付の前身と思われるl区画性をもつ古代の

掘立柱建物跡群が確認されている。

艮二］冒置瓢喜：` ［
第140図調査地点位置図

この地域は現在も条里地‘lillが残ってはいるが、すでに水田地帯は市街地化へと変ぽうしている。

本調査区は、試掘調査の結果によって逍枯の希博な部分と駐車場部分については磁構保存が可能なため、東側

の迅構が集中している部分についてのみ実施した。

旧工場跡地のため建物基礎締により追構面が若干撹乱を受けていたが、調査区内の追構の追存状況は良好で

あった。追構内容については溝状辿構8条・道路状逍構(ii揺定官道）• 土坑．10基 ・柱穴群（建物跡不明）が確認された。

迅物については包含府から縄文時代後期の土器片や石器類が出土しており、滞状迅構からは弥生時代前期の土

器が多址に出士している。また、古代・中世の土器片も少拭出土している。

弥生時代の溝状迅梢には、 SDOl・02がある。とくにSD02は、調査区の中央寄りに長軸を東西方向N-85°-Eに向

けて直線的に掘られている。溝の規校は、現状で幅 1~l.5m・深さ0.2~0.36mを測る。溝断而形状はllll状を呈

している。土惑の甜秘状況は上昂がII行茶掲色昧ii質土、下陪は淡灰色粘質土の 2府である。構の獣から底にかけて

白灰色粘土を巻いており、とくにSD02の中央から東側にかけて白灰色粘土が良好に追存していた。

また、 SD02の西側に集中して弥生時代前期の土器が廃梨された状況で出土 しており 、廃梨された辿物は市内

でも数少ない前期初頭～中菜にかけての時期で下城式土器が成立する以前のものであった。

辿物の器形については、夜臼系の痰形土器 ・小型の如意状口縁部をもつ甍形土器と刻目突帯文土器の口縁部や

底部と鉢形土器破片出土しており、また、特徴ある刻目突幣文を有す大型の甍形土器も出土している。

中軋の大形溝状迅構と してはSD01Iがある。調査区南側の現道と同じ方向に掘られており 、SD03と道路状追構・

側滞を切っている。また、小溝のSD05・06から西側部分が切られていた。SD04の規松については、現状で幅2.5m、

深さ0.4mを測り 、1祈而形状は逆台形を呈している。土府堆栢状況は、単一思である灰色粘骰土である。

壁と1未面部分に掲色の鉄分が堆栢し硬くグライ化した培が見られ、水が流れていたことが窺える。追物につい

ては、少批であるが糸切 り底部の土師器片などが出土している。

土坑については、10払ほど確認できているが、とくにSKlOでは古代の道路状迅構と同時期か若干早い段階で

掘られていることが切りあい関係で分かった。また、中lltの土坑としては大形のSK02がある。SK02の規模は、

長軸3.3m、短軸．1.9m、深さ0.25mを測る。平面形状は隅丸長方形を呈していた。床面はいびつに掘られており 、

両端部は一段高くなっている。埋土は1li筍灰色粘土の単ーlr'Iである。追物は糸切り土師器の底部や口縁部等が出土

している。
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道路；I｝は辿構(sr-o1)は、i↓,.lft区のlYl側に位散しており 、N-75°-Eに向いている。中世の溝状逍構に切られ、逍構

の追存状況は、側溝及び道路状逍梢の）tJi儲I\J-1 1!•七が 3 lf,1ほど残っている。土界の堆栢状況については、平行堆梢

しており 、下倍ば廿灰掲色砂質粘／fi十で掲色粒子が混入している。中界は下1昂とほぼ同じ：：I：色であるが褐色粒子

と白色粒子が多<ij.t人し、十．質は必 l二硬めである。 1'府は出火色砂骰粘質士で白色粒子が多く含んでおり 、黄色

粘土プロックも混人している。 r．質は店 1・・硬めである。その上而には、近現代の水田耕作土がある。この耕作士
からは、明治l8年に鋳造された1e・銭節の追物も出十ーしている。

古代の道路状辿構については 、 l |i追や I Li水I II A:Jt•作等で ilill平されており 、 追存状況は良好でなかっ たが、 道路側

溝が施されていた。道路状辿構の幅については、謳l在Ii外と視道の直下になっており、幅の大きさは不明であっ

た。確認された道路状辿構については、ほぽ（I'［線状に条．II1地割にのって走っており、町口付近で折れlIIIる椎定官

道跡と．思われる。現道は古代の追路辿構(iiii定窮道）を跨侠する形で造られている ことが判断できた。

古代の追構のI.[(|)flについては、道路状追構を税にして北側では古代の追構は見当たらなかった。南側に展1}廿し

ている羽／痒井戸逍跡や1点1逍跡 からlX..|Illiヤtのある掘1/．柱建物跡群等が検出しており、この地区の南側に古代の辿構

が展開することが今l「,1の調1tで1リlらかになった。 (in岐）

第141図 調査区空中写真

第142図調査区全最

ー
第144図 SD04と道路状追構

第143図 SD02（弥生時代） 第145図 SD02出土追物
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MV 金谷迫遺跡 （確認調査）

調査面租

地 域

約690m2

A 

調査期間

調査担当

2002.10.07~02.10.11 

坪根伸也・荻幸二 •松尾聡

辿跡は大分市の北東部の大分川下流と祓川蔽上流に挟まれた丘陵上に

立地する。仮称西部スポーツ交流広場の建設が計画されたが、周知の埋

｀ 蔵文化財包蔵地のエリア外に存していたため、文化財保泄局との十分な

協議が行なわれないまま工事に祐手された。しかし、平成14年 9月に現 畑

地で逍物が採梨されたとの報を受け、平成J4年10月2~ 4日にかけて試 ―

掘調査を実施した。中央の頂部に工事によるjljlj平を受けずに、地illが残っ ：

ている南西部のやや斜面になっている区域に 2本、南東部の斜而中）腹部
， 

のやや平坦な区域に 1本、中央頂部から谷を挟んだ南西側の台地上に 2

本のトレンチを入れた。その結果、2地点において逍構・辿物が確認さ

れたため内部協議を経て、平成14年10月7~llHにかけてその 2地点に

おいて本調査を実施する迎びとなった。結果は以下の通りである。

第1調査区

工事区域の中央頂部に南北向き

の 2本のトレンチを入れた とこ

ろ、四側の第2トレンチから円形

の土坑l碁と縄文時代早期の無文

土器・石器が検出された。そこで

第2トレンチの東西を広げる形で

本調査を実施した。

迅構としては、試掘時に検出さ

れた円形土坑のみで、その上部は

削平を受けており 、追物は出土し

ていないが、放射性炭素年代分析

でB.P.2'10土40と近世年間の値が

出ている。

辿物としては、縄文時代早期の

無文土器47点、弥生土器2点、土

師器片5点と、チャートや腰岳系

患曜石製の石核や剖片などが出土

している。石器は表採品を含めて

も点数は多くないが、旧石器時代

に多川される流紋岩や縄文時代早

期中策以降に頻用される姫島産黒

II枇石が見られず、縄文時代早期前

菜の大分平野の石材利用状況を暗

示しており 、投重な脊科である。

第146図 調査地点位四図

第147図 試掘トレンチ・調査区配置図(1/2500) 
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第148図 出土遺物実測図（上段1/2、下段3/4)

工事区域南東部の斜而中）l及の平坦部に入れた第3トレンチの西よりに炭化物・焼士が梨中する隅円長方形の土

坑が2基検出された。そこで南側の斜而部に広げ

る形で本調査を実施した。

辿構としては試掘時のものと併せて、炭化物 ・

焼土が躯中する隅円長方形の土坑が2払検出され

ており 、形状その他の而でスポーツ公園lJ、1逍跡群

（県教委 1999）や松岡古窯跡群（市教委 2002)で類

似の辿構が検出されており、炭焼窯ではないかと

雅測される。第 1号炭焼窯は、長辺約1.3mX短

辺約0.8mの隅円長方形のプランを有し、深さ約

ー

0.2mを測る。古代と考えられる土師器片が出土

しており 、毅土中の炭化物による放射性炭索年代

分析でB.P.1380土70という 7世紀代の値が出て

いる。第 2号炭焼窟は、長辺約0.8mX短辺約 ＿ 

0.6mの隅円長方形のプランを有し、深さ約0.2m

を測る。裂土中の炭化物による放射性炭素年代分

析でB.P.1170土60という 9世紀代の値が出てい

る。 （荻）

焼土巣中

ロ炭化物渠中

第149図 第1号炭焼窯平・断面図（1/20) 
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閏米竹遺跡（確認調査）

調査而梢 52 (78. 45) 1112 調査期間 2003.03.11~13,24~26 

地 域 E 調査担当塔恥．光司 ・梅木信宏•松竹智之

今回の調査地は、大分l|i大字小池）jii字米竹21l番地の 1に所在してお ． `... -- ----.. ------- -

り、叫如=i:I淡の先端部分、標高約40111の平坦而に位：i性し、周知逍跡の米

竹遺跡の北側部分にあたる。周辺では平成 3年4~ 7月に大分l|i教育委

貝会が調査を行っている。この調査では、弥生II、『代中期の溝及び集落が

確認されており 、閑森梨落と考えられている。

今回は共同住宅建設に伴う調引ミを平成15年3JJ 11~13|―|、 24~26日に

かけて、浄化柏の掘削予定地部分の調査を実施した。

調査の結果、古瑣11が代初頭の仕｝計跡2基、弥生時代中期のlti蔵穴 5

砧、土坑3山し、 時期心月の柱穴などを確認した。

竪穴住居跡（SH010・040)

竪穴仕屈・跡は、SI-1010とSH040の2)如が切りあった状態で検出された。

2基とも掘り下げは」．．事掘削予定地分のみで、仕居の

北西部分約J/4のみ行った。

S1-1010は、平而隅丸）j形で4.8 111 X'1. 3 111 X O. 38 111で

ある。主柱穴が］本確認され、4本柱になると思われ

る 。住｝Fi• 中央付近の｝未i(liと十〖り観察で炉跡を確認した。

貼床而が2枚見られ、 I•• ードの貼lKIffiにそれぞれ椛溝が

確認され、 2回以」．．建て替えられている。検出I(Iiから

は土師器）「が出士している。

Sl-1040は、 SI-I010にり）られ、平面隅）L）i形で4.5mX 

4.0111 X 0.5111以上である。調査1(1i梢が狭いために

第150図 調査地点位四図

SH040からSI―IOl0へは、やや位置を北1'--yにずらしつつ 第151図調査区全最（西より）

床面秘を拡大し建て枠えられたものと考えられる。追物は古柑時代初頭の布儲式系の甍）「などが出士している。

S!-1040とSIIOlOは古閉時代初頭と考えられ、短期間に建てられていたものと思われる。

大型土坑

大型土坑は 8基検出された。平1(1j形態はSKOJ5の略

長方形を除き、ほぼ円形から楕I」-J形である。SK015以

外の断I(li形態には逆台形状(SK030)、筒状(S1<005• 024 • 

026)、フラスコ状(Sl<025)、袋状(SKO35)があり、SKO25

は断而フラスコ状の煎をもつ上に｝和(Iiに周溝がめぐる

形態である。十．坑」一．而(Sl<026)、下而(SK020・025)や I・.・

下面に ピット状の掘り込みを持つもの(SK020・035)が

ある。ただし、 上面にあるビッ ト状掘り込みは土坑ほ

ぼ巾央にあるとはいえ、同時期のものかはわからない。

また、検出而からの深さではあるが比較的汲いもの

(SK020 • 026)と深いもの(SK005• 02'1 • 025 • 030・ 035)が

87 大分I|i埋蔵文化財油l介年報

第152図 SH010・040完掘状況（北より）
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ある。また、 SK025• 030 • 035には埋土に掘り返しが観

察される。

これらの大型土坑のうちSK005• 015 • 025からは、炭

化米が検出されたため貯蔵穴と思われる。また炭化物

は検出されていないが、その他のものも形状や規模な

どから貯蔵穴と思われる。なお、 SK015からは炭化米

（イネ）のみでなく、キビ・アワと思われる炭化穀物粒、

塊状炭化物、炭化木材小片が出土している。

また、 SK041• 042 • 043 • 044 • 04 7 • 048は調査区壁にか

m
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かっており、今回工事により破壊される恐れがなく上

面検出にとどめ、掘下げを行っていない。 SK041・044・ 

047・048は平面ほぼ円形の貯蔵穴で、 SK042・043は平

面が長方形の土坑である可能性が高い。これがSK015

と同様のものであれば、狭い調査区内のことではある

が、西側に円形の土坑群、東北側に長方形の土坑群が

平面的に分布を異にしている可能性がある。また、ほ

ぽ円形の土坑群に切り合いが多いのに比べ、長方形の

土坑群には切り合いがほとんどないようにも見られる。ただしこの分布にはSK015がSK005に切られているよう
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第154図 SH040退構実測図(1/60) 

に時期幅があり、ほぽ同時期に遺跡内の場所の使い分けの差なのかは不明である。

SK015は調査区北側で検出された貯蔵穴である。検出面では平面長方形の長径2.71mX短径1.76m、深さ

0. 75m。底面にはやや東側に偏って1.5mXl.13m、深さ0.12mの浅い皿状の土坑をもつ。この土坑の上部には

炭化物の集中する地点があり、炭化米やアワとキピと思われる炭化穀物粒などが検出されている。遺物は弥生時

代中期後葉の東北部九州系甕口縁部片などのほか、弥生時代中期中葉の下城式甕片・壺片・台付鉢片などが出土し

SK025は調査区中央やや東よりで検出された貯蔵穴である。検出面では平面やや楕円形の長径1.31mX短径

1.18m、底部で長径1.26mX短径1.18m、最大径1.45m X 1. 3m、深さ1.02mの断面ややフラスコ状を呈す。底

面ほぽ中央に0.28mX0.27m、深さ0.13mの小土坑をもち、墜面に沿って幅約0.13~0.15m、深さ0.05mほどの

周溝がめぐる。埋土には 3回以上の掘り返しがある。また、検出面上では貯蔵穴に切られる柱穴 2基および周囲

に柱穴が数基存在し、上屋を構成する柱穴の可能性がある。逍物は弥生時代中期の下城式甕片や壺片のほか、中

期後葉～末の東北部九州系甕片、緑色結晶片岩製磨製石鏃索材などが出土した。また、下層埋土から炭化米が検

出されている。

そのほかに、 S011・046・004・045・002はほぽ円形に並び、柱穴の深さもほぽ揃うことから、中期の円形住居跡

の壁や床面が削平され、柱穴のみが残った状態と思われる。

今回の調査では、弥生時代中期の貯蔵穴、古墳時代初頭の竪穴住居跡が確認された。周辺の調査でも今回の調

査と関連する遺構が見られ周辺に環濠や集落が展開していることが明らかになりつつあるが、集落の範囲や変遷

など不明な点も多く、今後周辺の開発に留意する必要がある。 （松竹）

（参考文献〉

塔凡光司 1992 「米竹逍跡」『大分市埋蔵文化財年報vol.3』大分市教育委員会
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第156図 出土遥物実測図(1/4) 

』a、1
、こ」ーロ1、2

゜
10m ．
 Sno. Grid H別 11面形態 SIZe (cm) 出土遺物 時期 協与

S-005 C-1.C-2 坑大朋傾状：t l11形
I•直il41Xl34X74,li面 126

柑下城郎式．甕西北ll緑九州部．系甕甕底LI柑部．郎屯．底窮邸製．{j鏃白付片鉢．脚炭化部．米壼口 ー中期末後葉 貯蔵穴，西関は断面袋状
X 126．最大径148X134 

S-010 
B-2,B-3 

嘔穴{tH・ 隅丸方形 480X4IOX38 籍t閾郎器甕LI柑部．下城式甕IJ縁部．求北部九州系甕U 古項初頭A-2,A-3 

S-015 C-1.C-2 坑k屯袋状上 隅丸長方形 271 X 176X75 求北部九州系甕1J縁部．炭化物 中期後葉 貯あ蔵り，穴，1床回以面東上側の掘に浅り返い口し状土坑

S-020 C・l 坑大用袋状1: 惰l11形 147X 133X34 甕11底緑部祁．． 社ド城底式郎．甕屯U縁U糾部．部点鋤先状LI緑部． 下城式甕 中期中葉 4貯3蔵X2穴1)？あ底り面ほぼ中央にpit(42X 

s-024 C-1 坑大内傾状土 I’J形 -l:面136X98+X70 

S-025 B-1 大コ状朋．フi：坑ラス I’1形 l：面13l+X11大8托XI 100 .I~面 甕ド城底式部甕．U炭緑化郎米． 店杯肖郎． 東北部九州系甕LI緑部． 中～期＊後繁 貯蔵穴．床面中央にpil
126X 118．蚊 45X130 

坑大屯簡状土 状貯い揖皿蔵状穴り掘込？ ほぼ中央に上翡ピットS-026 C-1 楕l11形 154Xl42X54 下城式甕1J柑部．甕底部 中期中槃 み悶X22Xl5 巳に浅
りみ48X44X8 り

S-030 C・I 状大土朋坑逆力形 l'I形？ 108X50+ X68 ド城式甕U松部，姫島産！即曜“製石核 中期中葉 貯蔵穴？ 2！u)以上の掘り返し

S-035 C-1 坑大型袋状土 桁l'I形 点
面196X140+ X lll最大

弥1t土器Jl・ 中期中菜 貯蔵穴？掘り返しあり196X 156+ 

S-040 A-2 略穴{t恥 隅丸方形？ 450X400X50 布惜式系甕胴郎．下城式兒口秘邸．返馴部．甕LI緑部 古項初頭

出土遥物観察表
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聞l府内城・城下町跡第15次調査

調査面租 2.l6m' 調査期間 2002.10.07~02.03.20 

地域 A 謂査担当 池沿千太郎・羽田野達郎

近世府内城下町は、大分批大分市荷拗Ill［に所在するl{.f内城を中心に形

成された城下町である。調査地は、大分市者111irr2丁目に所在し、府内城
下町の椎定堀川町にあたる。

調査の結果、調査地は火災処理七坑3基、麟辻坑6碁、溝状逍構3り
条、土坑3基礎石跡、道路状辿構、土器埋納辿構等が確認された。辿塁

t 
構而は基本的に一而で、近現代府と地111のIlilに形成された近1せの整地培

で検出されている。表土下60cmは、現代から近現代にかけて形成された

陪であった。また、 一部で深く掘り下げられた近現代の逍構等により、

調森区の南側は辿構の削平が行われていた。特に調査区の中で、主要な

迅構と しては、火災処理七坑(S002) • 土器埋納辿構 (S050) ・ 道路状逍構・

整地1悴があげられる。

火災処理土坑

第157図調査地点位四図

火災処理土坑(S002)は、長さ1.5m、幅0.6m、深さ0.7111の規校である。焼十べや被災を受け、一括溌梨された

多枇の陶磁器や瓦とともに硯が出土している。 硯には半保 1 • --:・ ・年 (l 728) の紀年銘ならびに「安倍ll井侶」という名と

花押が彫りこまれている。また、その火災処理士坑からの多拡の瓦と礎石跡の出土は、瓦狂きの礎石建物が存在

していたことを推測させる。さらに、出土辿物の中には、侶楽焼の水指が見受けられることから茶をたしなむ階

陪の存在も想定される。

道路状遺構

東西方向にのびる道路状辿構は、南北に幅4mと椎定され、深さl.5 Illの近現代の側溝施設によって破壊され

ていた。しかし、一部の土l(i',断而からは密な互陪Jit梢府が確認されること、道路に付設したと恩われる溝状辿構

(S042 • 047 • 0'18)が認められた。また、近現代の側溝が1|」道路空間を跨製して作った施設である可能性が高いこ

とを考慇すると、復元Iiiで想定した位説に迫路が布在していたことはほぼI:ll辿いないものと考えられる。一時期、

道路推定内に複数の土坑（SOJ5・025・032・033・034・046・052・055)が辿紐して作られることが認められる。そのた

め道路幅の変更が行われていたことが考えられる。

土器埋納迫構

土器埋納逍構(S050)は、火災処理土坑（S002)が埋まった後に新たに掘り込まれた状況で検出された。辿構I)、1

の並んだ二つの礎石のI:ilには、京都系土師器小IIIL2枚が合わ

せ口に重ねられ、埋i性した状態で出士している。これらは建

物に伴う地鋲祭の一つと考えられる。今後、その形態と変造

を考察していくうえでft重な脊料となる。

整地府

整地／料は、調査地の全而で確認されており 、南側の東lJ__l.jに

のびる道路推定域では褐色土、北側部分で掲黄色七の堆秘l罰

であった。近他の確認された造構は、これらのI悴を甚盤Ihiと

して形成されている。この整地府からは、中国節の染付け

碗 ．Jill、1i虹Itの胎土日段階のJIll含かが含まれていることから、

91 大分市裡蔵文化財調イt年報
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城下町形成段階に賂地作業を行ったものと考えられる。幣地附の下培は、自然に堆祐した青灰色シルト骰土／付と

なっており、辿構・辿物は確認出来なかった。

以上の調査状況により、調査区内はJi紅i日土坑・火災処理土坑が逍構の大半を占めていた。その礎絶時期は、 918

枇紀前半代に火災処理土坑が見られ、 18世紀後半代から191仕紀前半代にかけては廃梨土坑が躯中して見られ、 20

世紀前半代の火災処理怨がさらにそれに線いている。

なお、 ．18世紀前半代に見られる火災処理土坑は、享保l9年(1734)1月14日に堀川町の松本与七郎の土蔵から出

火し、 IIり数24、家608、倉13、死人9（男 6・女3)、洒井七兵術屋敷節が焼けるという大火の災布記録を裂付ける

辿構であると考えられる。20世紀前半代は、 昭和20年7月の太平洋戦争による大分市空製時のものと考えられる。

周辺調査の進展を待たねばならないが、調査区からはl7世紀の辿構が希博なことから、堀川町が本格的に機能し

始めたのは18世紀以降になってからと考えられる。 （羽田野達）
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第160図 S001出土遺物実測図(1/4) 
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日野市退跡調査会
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東点都埋蔵文化財センター潤査報告 第113梨 尼張藩上屋敷跡遺跡IX 2002 

東点都埋蔵文化財センター潤在報告 第114集 9・砧張藩上屋敷跡追跡X 2002 

東京都埋蔵文化財センター調在報告 第119梨 ，t張藩上屋敷跡遺跡XI 2002 

国分寺市遺跡調査会

武蔵国分寺跡発掘潟代概報 田 都営住宅西元町l`り地建設工事に伴う尼寺南西地区の調査
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多摩蘭坂逍跡旧 都営内藤 ITl°I第4I・り地建設に伴う1i前調査

恋ヶ窪東遺跡発掘調1i:概報11 丸紅株式会社共ldl{I：宅建設に伴う調査

宮山惧 宮山梨文化振興財団埋蔵文化財翡査事務所
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下新庄アラチ遺跡 野々市町南部上地I)(• 神i整理＂業に係る埋蔵文化財緊急発掘潟査報告{IfII 

横川•本町遺跡 分譲住も地造成―r.’Itに伴う埋蔵文化財緊急発掘調介報告内

訂樫館跡 蜆土居地lメ：・ 1；＼・樫館跡 鬼ヶ代地区扇が丘．ft市土地区両整理事業に係る埋蔵文化財発掘調査報告曹I

福井県小浜市教育委員会

若狭小浜城跡uー公Jしド水道T.’Itに伴う発掘鴻介報{1r11F-
山梨県 甲府市教育委員会

甲Jf.frli文化財調査報告18 史跡武UI氏館跡＼n第32次～第52次瀾代報告甘
甲府市文化財調代報告19 叩(.f城ド町遺跡u武田二Tl'I（いちやまマート駐車場跡）発掘調査報告1F
甲町Ii文化財調介報告20 史跡武UI氏館跡IX平成12年度大手馬出上累・主郭部・御箆居曲輪南 他

静岡県逗子市教育委員会

国指定史跡名越切通保存竹理Ji神i策定報？；·\I~

愛知県名古屋市教育委員会

天I:1元Jせ敷逍跡第4次発掘閥介概要報{';・iIF

1:tl：見町遺跡第5次・ l'l川公園遺跡第4次 111区内における共lu]住宅建設に伴う発掘調査

名古J和Ii文化財瀾介報作53 Jlll蔵文化財報:'Wf40 尼張元典寺跡第7次発掘調介報告苦

名古屋ili文化財講在報{h54 .I_Ill蔵文化財報作11F41 ・,1：．木町遺跡・伊勢Ill中学校遺跡・堅三蔵通遺跡・千音寺遺跡

名古屋rli文化財瀾介報{'i・55 J.!I！蔵文化財報{1H1F42 甜蔵遺跡・喝海城跡

名古困ili文化財消在報{1156 月！蔵文化財報告i1f43 片111神社追跡・尾張藩御廟所遺跡・春日野町遺跡・瑞穂遺跡

埋蔵文化財発掘消介報{';i1F 貞梵院逍耕

名古屋市住宅都市局

千脊寺遺跡（北宮lilI・り地）発掘報；1l11F

名古屋市上下水逍局下水道本部

下水道T,1tに伴う狸蔵文化財発掘潟介報{’fiIt 千行寺逍跡

疇戸市埋蔵文化財センター

倶t)瀬戸市埋蔵文化財センター調代報告 第24染 内川町遺跡

側）瀬戸市埋蔵文化財センター調代報作 第25梨塩{,・,:B密跡

叫）瀬戸IIi埋蔵文化財センター潤介報作 第26染 市内遺跳濁査報告1l1 川合K窯跡

側）瀬戸市埋蔵文化財センター調介報作 第27染 l叫）指定史跡小長曽掏器密跡

刺瀬戸市埋蔵文化財センター調介報作 第28染 1勺UI町遺跡

翌田市教育委員会

既田Ili埋蔵文化財発掘凋介報{';・11t 第20梨 化本遺跡・ガ加田遺跡

既1Hili歴史民俗濁在報fti’f 第1梨 既田,tiの{j造文化財

静岡人類史研究所

愛知t1名古屋市 高蔵遺跡 ・共IIil{I：宅建設―I’.1t1こ伴う埋蔵文化財発掘潟査報告書

三重県四日市市遺跡詞査会

北中寺遺跡 I I'-411 rlirli遺跡調介会文化財濁介報：＇噴 xm

真造寺遺跡・辺jl-林古柑 l'lJ 11 rlirli遺跡湖代会文化財講介報告l't=X旧

四日市市教育委員会

四11rlirli埋蔵文化財発掘講介報{1j-{1t28 大矢匁IllI畑遺跡
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四H市市埋蔵文化財発掘瀾在報告t1F30 西ヶ谷遺跡4

一般国道 1号北勢パイバス 埋蔵文化財発掘調査概報VI

鈴鹿市教育委員会

天王遺跡 第3次発掘瀾査報告

天王遺跡 第5次発掘調査報告

伊勢国分寺跡 1

伊勢国分寺跡2 第25次発掘調介概要報告

伊勢国府跡4

滋賀県楽浪文化財修理所

文化財修理報告甘

滋賀県立琵琶湖博物館

琵琶湖博物館研究潟査報告18サ 2001年12月 安心院動物化石群

滋賀県教育委員会

特別史跡安土城跡環埃整備事業概要報告1rIXー伝前田利家邸跡一

特別史跡安土城跡発掘湖在報告12- j:_郭中心部天主台•本丸•本丸取付台 伝名坂邸跡の調査一

安土城・織1f1倍長 1関述文l1F調在報ihil}•12 沙沙代神社文書目録（111近江国蒲生郡常楽寺村）

織既期城郭基礎潟査報告t1F3 

京都府曲長岡京市埋蔵文化財センター

長岡京市埋蔵文化財調査報告11F 第25梨

長岡京市埋蔵文化財調在報作11F 第26集

長岡京市埋蔵文化財調究報ihi't 長岡点跡右点第736次 開田遺跡発掘調売報告

長岡京市埋蔵文化財調究報告l1F 第27菓

長岡京市埋蔵文化財調査報作1t 第30菓 長岡京跡右京第751次発掘調査報告

大阪府閥大阪府文化財調査研究センター

叫）大阪府文化財講在研究センター；ら1ft報告11F 第40梨
大阪府茨城市・箕面iii所在 採都（l五l際文化都市公園）周辺地域の歴史・文化総合調介報告i1F

塁中市教育委員会

豊中の建造物 既中市歴史的建造物潤介報告内

箕輪遺跡ー第一次発掘調介報告11F-

豊中市文化財調査報告 第46渠穂積遺跡第14次・ 15次発掘講査報告

既中市埋蔵文化財発掘凋介概要 平成14年度 (2002年度）

貝塚市教育委員会

貝塚市埋蔵文化財調査報告 第59梨 加治・神前・畠中遺跡発掘調査概要10

貝塚市埋蔵文化財調査報告 第60染 ilt1f1北遺跡発掘調査概要

貝塚市埋蔵文化財調充報作 第6l梨 森下代遺跡発掘調査概要

貝塚市埋蔵文化財調企報作 第62梨 H塚rli遺跡群発掘調査概要24

八尾市教育委員会

八尾市立埋蔵文化財調査センター報作3 平成13年皮

八尾市文化財調査報告46 平成13年9虻国庫補助事業 八尾市内遺跡平成13年I.!£発掘閥介報告1IFI

八尾市文化財調査報告47 平成11~13年9父公共事業 八尾市内遺跡平成13年1支発掘調査報告1IFII

忘槻市教育委員会

高槻市文化財調査概要XX¥11 閲l：遺跡群26

熊取町教育委貝会

熊取町埋蔵文化財潤介報告 第37梨 熊取町遺跡群発掘調査概要報告i'fX¥1 

熊取町埋蔵文化財調介報告 第38梨 久保A遺跡発掘調査概要報告i1}I 

熊取町埋蔵文化財潤介報告 第39梨 小垣内西遺跡発掘調査概要報告i'fl

兵庫県尼崎市教育委員会

平成10年度国廊補助事業 尼崎市内遺跡復ll]・復興事業に伴う発掘講在概要報告1Ir 尼崎市文化財調査報告 第30梨
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赤穂市教育委員会

赤穂tli文化財調介報告：IIt52 イi年1J};.lll巾遺跡2 宅地開発1げとにi19う発掘調1f: 2001 

赤穂iii文化財溝在報告1't54 イf11:原・ 111巾遺跡3 赤穂II位：原小学校校舎増築T．事に伴う埋蔵文化財発掘調査 2002 

赤穂iii文化財講在報告：内55 赤穂城跡二の丸庭園錦僻池発掘潟介概要 2002 

八千代町教育委員会

八千代町文化財調介報告i1f 第3111} 保木遣枕・片瀬逍跡・花ノ宮遺淋・深lU退跳 兵耶県多nr郡八千代町野1111川流域の遺跡調牡報i';-I 2002 

妙見山鹿遺跡鯛査会

宅9以遺跡 既浦地区の調1'f.(1987年） 2002 

奈良県勅元興寺文化財研究所

元典寺文化財研究9祈研究報告2001 増澤文武氏退駿記念 2002 

元典寺 I叱（宝元興寺極楽坊本堂はか防災施設事業に伴うJ!ll蔵文化財発掘瀾介報告‘J.,t 2002 

奈良大学 文学部考古学研究室

多f.f寺逍跳 1980~1982年1文発掘ふ11洲U';・11F 2001 

奈良県立橿原考古学研究所

奈良貼文化財調在報告1t 第58梨 栄谷逍跡群 1985 

奈良貼文化財調査報告i’t 第71梨 東大寺三社池＿史跡東大寺Ill埃内の発掘潟査＿ 1996 

奈良貼文化財調査報告i’f 第83梨 西坊城遺跡 1999 

奈良県文化財調査報告1f 第84梨 長谷寺 1999 

奈良貼文化財調介報告井 第86梨 卜永東方遺跡＿求奈fll自動Ili．道「大和l刈Ill」の建設に伴う発掘潤査報告1tm- 2001 

奈良児文化財瀾査報告11f 第87梨地光寺第 3 次•第 4 次講1'f. 2002 

奈良児文化財調査報告’↓t 第88巣 水木古項発掘調介報？;-,•~ 2001 

奈良l,1し文化財湖介報告1f 第89集 惰船＇i項周辺の溝1i: 2002 

奈良l,1し、刀HI氏考古学研究所，鴻介報；’i• 第751H} 坪井・大福遺跡 2000 

奈良l,1し、r．柑／以考古学研究所漏介報告 第781Ht 行田辺跡 2000 

奈良lしいi捐1以考古学研究所，凋介報；1; 第791冊 居伝遺跡 2000 

叫 ll馬追跡 町道コ宅3サ線道路改良．―l：巾に伴う発掘講介報；’;-,1f 2002 

奈良貼史跡名勝天然記念物 調1t報；’i• 第66冊野lh逍跳群m 1992 

奈良児遺跡，逍牡概報（第三分1冊） 1997年1文 1998 

余良貼逍跡函1i:概報（第一分II~) 1998年1文 1999 

奈良児遺跡調在概報（第二分1冊） 1998年9虻 1999 

奈良児逍跡調査概報（第コ分lflf)1998年9虻 1999 

奈良児遺跡調査概報（第—•分 lllr) 1999年9虻 2000 

奈良児遺跡調介概報（第二分l11})1999年9虻 2000 

奈良児逍跡調介概報（第＿で分lllr)1999年9父 2000 

和歌山県和歌山市教育委員会

和歌111tli内迅跡発掘調介概報 ・‘I'-成12年l!t 2002 

助和歌山市文化体育振興事業団

和歌IlIIli文化体ff振典事業l北凋1f.ttl:'i・ 11 f 第24巣秋月遺跳 第8次発掘調査概報 2000 

和歌111tli文化体ff振典事業l叫読報：';-.11: 第28集太1±1・患llI遺跡第47次発掘調介概報 2001 

和歌IlIIli文化体打振興事業131調在報：’h1F 第29巣 史跡和歌Ill城 第23次発掘調在概報 2001 

和歌Illiii文化体有振興事業（サ調介報~';-11~ 第31巣太川・！J．¥llJ遺跳 第49次発掘調1f.概報 2002 

和歌111iii文化体ff振興事業I・り調代報；';-11r 第32梨 1i功遺跳 第3次発掘調査概報 2002 

島根県松江市教育委貝会

松江Ili文化財濶介報告苫 第91梨 iii道其名井神社線整佃市架に伴う大坪追跡発掘調介報~1;-11r 2002 

松江市文化財調在報告肉 第92梨 令人遺跡・荒隅城跡（小1・太郎地区）発掘調介報告{1f 2002 

浜田市教育委員会

浜川iii遺跡詳細分布調査一l国）l(.f地lメ..I＿ギ成11年9支～13年9文 1lil勺遺跡発掘調査報告i1f 2002 
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島根県教育委員会

石見銀山 ．fi見銀111逍跳科学調査報知If 平成10年1支ー12年皮 2002 

島根県古代文化センター消査研究報作1't12 i't銅器埋納地調牡報告11n （銅鐸紺） 2002 

古志本郷遺跡N・放れlll横穴硲群・只谷IIIJJf.f．←l：沢m遺跡（分析紺）斐伊｝l）放水路建設予定地内埋蔵文化財発掘調1t報告t1n4 2002 

屋敷古項群．鋤崎古瑣群・足頭古閾群・長廻古柑群•海部城跡・杓子観音 I 古項群·杓：：f観音 I 遺跡 2002 
主要地方道穴道インター線道路改 T.1ドに伴う埋蔵文化財発掘潤在報告内

馬場遺跡・杉ヶ撓遺跡・客山項募群・述行遺跡 国道431サ線バイバス建設予定地内埋蔵文化財発掘講査報告i’rw 2002 

石見銀山遺跳1i造物調査報告:;tf2 fi見銀lll（侃昌寺跡） 2002 

H石大谷l遺跡・惣：：：：掘遺踪・掘田ヶ谷遺跳・地蔵院遺路・熊谷遺跡 中1£l横断H勁車道尾道松江綿建設予定地内埋蔵文化財発掘消査報告曹7 2002 

堤平遺跡 中1:i.1横断自動車道尾道松江線建設予定地内埋蔵文化財発掘講査報告t!f8 2002 

上野u遺跡 弥生後期梨落及び毀冶1関連遺跡の講査 中!!I横断l!I動車誼尼道松江線建設予定地l勺埋蔵文化財発掘調介報告許10 2001 

島根県飯石郡でJJlit町 馬場遺跡発掘調牡報作内 中国横断l!I動．,,i:迫尾道松江線建設予定地内埋蔵文化財発掘調介報告曹14 2001 

i.i(原遺跡2) fl然科学分析紺 志ilt見ダム建設予定地内埋蔵文化財発掘潤査報告11HI 2002 

ドIll遺跡2) 縄文時代遺構の調1i:志i lt見ダム建設予定地l勺埋蔵文化財発掘潤査報作t•n2 2002 

神原［遺跡 1997年の調査成果（第・・ニ分Ill})志津見ダム建設予定地内埋蔵文化財発掘潤介報告許13 2002 

小丸遺跡志iIt見ダム建設予定地内埋蔵文化財発掘調査報告)1F14 2002 

殿濶Ill遺跡・獅子谷遺跡l) 遺構・遺物紺 志津見ダム建設予定地内埋蔵文化財発掘湖在報告{'}15 2002 

H谷遺跡 志iIt見ダム建設予定地内j11ほ姜文化財発掘講査報告i1tl6 2002 

田中谷遺跡・塚Ill古柑．・ドがり松遺跡・角谷遺跡 法古1'11地建設に伴う埋蔵文化財発掘消査報告害 2002 

東船遺跡 IH1i器時代から近代までの複合遺跡の調介 阻．岐空港整備事業に係る埋蔵文化財調査報告井 第2lllt 2002 

御崎谷n遺跡 海'ii［翌楼の官舎跡の瀾介 箆岐空港整備事業に係る埋蔵文化財消介報{'H1f 第3冊 2002 

石見銀111遺跡発掘調在概要ll 1i見銀lll 於紅ヶ谷地Iメ.. 2001 

石見銀山遺踪発掘潟在概要12 石見銀lll 於紅ヶ谷地区・竹UI地18: 2002 

荒神谷遺跡・加茂府倉遺跡 ・甘銅器大址埋納の遺跡 2002 

加茂岩倉遺跡 2002 

岡山県岡山県教育委員会

岡山県埋蔵文化財発掘調1i:報告 162 服部逍踪・北浦手遺跡・代木遺淋・高松田中逍跳 ,~111 自動車道 4 車線化に伴う発掘調査 2002 

岡山県埋蔵文化財発掘溝介報告 163 水I二l遺跡 広域営農Iiり地農道整備事業（備前東部地区）に伴う発掘調1i: 2002 

岡山県埋蔵文化財発掘調査報告 164 「ill1JllI米田遺跡 旭川放水路改修工事に伴う発掘調究XN 2002 

岡山県埋蔵文化財発掘潤在報告 165 \』Mi退跳•K且1遺跳・六番T場遺椿・九番丁場遺跡一般1叶道179サ線道路改築T.1［に伴う発掘調査 2002 

岡山県埋蔵文化財発掘調在報告 166 ド湯原B逍跡・藪逍111城跡 一般国道313•サ改良工事に伴う発掘調1f. 2002 

剛II県埋蔵文化財発掘潤査報告 168 福見[I逍務・殴釜遺跡・大高ド遺粉・大柄畑遺淋 主災池―}j道加茂奥津線改良に伴う発掘調査 2002 

岡山県埋蔵文化財発掘函査報告169 神の脇遺跡ほか 矢掛町itilll田地区県営圃場整備 I`t業に伴う確認潤:Ji: 2002 

岡山市教育委員会

新道遺跡 備前IKIl鹿川庄関連遺跡の発掘湖介報告 2002 

岡山城 三之1111輪跡 ・表町 l丁目地I刈lillil発ピル建設に伴う発掘調1i: 2002 

広島県福山市教育委員会

井ノ岡遺跡 県営福111沼隈地区良林漁業JII揮発油税財源身替農道整協事業に伴う発掘，凋代報告肉 2001 

泉Ill城跡駅家北部未給水地域解ii11t業に伴う発掘潟査報告t1F 2002 

最明寺跡南姐跡 一般県道下御領新市線近路改良事業に伴う発掘調究報告書 2002 

助東広島市教育文化振興事業団

文化財センター溝介報告内 第24冊 甜届町杵原 西本2, 3 • 4, 7号遺跡発掘調牡報作t'J 1999 

府中市教育委員会

府中市埋蔵文化財潤介報告 第12冊 l刊I市内遺跡6-1999年Ii調代に関する報告偏後[!)l(.f跡（金胤寺東遺跡）他 2001 

府中市埋蔵文化財瀾介報告 第13梨 坊迫遺跡群 府中jli元町上地l刈画整理事業（桜が丘l叩地造成）に伴う発掘調査報告 2001 

府中市埋蔵文化財調介報告 第14集 矢谷逍跡・古瑣群 老人保他施設建設予定地造成工事に伴う発掘調究報告 2001 

府中市埋蔵文化財調介報告 第15渠 J(.f巾市内遺跡7-2000年9虻調在に関する報作一僻後国府跡（金龍寺東遺跡）他 2002 
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山口県下関市教育委員会

下関市埋蔵文化財潤介報告11F57 迫Ul南麓遺跡 Ill口貼ドl関IIi安1叫町l9りTB地内迫山南山麓遺跡発掘調介報作11F 2002 

FI周rli埋蔵文化財瀾介報作井58 勝谷丸IU古墳群 Ill口1J.n:1関rlix字勝谷字丸山地内勝谷丸ill古瑣群発掘，一↓11t報告t1F 2002 

下関市埋蔵文化財潤介報{1噴 59 長l11国府跡 111口県卜・問lii妍f惣tl：眉［地l勺投l11]国府跡発掘調介報告11F 2002 

ド1月rli埋蔵文化財調介報；’ii’t6l li母堂の・ド遺跡 山口貼ドl関1 iik?t:l1i川‘t：堂のス地内吉田堂の―ド遺跡発掘潤代報告:i•r 2002 

下関市埋蔵文化財汎介報；’tiIt63 勝谷丸111古瑣群 IIJU貼ドl関IIik‘t：勝谷‘t:Jul1地内勝谷丸山古瑣群第2次発掘瀾介報告書 2002 

下関市埋蔵文化財調介報；’fi’t65 延行条里遺跡 山口貼FI関rlik字延行：t:神明地I勺延行条里遺跳発掘調介報i片11F 2002 

山口県埋蔵文化財センター

山口県埋蔵文化財センター調代報；It 第27梨 荻城跡（外堀地l;,(..)I

山口県埋蔵文化財センター瀾代報作 第28梨 lriJ川遺跡II

Ill口県埋蔵文化財センター閥介報告 第29媒 西遺跡

山口県埋蔵文化財センター，~Hf.報｛＇i- 第30梨 郡司鋳造所跡

111 口県埋蔵文化財センター,~れft報；片 第31集 竜王南遺跡

山口県埋蔵文化財センター瀾介報作 第32梨 武久浜項募群

山口市教育委員会

山口市埋蔵文化財汎介報；'i" 第78梨 山口市内遺淋詳細分布潟介 枯川地l:,(:

山口市埋蔵文化財調介報{'j- 第80梨 J:東遺跡 古瑣時代以降遺物紺

防府市教育委員会

2002 

2002 

2002 

2002 

2002 

2002 

2002 

2002 

防府市有形文化財謁介報作 右l11地l.{(2) 防府市文化財調介報i1i・X ll 2002 

平成11年度 防府市内遺跡発掘，混J介概要防賄li埋蔵文化1り消介概＇災 0101 2001 

井上山経塚• FlllノL)遺跡発掘調査報告 防1(if市埋蔵文化財沿疏概要 0111 2001 

下関石原有宮土地区画整理組合・（掬人問文化都市研究所

塚の原遺跡 下l関石1J；伯紅上地Iメ画整理事業に伴う発掘調介報i1i"i1F 2001 

徳島県徳島県教育委員会・卸徳島惧埋蔵文化財センター

徳島県埋蔵文化財センター調介報告i1t 第27梨 田上遺踪I• U • ill I月l!I縦l't自動車道建設に伴う埋蔵文化財発掲潟介報告14 2000 

徳島県埋蔵文化財センター潟介報告i’F 第34集 薬師遺跡・坊僧逍跳 11LJl!I縦1'tB動車道建設に伴う埋蔵文化財発掘溝介報告17 2001 

徳島県埋蔵文化財センター消ff.報行i1f 第38梨 土井遺跡（第 I.第2分冊） lllllif縦it自動車道建設に伴う埋蔵文化財発掘函介報告•内19 2001 

徳島県埋蔵文化財センター潤介報告lf 第39集 古水遺跡 lll)|£I縦l'tfl動車道建設に伴う埋蔵文化財発掘消介報{1・11!=20 2001 

徳島県埋蔵文化財センター調代報告i1f 第40巣 観・・i]•寺遺跡 I .•般l"I道 192サ徳島南環状道路改英に伴う埋蔵文化財発掘凋1f. 2002 

徳島県埋蔵文化財センター調介報行l1F 第42媒 化怜l遺跡・試掘晶介総括 lltll卦縦l’t自動車道建設に伴う且ll蔵文化財発掘調在報告22 2001 

徳島県埋蔵文化財センター調介骰告11F 第43菓 古町遺跡 一般貼道板野lll島線｛l：宅宅地1関述公共施設繋憐促進邪業関連月！蔵文化財発掘調査報告 2002 

香川県面松市教育委員会

高松市埋蔵文化財調介樹ti• 第55梨 宮西・•-•角遺踪（平成ll • 12年9文） IIi逍林町47サ線道路改良工事に伴う埋蔵文化財発掘潟介報？；1f第2冊 2001 

高松市埋蔵文化財潤介報告 第56染 凹原遺跡太田第2-I：地Ii<匝i整理＇ド業に伴う埋蔵文化財発掘潤介報作 第＿五冊 2001 

高松市埋蔵文化財講介骰；t; 第57梨 東中筋遺跡ー第 1次調介ー昴liJh封道路東浜i巷化ノ宮級建設に伴う埋蔵文化財発批消介報ftiIt第一冊 2001 

高松市埋蔵文化財潟介報作 第58集 111良南原遺跡 麻松,ti川東l・り地住宅建設事業に伴う埋蔵文化財発掘潟代報告 2002 

高松市埋蔵文化財潤在報作 第59梨 甜松市内遺跡発掘調牡概報 :-11.成13年度国庫補助事業 2002 

愛媛県曲愛媛県埋蔵文化財鯛査センター

大久保遺跡 大久保 l•り·ttt 一般国道11•サ小松パイパスJ.11!蔵文化財湖介報告井 第1巣

土居山遺跡 新製紙試験場（仮称）整備事業に伴う｝l！蔵文化財謁介報作ilt

祝谷西111遺跡 主淡地）i道松lll北条線整備に伴う埋蔵文化財i~Hf.報告jlf

道後町遺跡 都市，it阻i追路東ー／i誼後線（道後工区）整備に伴うJ!ll蔵文化財潤在報告肉

湯築城跡第5分冊

愛媛大学埋蔵文化財胡査室

愛媛大学埋蔵文化財調介室年報ー1995• 1996年度一愛緩大学埋蔵文化財調介報告Vll

愛媛大学埋蔵文化財調介室年報ー1997• 1998年度一愛援大学雌蔵文化財調介報告,111

2002 

2002 

2002 

2002 

2002 

2001 

2002 
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曲愛媛哄埋蔵文化財調査センター

東峰遺跡第2• 4地点 高見 I遺跡 四国縦貫自動車道建設に伴う埋蔵文化財発掘調介報告1りX¥9 双海町編

中城踪 底なし田u遺跡元城跡 I引l卦縦肛自動車道建設に伴う埋蔵文化財発掘溝査報告i9FX1'( 大洲市編

上居窪遺跡2次祝谷畑中遺跡 祝谷本村遺跡2次一都市計画道路道後祝谷線整備事業に伴う埋蔵文化財潟査報告柑一

幸の木遺跡ー一般国道196サ今治小松道路埋蔵文化財調査報告11f 第2集一

松山市教育委員会 埋蔵文化財センター

松lllIli文化財調査報告t1t87 棺味ll..LJ反地遺跡ー第5次潤介一

松lllIli文化財調査報告1't89 松ヶ谷遺跡

松IlllIj文化財調査報告;'t90 潮見111古瑣群

今治市教育委員会

今治ili埋蔵文化財潤査報告i’r 第64染 高橋岡ノ下遺跡・高橋Jし禅寺遺跡・高橋岡ノ端遺跡

今治rli埋蔵文化財調査報告t1f 第65染 高橋湯ノ窪遺跡第3次調査

今治rli埋蔵文化財調在報告11f 第66集松木広田遺跡（松木遺跡群） I 

今治ili埋蔵文化財調査報告11f 第67染 市内遺跡試掘確認調介報告1IFXW

愛媛県松野町教育委員会

松野町文化財調査報告 第10梨 l!i.l指定史跡 河後森城跳環境整備事業概要報告曹Iー西部ゾーン一

福岡県曲北九州市芸術文化振興財団 埋蔵文化財調査室

北九州市埋蔵文化財調査報告1lt 第268梨 頂留遺跡第3地．I.＇f. 若園町線住宅移転用地整備事業l関係埋蔵文化財濶査報告2

北九州市埋蔵文化財調在報作丼 第269梨 頂留逍跡第5地点 若園町線住宅移転Jii地整備事業l関係埋蔵文化財謂査報告3

北九州市埋蔵文化財調査報告i1F 第270梨 煎留遺跡第6地点 若001町道路改築工事に伴う埋蔵文化財調査報告1

北九州市埋蔵文化財調査報告iり 第271染 小倉城代米御蔵跡I 城内大手町線道路改築工事に伴う埋蔵文化財の発掘調査報告

北九州市埋蔵文化財調査報告{If 第272梨 小倉城代米御蔵跡D 城内大手町線道路改築工事に伴う埋蔵文化財の発掘潤査報告

北九州市埋蔵文化財調査報告i’t 第273梨 高槻遺踪群・高槻遺跡第11地点・高槻遺跡第12地点・高槻竹下町遺跡

北九州市埋蔵文化財調査報告1'f 第274梨 蒲生寺中遺跡1(3!K・ 4区の祠査）長行田町線道路改良工事に伴う埋蔵文化財潟査報告l

北九州市埋蔵文化財調査報告1’f 第275菓 黒崎貝塚第5次 撥川都市基盤河川改修工事に伴う埋蔵文化財調査報告

北九州市埋蔵文化財調査報告11F 第276染 長野尾登遺跡第 2 地点C 悦• D区 北九州市総合述動公園建設に伴う埋蔵文化財調査報作6

北九州市埋蔵文化財調査報告1Ir 第277梨 肛川遺跡12 1＇［川環境整備事業に伴う埋蔵文化財瀾査報告 1

北九州市埋蔵文化財調査報告11F 第278梨 中村逍跡市民福祉センター建設工事に伴う埋蔵文化財の発掘調査報告曹

北九州市埋蔵文化財調査報告i’f 第279梨 牛丸遺跡市民福祉センター建設工事に伴う埋蔵文化財調査報告

北九州市埋蔵文化財調査報告1!f 第280梨 黙崎遺跳

北九州市埋蔵文化財調査報告1'} 第281梨 長野尾登遺跡第3地点A区 東九州自動車道建設に伴う埋蔵文化財瀾査報告l

北九州市埋蔵文化財調査報告{If 第282梨 室町遺跡第3次帥西11本産業衛生会本社ピル建設工事に伴う埋蔵文化財調査報告柑

北九州市埋蔵文化財調査報1'N1f 第283梨紺屋町遺跡 ピジネスホテル建設工事に伴う埋蔵文化財調査報告許

北九州市埋蔵文化財調査報告柑 第284菜大里八反田退跡

北九州市埋蔵文化財調査報告i’t 第285梨紅梅(A)遺跡3

北九州市埋蔵文化財調査報告11f 第286梨 長野尾登遺跡第2地点（E区～H区）北九州市総合迅勅公園建設に伴う埋蔵文化財潟査報告iり7

北九州市教育委員会

2002 

2002 

2002 

2002 

2002 
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2003 

2002 

2002 

2002 

2002 

2002 

2001 

2002 

2002 

2002 

2002 
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2002 

2002 

2002 

2002 

2002 

2002 

2002 

2002 

2002 

2002 

2002 

2002 

2002 

北九州市文化財潤査報告許 第89梨 長野城長野城の分布・確認調査 2000 

北九州市文化財調査報告t'ド 第93梨 立場茶屋銀杏屋 保存修理事業に伴う埋蔵文化財の確認調査 2002 

北九州市文化財調査報告i'F 第94菜 先ノ下遺跡第2地点 店舗付マンション建設事業に伴う埋蔵文化財の発掘調査 2002 

北九州市文化財潤査報告内 第95梨 今村消川町遺跡 2002 

北九州市文化財講査報告ft 第96菜 大手町遺跡第3地点 マンション建設に伴う埋蔵文化財の発掘調査 2002 

福岡県教育委員会

一般国道210サ浮羽パイバス関係埋蔵文化財調査報告 第16梨 船越高原A遺跡皿 福岡県浮羽郡1B主丸・吉井町所在遺跡の謁査 2002 

一般国道210サ浮羽パイパスl関係埋蔵文化財調査報告 第17梨 堂畑遺跡I 福岡県浮羽郡吉井町大字新治所在遺跡の調査 2002 

一般国道210サ浮羽パイパス関係埋蔵文化財調査報告 第18梨松1"l寺A遺跡福岡県浮羽郡田主丸町大字常磐所在遺跡の潤査 2002 

福岡県文化財調査報告1F 第168梨 西新町遺跡IV 福岡県福岡市吊良区西新所在西新町遺跡第13次調査報告l 上巻・下巻 2002 

福岡県文化財調査報告1F 第169集 宝満tlJ遺跡群・浦ノ田遺跡III 2002 
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福岡県文化財調査報告肉 第170染 l勺ヶ磯憑跡2 福智111ダム建設に伴う福岡県直｝irli大字頓野所在近ilt密跡の潟査

福岡市教育委員会

福岡市埋蔵文化財調介報告曹第696梨飯介C遺跡3 第5次調牡

福岡市埋蔵文化財瀾介報告朴• 第697梨 鋤崎古瑣群3 B-5 り•項の調査

福岡市埋蔵文化財調査報告書 第698集
梅林遺跡 第3次調査 一般国道202サ線福岡外環状道路、及び福岡市営地下鉄3サ線建設に伴う発掘調在報告3

福岡市埋蔵文化財潤在報告内 第699梨 高畑遺跡外環状道路1関係文化財発掘調査報告i’t13

福岡市埋蔵文化財瀾在報告許 第700集
福岡外環状道路1関係 埋蔵文化財謁牡報告ilJ:14 七隈古柑群C-1サ項・野芥遺跡第10次・飯倉G遺跡第4 • 5次

福岡市埋蔵文化財調在報告書第701梨井札11.HD遺跡第 1• 3次調査

福岡市埋蔵文化財調介報告打： 第702梨 立化寺B遺跡2 都市高速道路5サ線建設に伴う埋蔵文化財瀾在報告

福岡市埋蔵文化財調在報告打 第703梨 箱崎11 箱崎遺跡第16次潤代報告

福岡市埋蔵文化財潤在報告内 第704梨 箱崎12 箱崎遺跡群17次•第23次調査報告

福岡市埋蔵文化財潟介報告曹 第705集 箱崎13 箱崎遺跡第21次潤査報告

福岡市埋蔵文化財調介報告井 第706集 博多80 御供所疎l叩跡地道路I関係埋蔵文化財調介報告内

幅岡市埋蔵文化財調介報告i} 第707梨 博多81 博多遺跡群第100次調査の概要

福岡市埋蔵文化財潤在報告許第708梨 博多82 博多遺跡群第115次講査の報告

福岡市埋蔵文化財潤査報告打 第709集 博多83 博多遺跡群第127次講査の概要

福岡市埋蔵文化財調介報告柑 第710梨 博多84 博多遺跡群第122次発掘調査報告i’t

福岡市埋蔵文化財瀾介報告打 第711梨 博多85 博多小学校建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書

福岡市埋蔵文化財調在報告許 第712梨 久保棟l遺跡2 • I船出’f木遺跡4 空港線I関係.l!I！蔵文化財発掘瀾介報告tr

福岡市埋蔵文化財潤在報告背 第713渠 那珂32 那珂遺跡群第73次調査の概要

福岡市埋蔵文化財調査報告内 第714梨 那珂30 那珂遺跡群第75次調査報告

福岡市埋蔵文化財潤介報告内 第715梨 那珂31 那珂遺跡第77次 •78次調査報告

福岡市埋蔵文化財調介報告曹 第716梨板付周辺遺跡講査報告i’f 第23梨

福岡市埋蔵文化財潤在報告曹 第717渠板付周辺遺跡講査報11N1F 第24梨板付遺跡第50• 56次調査報告iIt

福岡市埋蔵文化財潤介報告書 第718梨板付周辺遺跡灘在報作11F 第25梨板付遺跡第68次調査

福岡市埋蔵文化財潤査報告書第719梨 及野A遺跡麦野A遺跡群第10次濁査報作

福岡市埋蔵文化財調介報告行 第720梨 fi十川遺跡 第5• 6 • 7 • 8次潟査の概要

福岡市埋蔵文化財調介報告書 第721梨 井屍B遺跡10 井尻B追跡第16次調査の報作

福岡市埋蔵文化財瀾介報告1f 第722梨 元1淵・桑原遺跡群 1 第2次調査の報告

福岡市埋蔵文化財潤在報告打第723梨 田島A遺跡第3• 4 • 5 • 6次調査報告

福岡市埋蔵文化財潟牡報告打 第724梨／以東遺跡原東遺跡第2次調査

福岡市埋蔵文化財潤査報告背 第725梨 hHI・小田部第37集

福岡市埋蔵文化財調介報告許 第726梨 西新地区元冦防摂発掘瀾介報告杵
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福関市埋蔵文化財月介報告iり 第727梨 下lll|111敷町遺跡・下山門乙女Ill遺椿 下山l11敷lllf遺踪第3次謂介報告・下血＂l乙女田遺踪第2次調査報告 2002 

福岡市埋蔵文化財瀾査報告柑第728梨 コノリ遺跡第3次調介報告

福岡市埋蔵文化財調介報告内第729梨野方平原遺跡第 1 次•第 2 次調査の報告

福岡市埋蔵文化財調在報告甘 第730梨 鋤崎古項 1981 -1983年潤査報告

福岡市埋蔵文化財調在報告甘 第731梨 ,'{武遺跡群XN 飯盛・ 1i武圃場整備事業関係瀾査報告害8 上を

福岡市埋蔵文化財調在報告背 第731梨 i1f武遺跡群 飯盛・ 1i武圃場整備事業1関係瀾代報告肉8 ドを

福岡市埋蔵文化財謁介報告甘 第732梨 大原D迅跡3 大原 D遺跡群第 5 次•第 6 次調在報告

福岡市埋蔵文化財潟査報告内 第733梨 鴻腿館跡12 平成11• 12年度発掘瀾在報告jlf

大牟田市教育委員会

2002 

2002 

2002 

2002 

2002 

2002 

2002 

大牟田市文化財瀾介報告青 第49集 宮崎隈遺跡 ほ場整備（公出防除特別土地改良’lt粟）に伴う発掘調査報告 1997 

大牟即Ii文化財潟輝報碕 第50菓 ヨ池梨治藍跡D 福岡県立三池工業甜等学校龍気実習棟増築及び9―}道場改笑に伴う埋蔵文化財発掘潤査報告!F 1999 

大牟田市文化財潟介報告i↑ 第51梨 大！IIJ遺跡福岡県大牟田市大字三池に所在する大！Iり遺跡d地点の瀾在報告 1999 

大牟田市文化財潟査報告内 第52梨
黒崎観世音塚古項大牟田市大字岬に所在する黙姐観世音保古れを中心とした黙崎lII古れ群の頂要遺跡確認濁介報告苔 1999 

大牟田市文化財潤在輯作iり 第53集 田隈中足敷遺跡福岡県大牟仙1』.-K‘t:IU隈に所在する弥生時代ー近II.tiこかけての遺構を検IIIした発掘調査報告 2001 

大牟田市文化財瀾査報作許 第54集 荻ノl6古項福岡県大牟田ili東萩尾町290に所在するiii指定史跡「萩ノ尾古tn」の範囲確認調査報作 2001 
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大牟川rli文化財調査報告t1F 第55集 田隈ftli添遺跡 2002 

大ホIlllli文化財講1i:報告l1f 第56梨 滸塚古項II 国史跡「i怜塚古tnJ・の範囲確認調介報告苦 2002 

久留米市教育委貝会

久留米,ti文化財潟査報告i1F 第l77巣 久留米rli城ド町櫛I氏侍Jせ敷追跡第4次調1f. 2001 

久留米rli文化財潟査報告11f第178梨 外野遺淋・荒木今宮島遺踪久留米lli近咽本今C7サ線道格笠偉用業に伴う埋蔵文化財発掘調査報{f1Hl 200l 

久留米rli文化財謂査報告tt 第179媒 金丸遺跡ー第2・4次調介ー『西鉄大牟IH綿化畑駅付近述萩立体交差1i業」に伴う埋蔵文化財発掘謂査報-:'fl1f 2001 

久留米rli文化財潟査報告丼第180梨
久留米rli教f委貝会2002.2久留米li埋蔵文化財月1i:艇観IV 寺臨退餘（第1次）ik椙酉小路遺跡（第2次）荒木今官脇遺跡（第2次）安菱寺境内遺跡（第1次） 2002 

久留米rli文化財調査報告i1卜 第181巣大園遺跡第3次講査 2002 

久留米IIi文化財調査報告t1F 第182巣 筑後l£lI{.f跡一平成12• 13年9虻発掘潟査概要報告ー 2002 

頌盃rli文化財調査報告iir第183梨 2002 
平tl3年1支 久留米ilil勺逍淋群 市ノJ:北屋敷遺跡・；l：野遺踪．念11塚遺跡・西小路遺跡・ 111ノl勺遺跡・ 1'IIll逍趾・庄島侍屋敷遺粉

筑後市教育委員会

筑後rIi文化財調査報告1F 第38某 筑後東部地Iメ．遺跡群＼n福岡県筑後市大字鶴田所在遺跡の調査 2002 

筑後・,ti文化財講査報告i'F 第39梨 上北島篠島遺跡福岡県筑後IIik字上北島所在遺踪の潟査

筑後ili文化財調査報告i'卜 第40染 尾島町囲遺跡福岡県筑後ilik字尾島所在遺跡の消在

筑後rli文化財調査報告•11f 第41梨 久窮綿打遺跡福岡県筑後i［大字久宜所在遺跡の調在

筑後,Ii文化財調査報告1t 第42集 沖島九反坪辺跡 福岡県筑後ili大字i北島所在遺跳の埋蔵文化財調在

筑後rli文化財調査報告11f 第43梨 筑後西部 第2地区遺跡群v筑後市大字尾島所在遺跡の調査
筑後市文化財調究報告11f 第44梨 筑後市内追跳群＂ 筑後,Ii大字熊野・鶴田・水IIl所在遺跡の溝在

筑後rli文化財調査報告1t 第45媒 筑後,Ii内遺跡群1V 筑後Ili大字鶴田・山ノ井所在遺跡の調査

行橋市教育委貝会

行橋,ti文化財調査報告i’}• 第28集 崎野遺跡 福岡県行橋市泉中央一丁目所在遺跡の謳査

行橋iIi文化財両査報告i'卜 第29梨 柳井田＇f•崎遺跡・柳井田藤ヶ保畑遺跡

旦前市教育委員会

既計IIli文化財報告11f 第15果 河原田llYノ坪逍跡（河原川遺跡群 l)川内南原遺跡

小郡市教育委員会

小郡ili文化財溝査報告井 第146染

小郡ili文化財溝査報告1F 第147染

小郡rli文化財調査報告1't 第l48梨

小郡rli文化財調在報告i1ド 第149巣

小郡rli文化財潟査報告1F 第150巣

小郡ili文化財調介報告i1f 第151巣

小郡rli文化財調査報告11f 第152巣

小郡rli文化財濶査報告iIF 第153菓

小郡iIi文化財潟査報告;tf 第154巣

小郡rli文化財濁査報告i'f 第155染

小郡rli文化財調在報告'i'f 第l56巣

小郡iii・文化財調在報告l1F 第157梨

小郡rli文化財調査報告i’t 第158梨

小郡ilf文化財消査報告i’t 第159巣

小郡,Ii文化財調査報告i'r第160梨
小郡,Ii文化財調査報告i'｝： 第161梨

小郡ili文化財澁査報告1ド 第162梨

小郡rli文化財講査報告iIt 第163巣

小郡rli文化財調査報告井第164梨

小郡Ili文化財調査報告ilr 第165梨

小臥Ii文化財調査報告井第166巣

小郡iIi文化財調査報告i9r第l67巣
小郡lIi文化財調査報告1ド 第168巣
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力武l勺畑遺跡3 福岡貼,Jヽ 郡rli大字力武字l勺畑9所在の遺跡の調介

花立111古柑群 l 福l岡県小郡IIi大字干潟字城llli所在古瑣時代の遺跡の調査

寺福窟姐跡2 福岡貼小郡•,Ii寺幅童所在遺跡のiJ1ff.

干潟猿Ill遺跡福岡県小郡rli~1••潟所在遺跡の溝介

横隈什：解ill遺跳福岡貼小郡rli横隈所在遺跡の講1i:報告

コ沢巡ヶiIIi逍跡2 福岡県小郡rliヨ沢所在遺跡の調介報告

横I畏l：内畑遺跡4 福岡t',1-小郡iIi横隈所在道構の調介報告

横隈-,—勺塚遺跡 2 福岡県小郡市横隈所在遺跡の調1i:報告

干潟追跡6 福岡県小郡llif•潟所在遺跡の調介報告

横隈I..l勺畑遺跡3 福岡貼小郡I「大字横隈字1：内畑所在遺跡の謂1f.

力武内畑遺跡4 福岡貼小翡hlik字力武字内畑所在遺跡の調在

ヨ沢迷ヶiIIi遺跡4 福岡県小郡市大字三沢字蓬ヶiili所在の追跡のI悶介

三沢寺小路遺跡2 福岡県小郡iii竺沢所在遺跡の調在

小郡若llI逍跡6 福岡貼小郡Ili小郡所在の調1f:報告

大保西小路遺跡2 福岡県小郡,Ii大保所在遺跡の調1t

三沢ハサコの宮遺跡m 福岡 ~1,し小郡市三沢字ハサコの宮所在遺跡の調在

横隈＿1：内畑遺跡6 福岡貼小郡IIi横隈所在遺跡の調介報告

小郡川／点1.l1遺跡D 福岡県小郡i[j,Jヽ 郡字オ町所在遺跡の潟査報告

横隈1•コ塚遺跡 l 付紺横隈1•三塚逍跡 3

竺沢古ft遺跡3 福岡貼小郡rli．て沢所在遺跡の設Ht報告

上岩田周辺逍跳2 平成10• 11年度」：店田遺跡6 • 7 • 8 • 9 • 10(メ．．の講査

小郡官面周辺遺跡2 福岡tl,し小郡市小郡所在遺跡の調査

小板井蓮恰追跡福岡小郡市小板井所在遺跡の瀾介報告lt

2002 

2002 

2002 

2002 

2002 

2002 

2002 

2001 

2001 

2002 

2000 

2000 

2000 

2001 

2001 

2001 

2001 

2001 

2001 

2001 

2001 

2001 

2001 

2001 

2001 

2002 

2002 

2002 

2002 

2002 

2002 

2002 

2002 



小郡市文化財講在報{';-i1} 第169巣 ：沢北IIIIt遺跡 1地．＇・’.i、 弥生時代の住居跡・貯蔵穴の淵在

小郡ili文化財調代報告i’t 第170巣 福憧111のI．．遺跳4 福岡児小郡市小郡所在道跡の調査報告

筑紫野市教育委貝会

筑紫野市文化財消介報：1i・11f 第49染 KIIIlり遺跡II 筑紫野rli針摺9所在遺跡湖査

筑紫野市文化財潟介報告¥If 第50染 老松神社古柑群 配水池築造T.1［に伴う発掘調在

筑紫野IIi文化財潟介報告11f 第60染 ll元追跡 l 九州自動車道筑紫野I・C建設に伴う発掘潤査報告

筑紫野IIi文化財潟介報｛閏If 第62梨 案内遺跡筑紫里filik字塔原所在遺跡の濁査

筑紫野市文化財潟介報告¥If 第64染 k＊府条坊跡 第165次発掘潟介．

筑紫野rli文化財濁介報告t1f 第65梨 111家地IK．史跡整備調介報告 I

筑紫野rli文化財潟在報告iIF 第67染 柚ノ木逍跳

筑紫野市文化財潟在報告iIF 第68集 ホリ遺跡 第2次発掘溝介

筑紫野市文化財瀾在報告i1F 第69梨 大＊府条坊跡 第152次発掘講在

筑紫野IIi文化財消在報告i1f 第70渠 蛉古野） ｝j・in 配水管布設＿t1［に伴う発掘調査
筑紫野rli文化財消介報告i'F 第71巣柴IlJ城峯畑遺跡第7次調査

筑紫野市文化財溝代報告i't 第72梨 堀池遺跡II

筑紫野rli文化財講介報告i'ド第73梨水l治］遺跡水I岡逍踪第4次発掘調介

筑紫野市文化財講介報：＇j・¥'卜 第74梨 吝畑遺跡第6次発掘潟介

春日市教育委員会

春Hili文化財調介報応’F 第32染 須玖タカウタ遺跡福岡貼春IlIIi須玖南所在遺跡の調査

春11・1li文化財調在報告i1F 第33梨 原ノu遺跡福岡貼春IliIi春l_ll原南町所在逍跡の調査
春1-1市文化財調査報1t・11F 第34梨 1'fAj遺跡 幅1剖i)!MHI1Ii原町所化遺跡の発掘調査

大野城市教育委員会

大野城rli文化財講在報：’i・t1ド第58梨以I-1遺跡

宗像市教育委員会

祁象市文化財調在報告l'ド 第52梨 徳iif（本村一福岡児宋像,ti徳if{j所在遺跡の発掘調在報告一

祁象市文化財調査報告11F 第53梨 稲元！！、＼巡ー福岡県‘,;•:1象rli稲元1所在遺跡の発掘調在報告一

前原市教育委員会

前原rli文化財調在報告'¥1F 第71梨 神イ［横｛；＼逍跡 福岡貼前1fiilik‘t：神イI：字横畠所在遺跡の調査報告井

2002 

2002 

2000 

2002 

1999 

1999 

2001 

2001 

2001 

2001 

2001 

2002 

2002 

2002 

2002 

2002 

2002 

2002 

2002 

2002 

2002 

2002 

2000 

前/J釦Ii文化財調介報{’i-i'ド 第72梨 長野川流域の遺跡群皿 飯原l"llこ1遺跡福尚県前原市大字飯J原字門口所在遺踪の消査報告:j'f 2001 

iiirl原市文化財濶介報告i1F 第73梨 荻nli天神社央古柑 携•:if俎話無線中継基地J,'ji建設に伴う文化財讃在報告1'} 2001 

前原rfi文化財溝介報告iIt 第74梨 蔵持境遺跡 蔵持高齢者いこいの家建設に伴う文化財調査報告1•t 2001 

前1約fi文化財調牡報告11F 第75梨 hiHl遺跡群m-fht小校庭遺跡第3次潟在の記録ー 2001 

前船Ii文化財溝介報告i’t 第76梨 れj111小生水遺跡 福岡県前1釦fikIt：高川字小生水所在遺跡の潟査報告書 2001 

前1氏市文化財溝介報{';・11f 第77集 て坂七尼遺跡 福岡県前原rli大字コ坂字七尾所在遺跡の調査報告'lf 2001 

前1約Ii文化財、凋介報告lt 第78梨 て1:• J柚原遺跡 n-i打小路地区紺ー福岡県前原市大字三芸•井原所在遺跡の報告 2002 

前l約Ii文化財瀾介報告iIt 第80梨 神在藤瀬家住宅 iiiIliiifi神:ft:藤瀬家住宅解体に伴う学術調査報告 2002年3月 2002 

粕屋町教育委貝会

粕屋町文化財調介発掘i’卜 第17集 内橋登りあがり遺跡 第4地点 2001 

粕屋町文化財池在発掘i’t 第18梨 il．．辻遺跡 第6地点 福岡児楕届郡粕屋町所在多々良JII浄化センター建設工事に伴う発掘潟査報告i1f 2002 

粕陸町文化財調代発掘,If 第19梨 il辻遺跡 第5地点 福岡県楕屋郡粕屋町所在民flり物流倉庫建設工事に伴う発掘潟介報告11F 2002 

那珂川町教育委貝会

那珂川町文化財謂在報作lt 第57梨 楠木遺跡群 筑紫郡那珂川町大字上梶原字楠木所在遺跡群の調査

那珂川町文化財調介報{';・.1f 第58染 宋イi遺跡群 筑紫郡那珂川町大字今光・中原・片縄所在遺跡群の調査

那珂川町文化財濁介報？i"11r 第59果 111m西遺跡群1I1 筑紫郡那珂川町大't：山田'-t：山城所在遺跡群の調在

三輪町教育委員会

て輪町文化財調在報告i'}• 第10梨 lkl指定史跡仙辺古柑発掘潟介及び保存修理事業報告内

2002 

2002 

2002 

2001 
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夜須町教育委員会

夜須町文化財謳査報告丼 第38梨
貼道111家・西小田線l関係埋蔵文化財潟査報告1 惣利遺跡I 福岡児朝倉郡夜須町大字砥．K所在遺跡調査報告

夜須町文化財消査報告1F 第40集 夜須地区遺跡群XXIV 追額遺跡I 福岡貼朝介郡夜須町大1凍小田所在遺跡調査報告
夜須町文化財溝介報告i’t 第45梨
夜須地IX．．遺跡群XXLX 竺並宮ノ前遺跡•本宮遺跡・鎌瀬遺跡福岡県朝倉郡夜須町大字コ並・竹根田所在遺跡瀾査報告
夜須町文化財瀾牡報告i’t 第46巣 夜須地区遺跡群XXX 梨子木遺跡福岡県朝介郡夜須町大：t：松廷所在遺跡調査報告

夜須町文化財漑在報告11F 第47梨 夜須町立東小田小学校内遺跡大坪迅跳11 福岡県朝倉郡夜須町大字東小田所在遺跡調査報告

夜須町文化財謂在報告i’卜 第50染 赤坂古瑣群I 福岡県朝介郡夜須町大字赤坂所在遺跡調牡報告

夜須町文化財調介報告i9r 第51巣 藤坂古墳群II 福岡県朝弁郡夜須町大字砥←1:i所在遺跡潤介報告

夜須町文化財調牡報告i}• 第52梨 、沿根田前田遺跡I 福岡県朝倉郡夜須町大字杓根lfli所在遺跡謂在報告

夜須町文化財調在報告iIr 第53巣 八ヶ坪遺跡（第11地点）福岡県朝介郡夜須町大字巾牟田所在遺跡調究報告

夜須町文化財調査報告11F 第54媒 国指定史跡焼ノ峠古瑣・城山遺跡群IV 福l岡県WI弁郡夜須町大字lllJヨ鵜所在遺跡群の洞査

夜須町文化財調在報告iIt 第55梨 夜須地区遺跡群 xx11 中原遺跡福岡県朝介郡夜須町大字東小田所在遺跡調査報告

夜須町文化財調介報告害 第56梨 大木遺跡m 福岡県朝倉郡夜須町大字篠隈所在追跡溝介報告

夜須町文化財調介報告11f 第57梨 曽根田前田遺跡m 福岡県朝倉郡夜須町大字曽根田所在追跡溝在報告

吉井町教育委員会

1997 

1997 

1999 

1999 

1999 

2000 

2000 

2000 

2000 

2001 

2001 

2002 

2002 

.,If井町文化財調在報告11f 第13梨 吉井町逍跡群千年地区遺跡群 千年,Jヽ 森遺跡・千年西ul遺跡 2001 

i't)t-町文化財調在報告iIr 第14染 吉井町遺跡群屋部西文蔵遺跡 2001 

ti井町文化財瀾査報告{If 第15染 吉井巾学校遺跡逍構紺 吉井中学校改築に伴う埋蔵文化財発掘調在 2002 

古井町文化財調在報告1t 第16染 広園地区遺跡 2002 

大刀洗町教育委貝会

大JJ洗町文化財潟代報告i't 第22集 史跡下高橋官荷遺跡周辺遺跡 l 福岡児コ井祁大JJ洗町大字卜高橋所在遺跡の潟査 2002 

大）J洗町文化財潟査報告内 第23梨高樋小道遺跡福岡県竺井郡大刀洗町大字高樋所在逍跡の消1t 2002 

高田町教育委員会

高田町文化財函究報告丼 第6梨涙施山 高田濃施lh公園造成に伴う埋蔵文化財函介報告'i1F 2002 

高田町文化財調査報告1t 第4染 J：楠田高田遺跡 高田町所在の社会福祉施設建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告11f 2000 

店田町文化財調在報告i‘} 第5梨 立野遺跡 高田町内における携滞寵話基地局建設に伴う埋蔵文化財発掘潤在報告許 2001 

高川町文化財潟在報告11f 第3梨 白石遺跡福岡県三池郡高田町ゴルフ場1開発に伴う文化財発掘潤介報告t'f 1999 

翌津町教育委員会

既ilt町文化財調査報告iI卜 第25梨 既津町内遺跡等分布地因

既iit町文化財調在報告11f 第26巣 111ノ神遺跡

豊iIt町文化財調介報告i1卜 第27梨荒谷南遺跡

新吉宮村教育委員会

2001 

2002 

2002 

新•in；［村文化財潤査報告柑 第15梨 宇野地区遺跡群N 福岡県槃上郡新i!n;『村所在遺跡群の調1f. 2002 

佐賀乱佐賀県教育委員会

佐t'I.県文化財講在報告1ド第135梨佐賀県地籍図梨成田肥前國佐嘉郡二 1998 

佐賀貼文化財潤究報告11F 第143梨佐買県地籍図集成(:Ji)肥前國 佐嘉郡.=: 2000 

佐fi児文化財講介報告iIt 第150梨柚比遺跡群2 第1分冊、第2分iIIt、第3分nu- 2002 

切畑遺跡 九州横断自動車道関係埋蔵文化財発掘調査報告割1$ 1993 

佐n限文化財潟介報行i~f 第136災 防所三本松遺跡・ -F中杖遺踪•田手二本松遺跡・蓑師森遺跡 筑後JIIF流lll水事業に係る文化財潟介報告m:s 1998 

佐灯県文化財消在報告ilF 第138菓 佐賀限農業基盤整備事業に係る文化財潤介報告井16 1998 

佐買貼文化財講在報告11F 第141菓 佐釘県屈業基盤整備事業に係る文化財潤在報告11H7 1999 

佐買t,•い文化財溝1i:報告{'F 第144菓 堂の前遺跡•井ゲタ遺跡西九州自動車道建設に係る文化財調在報告:;•t 1 2000 

佐買貼文化財消介報告i’F 第145菓 佐買児晟業基盤整佃事業に係る文化財溝在報告•'HS 2000 

佐fiし,,t文化財溝在報告i’t 第147巣 佐買貼農業基盤整備事業に係る文化財瀾在報作l1Fl9 2001 
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佐賀市教育委員会

佐賀市文化財調査報告1'r 第127梨 徳水遺跡群VI 徳水遺跡20区 佐賀市久保泉工業団地関係埋蔵文化財発掘濁査報告:ffi:13

佐買市文化財調査報告1'r 第128染 徳永遺跡群W 徳永遺跡21区 佐買市久保泉工業団地l関係埋蔵文化財発掘潟査報告打14

佐賀市文化財調究報告11F 第129染 権現原遺跡 権現原遺跡2区一弥生時代梨落の調査一

佐賀市文化財調査報告11f 第130渠 増田遺跳群VIー増田遺跡4• 5区の調査一

佐賀市文化財調査報告t1F 第131染 平尾二本杉遺跡I-1 IKの消査一

佐賀市文化財両査報告i’} 第132焦 平尼二本杉遺跡II-2-6IKの調査一

佐買市文化財調査報告丼 第133染 石土井遺跡・・t)L郎逍跡

佐賀市文化財調査報告l1f 第134梨 佐買IIi埋蔵文化財確認調査報告打ー1999年度一

佐買市文化財調査報告l1f 第135染 l糸l泉遺踪群nI:HI泉遺跳9区 佐買市久保泉工業団地関係埋蔵文化財発掘調査報告1F15

佐賀市文化財調査報告i1f第136煤 徳永逍踪群旧 徳永遺踪3IK• 上fll泉遺跡 8 区 佐賀市久保泉工業団地関係埋蔵文化財発掘讃査報告許16

佐買市文化財潟査報告丼 第137梨 徳水遺跡群1X 徳水遺跡7区・ 16区 佐n市久保泉工業団地関係埋蔵文化財発掘調査報告宵17
佐買市文化財湯査報告iり 第138梨 徳水遺跡群X 徳永遺跡13([・19区 佐灯市久保泉工業団地関係埋蔵文化財発掘調査報告宵18

佐買市文化財調査報告l1f 第139梨 徳永遺跡群XI 徳水遺跡17区 佐買市久保泉工業団地関係埋蔵文化財発掘潟査報告i!tl9

胆津市教育委員会

店i'f-ili文化財調査報告井 第103梨 川頭遺跡 巾1111111地域総合整備事業に伴う埋蔵文化財調査

店即Ii文化財調査報告井第104染佐志中通遺跡(2)

唐津市文化財調査報告肉 第105梨 天神ノ元逍跡 県道半田鬼塚線改良工事に伴う埋蔵文化財調査

唐沖ili文化財調査報告井 第106染 llfi1t市内遺跡確認講愁1$ 上地開発に伴う市内遺跡確認調査報告

武雄市教育委員会

武雄市文化財調査報告1'卜 第42梨 梶J以遺跡 JR佐tll：保線鉄道高架事業に伴う埋蔵文化財発掘瀾査報告甘

佐賀媒佐賀郡久保田町教育委員会

久保田町文化財調在報附＇ド 第5染 快｝i逍~ 11え・ 21x: ±要地方道佐買外環状線緊急．地方道路整備事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告許

神埼町教育委員会

界稲隅lll 佐買限神埼郡神埼町り・稲隅l(lに所在する天神尼古項・寺llJ古瑣群の発掘調査概要報告内

神埼町文化財調査報告1It 第27梨 迎IH遺跡ill・ N • VIK 佐買県神埼郡神埼町大字尾崎所在遺跡の発掘調査報告1f

神埼町文化財調査報作11f 第28娯 井手遺跡・迎田遺跡佐賀県神埼郡神埼町大字尾崎所在遺跡の発掘調査報告許

神埼町文化財調査報{1r11F 第30梨 本堀朝Il遺跳IV• VIK 佐買県神埼郡神埼町大字本堀所在遺跡の発掘調査報告宵

神埼町文化財調在報告11F 第33梨 的Ji.本黙木遺跡Wlメ 佐竹県神埼郡神埼町大字的所在遺跡の発掘調査報告背

神埼町文化財調査報告11f 第35梨
城原二本谷西遺跡・城9以竺本谷北遺跡IIIIメ・・コ本谷南遺跡 佐釘県神埼郡神埼町大字城原所在遺跡の調査概要報告内

神埼町文化財消査報告1り 第36媒 城原三本谷北遺跡・城原三本谷南遺踪 佐買県神埼郡神埼町大字城原所在遺跡の謂査概要報告書

神埼町文化財調査報告丼 第37梨 森の木遺跡 佐釘県神埼郡神埼町大字尾崎所在遺跡の発掘調査報告行

神埼町文化財瀾査報告l1F 第41梨 化手遺跡 佐n県神埼郡神埼町大字尾崎所在遺跡の発掘調査報告書
神埼町文化財調査報告11F 第42梨 本堀朝［l遺跡vn• WJIK 佐買県神埼郡神埼町大字本堀所在遺跡の調査
神埼町文化財調査報告11f 第14梨 的,Jヽ 渕遺跡 12区 佐買児神埼郡大字的所在遺跡の潟査 中園遺跡

神埼町文化財洞査報告l1f 第26染 馬郡・竹原遺跡群 佐釘貼神埼郡大字志波屋・鶴所在遺跡の調査

神埼町文化財調査報告i'r第13梨 本告牟田遺跡・的小渕遺跡 昭和60年度農業基盤整備事業に係る埋蔵文化財発掘調査概要
神埼町文化財潟査報告11r 第38災
城原二本谷西遺跳I．町え 城版三本谷北逍跡皿IK・城原で本谷南遺跡IIR 佐n県神埼郡神埼町大字城原所在遺跡の発据調査報告柑
神埼町文化財潟査報告tJF第44梨 塚原遺跡 佐灯見神埼郡神埼町大字厖崎所在遺跡の調査報告許

神埼町文化財湖究報告1’F 第45梨 馬郎遺跡・竹原遺跡群 佐釘県神埼郡神埼町大字鶴・志波屋所在遺跡の調査報告丼

神埼町文化財濁査報告1'F 第50梨 姉川城跡 佐灯児神埼郡神埼町大字姉川所在遺跡の発掘調査報告書

神埼町文化財講査報告t1f 第57梨 横武城跡 佐n限神埼郡神埼町大字横武所在遺跡発掘調査報告書
神埼町文化財謂査報告11F 第58染 尼崎土生遺跡＼ilB・IX・ X区 佐賀県神埼郡神埼町大字尾崎所在遺跡の発掘調査報告丼

神埼町文化財瀾査報告l1F 第55集 尼崎利山遺跡 佐釘県神埼郡神埼町大字尼崎所在遺跡発掘調査概要報告11F

鎮西町教育委員会

鎮西町文化財調査報告1'r 第20渠 北条氏盛陣跡

2001 

2001 

2002 

2002 

2002 

2002 

2002 

2002 

2002 

2002 

2002 

2002 

2002 

2002 

2002 

2002 

2002 

2002 

2002 

1997 
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1993 

1993 

1993 

1993 

1995 

1995 

1987 

1990 

1986 
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1995 
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長崎県大村市教育委員会

！！．！丸遺跡ほか発掘潟介概報 Vol. 3 1998-2002 

鷹島町教育委員会

鹿島町文化財調介報：th’t 第3集 漑島海底遺跡IV 鷹島海底遺跡跳内容確認 発掘沿介報：＇清①

腐島町文化財、凋介報；t；・-i1} 第4梨 漑島海1氏遺跡V 長蛤県北松浦郡應島町神崎港改修T.1iに伴う緊急発掘調1t報作1f②

應島町文化財調1i:報；f,It 第5梨 鹿島海底遺跳VI 鷹島海底遺跡内容確認発掘瀾1i:報告11f2 

慮島町文化財調牡報告i‘t 第6梨 鷹島海底遺跡W 長崎県北松浦郡鷹島町神崎港改修T.1tに伴う発掘溝介概報

大村市文化財保護協会

玖島城跡 ～国道34サ絲拡幅対策事業に伴う発掘調ff~

玖島城跡 ～Iii)道34サ絲拡幅に伴う汚水管移設工事に伴う発掘調ff.~

厳原教育委員会

厳原町文化財調牡報作井 第6梨 矢立llI古瑣群発掘潤介概報(2)

熊本県熊本市教育委員会

灼 l：遺跡群IV-:Jdl．．遺跡群第68次調査IK発掘調介報告1!}._

池辺寺跡IV一平成12年1父発掘調査報告曹＿

つつじヶ丘横穴群一発掘潟査報告i1f-

熊本大学文学部考古学研究室

2003 

2001 

2001 

2002 

2002 

2002 

2002 

2002 

2002 

2002 

2002 

考古学研究室報；片 第37梨 I・ナガラ原東貝塚4 II・大久保H塚 2002 

人吉市教育委員会

人，1{iii文化財消介報告，1} 第20梨 大野逍跡群 大野C・D・E遺跡 大野地Iんふるさと哀追緊忍整慨lt業にff:ぅ埋蔵文化財発掘潟介報告11:: 2002 

玉名市教育委員会

ーじ約Ii文化財、肖介報告 第10巣 今見常遺跡・平町遺跡・蓮華遺跳 都iIi,it悼i街路築地I.f．崩i寺線逍格改良T.’ftに伴う埋蔵文化財の調査 2002 

玉名rli文化1り消牡報告 第ll集 玉名・,ti内遺跡調介報告i’tl 平成11• 12年9父の調1f. 2002 

熊本惧球磨郡相良村教育委員会

柑良村文化財調介報告 第2梨 永谷遺淋 平成9年度県営ふるさと農道緊急整備1,業に伴う埋蔵文化財潟牡報告 2001 

大分県 久住町教育委員会・大分県教育委員会

小城原遺跡・中原遺跳 県党担い手有成碁盤整備事業都野西部地IRに伴うjlll蔵文化財消介報応’tII 2002 

11J以千人塚古柑群 児件担い手打成基盤整備事業都野東部地Iメ：に伴う埋蔵文化財調1t報告11fVJ 2002 

大分県教育委員会

大分児文化財品l介報告1F 第132仙 利光遺跡一般国道10サ（戸次・犬創拡幅） T．1［に伴うj_lil蔵文化財発掘調1t報告i1:= 2001 

大分t,1い文化財謳11f:報告i'ド 第133餅 鶴崎御茶屋跡 大分限立大分鶴崎甜等学校将通教寇棟改笑に伴う消1f: 2002 

大分児文化財調介報閲If 第134餅 下野遺跡一般国道213サ nIliパイパスT'~に伴う，~Hf. 2002 

大分児文化財調1f:報告11f 第135耕 毛井道路B地区 国道197サ大分南パイパスT.1［に伴う発掘潟1f:報{1; 2002 

大分児文化財調在報告i'ド 第136拙戸口遺跡国道502・号線道路改良T.Tftに伴う調1f: 2002 

大分県文化財講1f:報；hlf 第137枡 2002 
I¢崎遺跡・消水遺跡・新1:1:1遺踪・川野遺跡・久木小遺跳•平｛i遺跡 東九州1.1動Ilt道関係jlll蔵文化財発掘潤ft報lilf(3)
大分児文化財調牡報告iり 第138輯 2002 
西」嘩遺跡・毛見所遺跡・上久所遺跡・浄土寺遺跡 国道197サ東パイパス建設に伴うJ!I！蔵文化財発掘調介報作it::

大分児文化財調代報閲If 第140拙 弥四郎遺跡・王子遺跡 l司迎213サll/liパイパス建設．l？Jtに伴う埋蔵文化財調牡報告{1f 2002 

k分児文化財調介報；＇噴 第141柑 古庄屋遺跡国道212サ（中itIllli道路；本耶馬渓一耶馬渓）道路改良T.’ltに伴う埋蔵文化財潟介報告i1f 2002 

大分l，し文化財函1f:報；tj・i'ド 第142糾 山ノ下追跡 蕗JII火111砂防護iやT.T.1tに伴うjlll蔵文化財発掘調1i:報告=.i:: 2002 

k分貼文化財潟介報告,If 第143輯 il1次郎原逍踪． l:ノ原稲荷塚古tn貼道l'I片がiliit線道楕改良T.'I'に伴う埋蔵文化財発掘調牡報告".'} 2002 
大分児文化財潟牡報；佑’t 第144莉 真；花遺跡群 ドl道 197り•大分南パイパス迫格改良―I―.1iに伴う雌蔵文化財発掘溝1f:報告i1f 2002 

大分し’,I.:文化財潟1f:報告11ド 第145輯 東大道選跡 (B地区） 9Eノ原佐野線建設T.1iに伴うjll！蔵文化財発掘調介報；’ii'i1r<Il 2002 

大分児文化財溝1f:報告―i’t 第146糾 久保田遺跡 貼迎鶴崎大南線道路改良T,"関係に伴う埋蔵文化財発掘調代報告1t 2002 

大分児文化財湖介報告i't 第147輯 其那井城Ill遺跡 県道HII1真那井杵築線道路改良T.1［に伴う埋蔵文化財発掘調在報作 2002 

11111 rli甜瀬遺跡群の講1t4 寺l勺遺跡・上野第2遺跡 一殷国道210サllIIlパイパス建設にfi:ぅj19l蔵文化財発掘消在報告:PfN 2002 

大分市教育委員会

]ii9t地lメ：条！n跡第2次発掘調牡報告iIt £沢上地区画整理市業及び大規校店舗建設に伴う発掘i凋1f. 2002 
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中津市教育委員会

2001年度 中津地区遺跡群発掘調代概報XIV 中津市文化財調介報告 第27梨
沖代地区条里跡原田地区・大梧法地IR条里跡堀田地区・巾沖城本丸南西石垣

大分只立歴史博物館

六掲111寺院遺構確認調査報告許X 興祁寺・報恩寺・妙善坊． Il•：光寺•西lll寺・願成就寺 大分県立歴史博物館調査報告書 第6娯

既後国安岐郷3 国東半島荘I付村落遺跡詳細分布調在概報

国東町教育委員会

大分県l:til東町文化財整備報告1'f 第 1梨 史跡安~I寺梨落遺跡整備事業報告内

大分県1五）東町文化財調査報告ilf 第20菜 国東町の党字一米hli地lえー

大分県lll東町文化財調査報告iIr 第21渠
安国寺遺跡（吉継2・割田1地k)原遺跡（餅田3• 4• 原ノド l • 2地区）県営圃場整備l!I東lll南地区関係発掘調査報告井
大分県I51東町文化財調査報告1t 第22集
原遺跡（亀井1•平原 1 ・七郎丸 1 地IK) 県営圃場整備市業I£l東川南地区関係発掘瀾査報告1F

大分県I£l東町文化財調査報告i't 第23集 国史跡安国寺梨落遺跡地方拠点史跡等総合整佃事業に伴う発掘調査報告1lt

大分県[£I東町文化財調査報告ilt 第24集 l玉l東町の堂字一貨米地IKー

大分児l-til東町文化財調査報告1t 第26集 飯塚遺跡 東lkl東郡広域連合総合文化施設建設に伴う発掘調査報告11f

大分県1五1東町文化財調査報告lt 第27梨 l玉l 東町の堂‘-i•:-l:l`1崎・既崎地IK ー

?::if(地Iぷ遺跡群発掘調査概報VI 道ノI．．古J-/t..1：田原遺跡・J［福寺宝筐印塔・市場遺跡（沖ノ田地l込） ・玉田地[)(:

西国東郡香々地町教育委貝会

鎮座木遺跡 香々地町北田地［かも地分譲地造成事業に伴う発掘凋介

大野町教育委員会

大野地lえ遺跡群発掘調査報告11Fm 郡1ll南遺跡 県営広域農道建設工事に係る埋蔵文化財発掘調査

久住町教育委員会

県営担い手行成基盤整備事業久住町都野東部地区に伴う埋蔵文化財調査報告~\l] 中殿遺跡

昴党担い手行成基盤整借事業久住町都野東部地区に伴う埋蔵文化財調査報告書VD J：城遺跡

日田郡天瀬町教育委員会

天瀬町埋蔵文化財発掘調査報告i1F 第6梨 塚田の遺跡（本文編） ！りAt圃場整備事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告i1f（その 2)

宮崎県宮崎県教育委員会

平成13年度農業基盤整備事業に伴う発掘調査概要報告ilt

特別史跡 西都原古墳群発掘調介・保存整備概要報告11rw

特別史跡西都原古項群発掘函介報i’tiり第 3梨西都l氏 100 り•J-n

宮崎市教育委員会

宮崎市文化財調査報告書第49梨垣下遺跡II

宮崎rli文化財調査報告曹 第50梨 il：田原 第3遺跡北権現通線道路改築工事に伴う発掘調査報告許

宮崎市文化財調査報告1f 第51梨 北中遺跡II 宅地造成に伴う裡蔵文化財発掘調介報作l1F

宮崎市文化財調査報告背 第52梨 史跡生H古瑣群保fi・整備＇Jl-業発掘潤査概要報告肉旧

宮岨ili文化財調査報告害 第53集 宮崎小学校遺踪宮崎rli教ff情報研修センター建設に伴う発掘調査報告打

都城市教育委員会

都城rli文化財調査報告杵 第36梨 ギ蜂遺跡民間分譲住宅地造成に伴う埋蔵文化財発掘瀾在報告押

都城ili文化財調査報告i1F 第37梨 大浦遺跡 臨時地方道整備JJT-業に伴う埋蔵文化財発掘調牡報告内

都城iIi文化財講査報告曹 第46梨 久:li遺跡第9• 10次潤介 祝li・郡元土地区画整理事業に伴う埋蔵文化財発掘調査概要報{1ii'¥1f

都城市文化財調査報告書 第48染 大久保第2遺跡

都城iii文化財調査報告背第49梨池ノ友遺跡（第 1次調1i:)

都城ili文化財謂査報告許 第52梨 大島・畠田遺跡 史跡整備に伴う遺跡範囲確認調介報作1t

都城rli文化財調査報告書第53梨志和池村古瑣9号瑣民UIJ開発に伴う発掘講査報{hilf

昴城市文化財調査報告井 第54梨 天神遺跡第2次・中町遺跡第3次滋介 中央東部土地区面整理＇I業に伴う埋蔵文化財発掘講査概要報作lf

都城市文化財調査報告書 第56梨 桑lJii遺跡 府内中学校校令建替に伴う埋蔵文化財発掘瀾介報告打

都城ili文化財調査報告曹 第58梨 横市地lぷ遺跡群 県営担い手ff成基盤整備事業横rli地IKに伴う遺跡の発掘調査概要報告1f

都城市文化財調査報告打 第50梨 横市地区遺跡群 貼営担い手行成碁盤整借事業横lli地1-i.に伴う遺跡の発掘調究報告丼

2002 

2002 

2002 

2001 

2000 

2001 

2001 

2001 

2001 

2002 

2002 

2002 

2002 

2002 

2002 

2002 

2002 

2002 

2002 
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2002 
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2000 

2001 

2001 
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2002 
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日南市教育委員会

H南市埋蔵文化財調査報告書 第15梨平成13年度 日南市内遺跡発掘調査概報

H南市埋蔵文化財調査報告許第16梨平成13年度J:城跡遺跡

H南市埋蔵文化財調査報告曹第17梨平成14年度 日南市内遺跡発掘調査概報

日南市埋蔵文化財調介報告甘第18梨平成14年度永野遺跡

小林市教育委員会

小林市文化財瀾査報告書 第13集 市谷遺跡群市谷地区県営担い手存成基盤整備事業に伴う発掘調査報告fr

小林市文化財調査報告打 第14集 上II• 平瀬野・大平遺跡 500KV宮崎幹線新設工事に伴う発掘講査報告fr

西都市教育委員会

西都市埋蔵文化財発掘調査報告行 第31梨 市内遺跡発掘調査概要報告柑Vl1 西部原地I和遺跡・日向国分寺跡

西都市埋蔵文化財発掘調査報告曹 第32渠都於郡城跡発掘消査概要報告許I

えびの市教育委員会

2002 

2002 

2002 

2002 

2001 

2002 

2002 

2002 

えびの市埋蔵文化財調査報告書 第36梨稲荷下遺跡II 2002 

えぴの市埋蔵文化財調究報告瞥 第37梨小I岡丸地区遺跡群 2003 

えびの市埋蔵文化財調査報告宵 第38集 l,'i.刈田遺跡 2003 

宮崎郡田野町教育委員会

田野町文化財調査報告iir第43集 スグノll1第2遺跡 F地区 県営畑地帯総合整備事業鹿村野地区に伴う埋蔵文化財発掲調査報告i!} 2002 

田野町文化財調査報告打 第44集縄文梨落 本野原遺跡 県営農地保全整侑事業元野地区に伴う埋蔵文化財発掘潤査報告書 2002 

宮崎県埋蔵文化財センター

宮崎県埋蔵文化財センター発掘調査報告打 第50梨南学原第1• 2遺跡 一般道福王寺佐土原線道路改築！Ji業に伴う埋蔵文化財発掘潤査報告宵

宮崎県埋蔵文化財センター発掘調査報告1り 第5l菜 内城跡 一般国道2l9サ道路改築事業に伴う埋蔵文化財発掘謂査報告許

宮崎県埋蔵文化財センター発掘調査報告丼 第52梨 白ヶ野第2• 3 遺跡東九州自動車道建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告~XI

宮箋靡肩魯斎化翡姦ヽ条尿蒻靡塁齋蹂靡悶2雰号芭ームポンド建設←t事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書
宮崎県埋蔵文化財センター発掘洞査報告ft 第54梨
柿迫遺跡・龍泉寺遺跡 倉岡ニュータウン土地区画整理事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告1tr
宮崎県埋蔵文化財センター発掘調査報告1り 第56染 下屋敷遺跡 東九州自動車道建設に伴う埋蔵文化財発掘謂査報告l1fXII 

宮崎県埋蔵文化財センタ一発掘調査報告1'卜 第58梨 上ノ原遺跡

宮崎県埋蔵文化財センター発掘調査報告井 第59梨迫内遺跡 東九州自動車道建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告m:xv

宮崎県埋蔵文化財センター発掘調査報告i’t 第60梨 本城跡 東九州自動車道建設に伴う埋蔵文化財発掘潟査報告1tfXVI 

宮崎県埋蔵文化財センター発掘調査報告19F 第62梨
白ヶ野第2 • 3遺跡 上の原第 1遺跡 (B地区） 東九州自動車道建設に伴う埋蔵文化財発掘講査報告許X旧

2002 

2002 

2002 

2002 

2002 

2002 

2002 

2002 

2002 

2002 

宮崎県埋蔵文化財センター発掘調査報告1F 第63梨 2002 
母智丘谷追跡・畑田遺跡・嫁坂遺跡 農JII地総合整備事業「都城l双域」農JH道路建設に伴う埋蔵文化財発掘調究報告宵（2)
宮崎県埋蔵文化財センター発掘調査報告曹 第64梨 平成13年殷 東九州自動車道（都農ー西都IIIJ)関係埋蔵文化財発掘調査概要報告柑II 2002 

宮崎県埋蔵文化財七ンター発掘潟査報告fr第55梨 枯木ヶ迫遺跡 希塑ヶ丘西土地区画整理事業に伴う埋蔵文化財発掘渦査報告害(2) 2001 
宮崎県埋蔵文化財センター発掘調査報告ft 第57梨
長薗原遺跡（本文 •Lil版紺） （図面紺）東九州自動車道建設（西部～清武Illl)に伴う埋蔵文化財発掘調査報告trxm
宮崎県埋蔵文化財センター発掘講査報告許 第61集
別府原遺跡・西ヶ迫遺跡・別府原第2遺跡 東九州自動車道建設（西都～清武11Jl)に伴う埋蔵文化財発掘潤査報告t!fX＼贋
北郷町教育委員会

北郷町文化財調介報告11F 第11梨 北郷町内遺跡発掘調査概要報告l'F2001年度

三股町教育委員会

2002 

2002 

2002 

三股町文化財調査報告11F 第4梨 三股町I勺遺跳II 2002 

西諸県郡高原町教育委員会

高原町文化財溝介報告1f 第9渠 町内遺跡U 2002 

商岡町教育委員会

高岡町埋蔵文化財瀾在報告舟 第16梨 天ヶ城跡 地域づくり事業（天ヶ城公園整佃｝に伴う埋蔵文化財調査報告内 ；l：巻・下巻 1998 

高岡町埋蔵文化財調在報告許 第17巣小田元遺跡・久木野遺跡 (5~7地区） 1999 
県営畑地帯総合整備事業（緊急整備型）里lll地区に伴う埋蔵文化財発掘調査報告11f
高岡町埋蔵文化財潟査報告打 第18梨学頭遺跡 町道麓下倉線道路改良事業に伴う埋蔵文化財発掘調査 2000 

高岡町埋蔵文化財謁介報告行第19梨 高岡町内遺跡VI 2000 

高岡町埋蔵文化財調介報告井 第20染 的野遺跡 NTT九州移動通倍網龍波基地局建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書 2001 

高岡町埋蔵文化財調査報告曹 第21梨 三生江遺跡 県営担い手行成基盤整備事業城ヶ峰地区に伴う埋蔵文化財発掘調査報告曹 2001 

高閏町埋蔵文化財滋介報告¥If第22奥 巾原遺踪 県営農林漁業川揮発油税財源身杵哀道整備吊粟内llIIH地(i{に伴う埋蔵文化財発趾潟企報告割2) 2001 
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高岡町埋蔵文化財謂査報告it} 第23媒 高野原遺淋 限営ふるさと良道緊．な整偏m業（小山田地区）に伴う埋蔵文化財発掘濁査報告i’t 2002 
高関町埋蔵文化財謂査報告ilF 第24梨 高岡町1勺遺踪＼＇ 貼営ふるさと農道緊急整偉市業（小山田地区）に伴う埋蔵文化財発掘調査報告a 2002 

鹿児島県鹿児島県教育委員会管理部文化課

鹿児島市埋蔵文化財発掘調介報告苔35 原1f1久保遺跡 2002 
字宿中Ui！地区土地区悼i整理事業に伴う匪児島都・,1rn1・阻i道路字宿広木線榮造に係る原田久保遺跡埋蔵文化財確認調査・緊．o．発掘謂．在
鹿児島市埋蔵文化財発掘潟介報告肉36 春ll町遺跡B地点 マンション建設T・事に伴う緊急発掘瀾介報告書 2002 

鹿児島市埋蔵文化財発掘潟査報告{'}37 武遺跡E地点 西鹿児島駅前広場整備事業に伴う埋蔵文化財確認講査報告t'F 2002 

鹿児島市埋蔵文化財発掘濁査報告書38 名111逍跳 名山小学校校庭整備市業に伴う第5次埋蔵文化財確認潟査報告11F 2002 

垂水市教育委員会

垂水ili埋蔵文化財発掘調在報告t'f(5) 宮下遺跡・小1J}迫前遺跡（感王寺LI遺跡・巾牟田遺跡） 2001 

松元町教育委貝会

松元町埋蔵文化財発掘謳在報告背(4) 外採l遺跡 畑地帯総合整備（担い手有成型）事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告i1Fa 2002 
拾良町教育委貝会

姶良町文化財調査報告11F2 姶良町の指定文化財 2002 

姶良町文化財発掘調査骰告i1F 第8娯 建昌城跡 r（仮称）姶良町歴史と憩いの森公怜lJ整備計画に伴う平成11~13年度発掘謂介概要報告打 2002 

鹿児島県立埋蔵文化財センター

脆児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告1t22 1997 
姶良郡加治木町 干迫 1• n - 1 • a -2 • m • N 縄文時代遺構・縄文土器1. 2・縄文土器石器他・写兵図版

鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告11F32 池之頭遺跡 南九州西回り自動車道建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告i1Fm 2002 

鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報¥i・1'F33・今里遺跡 南九州西回り自動車道建設に伴う埋蔵文化財発据調査報告11ffil 2002 

鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報行t1F34 小倉畑遺跡 一殷国道10サ姶良パイパス建設に伴う埋蔵文化財発掘潟代報告11fI 2002 

廊児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告iり35 高井川遺跡 一般I"]道10サ加治木パイパス建設に伴う埋蔵文化財発掘調究報告11t

鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報作l1f36
九H田遺跡・供養之元遺跡・前原和田遺跡 東九州自動車道建設に伴う｝l！蔵文化財発掘潤介報告11n

2002 

2002 

鹿児島県立埋蔵文化財センタ一発掘調査報告1「37 2002 
茶屋之元・橙•安原•宮野脇・小松•前市野原・東下ノ原遺跡・九州新幹線鹿児島ルート建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告丼 I

鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調在報告i’F38 ,lt志加里遺跡 九州新幹線艇児島ルート建設に伴う埋蔵文化財発掘潟査報告11fD 

鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告ffi:39 鐙冶昼馬場遺跡 九州新幹線鹿児島ルート建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告1Itm

匪児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報作iり40#1'1寺跡・梅落遺跡 九州新幹線匪児島ルート建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告fFIV

崩児島県立埋蔵文化財センク一発掘調査報告i’t41 l：ノ原遺跡 l卦分上野原テクノパーク第4エ区造成T・1［に伴う埋蔵文化財発掘謂在報告1tl
鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調在報告11t42 松尾城跡
主要地方道宮之城・高尾野線道跡特殊改良第 1種事業に伴う埋蔵文化財発掘潟査報告内

鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告iり43 lii水ギ遺跡 一般他方道志柄•宮ヶ原•福山線改良1t業に伴う埋蔵文化財発掘潟査報告弁

鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報1片11t44 諏訪免遺跡
特定交通安全施設整備事業一般地方道伊限院． ll吉線改良工事に伴う埋蔵文化財発掘消査報告1tr
應児島県立埋蔵文化財センター発据調査報告llf45 本御l勺遺踪 鹿児島限立l叱1分店等学校浄化柑設閻工mに伴う埋蔵文化財発掘調査報告i’t
包於群財部町教育委貝会

財部町埋蔵文化財発掘謳究報告丼（6) 田平ド遺跡 宮崎県営担い手ff成碁盤整備事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告11f

沖縄県沖縄県立埋蔵文化財センター

2002 

2002 

2002 

2002 

2002 

2002 

2002 

2002 

2002 

沖縄県立埋蔵文化財センクー潟企報告許 第3娯 竹里城淋 F之御跡・lll物歴跡・瑞泉門踪・漏刻門跡・脱福1111跡・不曳門踪発掘潟介報告a 2001 
玉城村教育委員会

糸数城跡整備実施計抽i報；!jj{lf

玉城村文化財調査報告t1f 第1染 国指定史跡 糸数城跡発掘調介報告ltI

玉城村文化財調査報告11F 第2梨 玉城村の遺跳 詳細分布講査報告l1F

佐敷町教育委員会

佐敷町文化財調査報告11F 第3集 佐敷下代1氏遺跡 佐敷小学校附改築工事に関わる緊急発掘調査報告害

大里村教育委員会

大里村文化財調査報告l1f 第3染 大里城跡 都市公園計画に係わる緊急確認発掘調査報告11f(1)

南風原町教育委員会

ltl風J氏町文化財潟査報告i’f 第3集 南風原陸軍射院壕群I 沖縄貼1付風！糾町所在南風原陸軍刹院塩群の考古学的潟査報告1trI

埋蔵文化財保護対策九州地区協隅会

「九州地区埋蔵文化財発掘謂査基池」検討結果報告内

個人より寄贈北條朝彦殿より

ド］山陵募参考地・入道塚陵店参考地調介報：ャ '¥成12年度 陵募I関係潟介報告

2000 

1991 

1995 

2001 

1998 

2000 

2002 

2000 
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2.定期刊行物・図録等

北海道曲アイヌ文化振興・研究推進機構

アイヌ関述総合研究等助成事業研究報告 第2サ

岩手県物質文化研究所一芦刈舎

実測図のすすめー「もの」から学術脊料ヘー

宮城県仙台市博物館

,ti史せんだい Vol.12/2002. 7仙台の燃科"tfi

福島県郡山市教育委員会

第8回市内遺跡発掘調査成果展 郡1llの古項時代

茨城県筑波大学先史学・考古学研究編菓委員会

筑波大学先史学・考古学研究 第13サ

群馬県群馬県埋蔵文化財訊査事業団

研究紀要 2002. 8 20 

埼玉県大給近憲

明治の気骨～東点・群馬における圃想と H記～

岡部町教育委員会

古代の役所 一武蔵ド）榛沢郡家の発掘調査から一

千葉県国立歴史民俗博物館

歴博胎動する歴史学城郭

l£l立歴史民俗博物館研究年報

東京都文化庁

登録有形文化財建造物目録

2002 発掘された1.1本列島 新発見考古速報

文化庁月報 No.403 平成14年4月サ 文化を大切にする社会の構築に向けて

文化庁月報 No.404 平成14年 5 月•り• 国際文化交流の推進

文化庁月報 No.405 平成14年6月サ 全国発掘調在最新梢報

文化庁月報 No.406 平成14年7月号

文化庁月報 ．No.407 平成14年8月サ 著作権法の改正について

文化！『月報 No.408 平成14年9月サ 住民参加による文化財建造物の活川

文化I『月報 No.409 平成14年10月サ

文化庁月報 No.410 平成14年11月サ

文化庁月報 No.411 平成14年12月号

文化庁月報 No.412 平成15年 1月サ

文化庁月報 No.413 平成15年2}lサ

文化庁月報 No.414 平成15年3flサ 最近のIii品をめぐる動I｛りについて

月f-ll文化財 3，平成14年

月l1J文化財 4/ギ成l4年

月刊文化財 5バド成14年

月刊文化財 6,／平成14年

月刊文化財 7 ／平成14年

月刊文化財 8 ／平成14年

月fll文化財 9 ・ -'f成14年

月刊文化財 10平成l4年

月刊文化財 11／平成14年

月91J文化財 l2/ 2ド成14年

月刊文化財 1.・平成15年

月刊文化財 2, 3f成15年

111 大分市埋蔵文化財調査年報

2003 

2003 

2002 

2002 

2002 

2002 

2001 

2002 

2002 

2002 

2002 

2002 

2002 

2002 

2002 

2002 

2002 

2002 

2002 

2002 

2002 

2003 

2003 

2003 

2002 

2002 

2002 

2002 

2002 

2002 

2002 

2002 

2002 

2002 

2003 

2003 



甜ジャパン通信情報センター

文化財発掘出土情報新潟県上越iIi吹 1•迅t跡

文化財 発掘出土情報岐’p．県消見村 I・.府野遺跡

文化財 発掘出土情報 2002. 6 -T-J1さ貼船橋lliEl)内台遺跡群

文化財 発掘出土情報 2002. 7 石川貼金沢市中屋サワ逍跡

文化財発掘lli上情報群馬県赤城村宮UI諏訪原遺跡

文化財発掘出土梢報 2002.9 群馬貼—f持村字ilt野・イf瀬遺跡

文化財 発掘出土情報 2002.10 栃木貼大111原市 長者ヶ,,i遺跡

文化財発掘t1i土情報 2002.11 li JI I貼iIt幡町加茂遺跡

文化財発掘出土情報秋川県森占町漆ド遺跡

文化財発掘出土情報 長崎児石田町 lfKの辻遺跡

文化財発掘出土情報 東点祁三鹿rliJLIIIA遺跡

文化財発掘出土↑li報片llI島越5サ窮

文化財発掘出土情報鰍沢河岸跡

堀田龍也・忘田浩二

博物館をみんなの教室にするために 学校と博物館が-.緒に創る「総合的な学習の時間」

東洋陶磁学会

東洋陶磁学会三l•周年此念 東洋陶磁史ーその研究の現在一

小学館

考古衣料大観第2巻弥生・古瑣時代上器II

日本ユネスコ協会連盟

iし界遺産年報2003 特梨 ペトナム

神奈川県専修大学文学部考古学研究室

剣崎長瀞西 5·27•35サれ 剣崎長瀞西遺跡2

宮山県曲宮山惧文化振興財団埋蔵文化財調査事務所

埋蔵文化財調査概要一平成13年皮一

紀要第5サhflll考古学研究

窮llIし’，し小杉町中LLI中近跡発掘調査レボート ギ成13年度，，；flllし店ポランティア埋蔵文化財保護活動事業発掘体験講座

石川県金沢市

市史かなざわ第 8 り•2002. 3 

金沢市史編纂委員会

金沢市史脊科紺7 近lIl:5 商工業と町人

金沢,Ii史脊料編9 近lit7 農政と村）j

静岡県袋井市教育委員会

掛之l．．遺跡一見えてきたけの掛之上一

掛之l．．遺跡IX• X-’が其l:;t:1版編一

掛之l．．遺跡IX・ X一本文紺一

掛之1：遺跡VI• ¥n-‘‘i其l叫l版編一

掛之I．．遺跡VI・旧一本文紺ー

愛知県 南山大学人類学博物館

窃贈衣料H録1 人類学栂物館紀要 第21サ

疇戸市埋蔵文化財センター

平成13年度 瀬戸市埋蔵文化財センター年報

江戸時代の瀬戸烹

翌田市郷土資料館

既皿li郷J.:脊料館だより ~o.43

三重惧四日市市教育委員会

四l(IIhIi文化財保護年報13一平成13年9虻一
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鈴鹿市教育委員会

鈴鹿市考古博物館年報 第3号

鈴鹿市考古博物館

鍋の一万年煮炊きの歴史

特別辰耳飾り

三重のおかしな須恵器

滋賀惧滋賀県教育委員会

研究紀要第8号

滋賀県安土城郭調査研究所年報2001年l虻

京都府 京都市歴史資料館

京都市歴史脊料館年報 平成14年度事業計画・平成13年度事業報告

京都府向日市

再現・長1岡京 京都府liiJ日市

勅京都府埋蔵文化財翡査研究センター

京都府埋蔵文化財情報 第83号

京都府埋蔵文化財情報 第84サ

京都府埋蔵文化財情報 第85号

京都府埋蔵文化財情報 第86サ

長岡京市埋蔵文化財センター

長岡京市埋蔵文化財センタ一年報 12年度

同志社大学歴史資料館

同志社大学歴史汽料館図録

同志社大学歴史資料館館報 第5サ (2001年度）

大阪府旦中市教育委員会

文化財ニュース 既中No.29

文化財ニュース 既中No.30

品槻市教育委員会

高槻市文化財年報 12年皮

貝塚市教育委員会

近木郷を考古学する一役所・寺・街道一

貝塚市の指定文化財一平成9年～13年度指定一

ト半斎了珍と貝塚寺l勺 顧泉寺初代卜半斎了珍没後400圃御遠忌記念

兵庫屎姫路市教育委貝会

TSUBOHORI 平成12年度 (2000)姫路市埋蔵文化財調査略報

尼崎市教育委貝会

尼崎市埋蔵文化財調査年報 平成 7年度(2) 大物遺跡第 1次調査概要 その 1

尼崎市埋蔵文化財調査年報平成7年度（3) 大物遺跡第 1次謂査概要 その 2

三原郡広域事務組合

三原郡埋蔵文化財発掘調査年報I 1995-1999年度 埋蔵文化財発掘調査

奈良屎 奈良文化財研究所埋蔵文化財センター

埋蔵文化財ニュース105 出土金属製品遺物の保存処理一応急処理から保存処理まで一

埋蔵文化財ニュース106 奈良三彩関係文献目録

埋蔵文化財ニュース107 2000年度 埋蔵文化財関係紐計脊料

埋蔵文化財ニュース108 環境考古学2 小・中型ほ乳類骨格I図譜

全国史跡整備市町村協請会事務局

2002 全史協会報平成13年度 全l!I史跡整備市町村協議会

園玩；興寺文化財研究所

元興寺文化財研究 No.Bl 2002. 6 
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奈良大学文学部文化財学科

文化財2μ報第20巣

奈良文化財研究所 埋蔵文化財センター

埋蔵文化財ニュース109 唐て彩関係文献FIU

埋蔵文化財ニュース110 退跡学をめざした近跳の保｛｛・とifil11に関する研究巣会(II)

奈良大学考古学研究室

平城点1韮［四条只坊•I·•坪 発掘，渇査報1;-11ド ギ城点跡および下料縄文追跡の，→絹代

天理大学文学部考古学研究室

考古学と民族学とのふれあい一天狸大学考古学が攻：の紹介一

古市 天雌大学考古学研究室紀要第6ifft 

奈良県立橿原考古学研究所

ff陵第107号

存陵第109サ

橿原芳古学研究所年報26 平成11年度(1999)

柑原考古学研究所年報27 平成12年度 (2000)

櫃版考古学研究所紀要考古学論改 第24!Ht 

大和の考古学100年

助由良大和古代文化研究協会

研究紀要第7梨

独立行政法人文化財研究所

AOの品箆

和歌山県曲和歌山市文化体育振興事業団

和歌l11rli,P.蔵文化財発掘濁介年報7ーギ成10年度(1998年9虻） ・11年9虻(1999年度）一

島根惧島根県教育委員会

志if.:見ダム地内の遺跡 かんどの流れ総梨紺

石見銀lIl逍跡調1f.ノート I

島根t’1し教ffIr埋蔵文化財消介センター年報X

増補改，i[ 島根児遺跳地Iヌlll （イi見紺）

曲松江市教育文化振興事業団

埋蔵文化財課年報VI 財団法人松il:rli教ff文化振興'li業 l•Il

岡山惧岡山県古代吉備文化財センター

所報 li備第32サ

岡山市教育委員会

木T．芸 さしもの

岡111iii雌蔵文化財センター年報）

倉敷埋蔵文化財センター

倉敷埋蔵文化財センタ一年報8ーギ成12年l父一

広島県 広島大学大学院文学研究科帝釈峡遺跡群発掘調査室

広島大学大学院文学研究科 帝釈峡逍跳群発掘調査室年報x¥1

山口阻下関市立考古博物館

研究紀要第6サ・

下関itiIr．考古博物館年報7 -¥成13年度

瀬戸内海を介した交流 弥生時代の北部九州と四国

山口市教育委員会

山口iii埋蔵文化財年報lーギ成12(2000)年9虻一
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山口大学埋蔵文化財資料館

山口大学構内遺跡讃介研究年報XIV

学内発掘20年の歩み

山口大学Jm蔵文化財脊料館収蔵考古脊料 Ili土品にみるill[J限の歴史
山口県埋蔵卯文化財センター

山口県埋蔵文化財センター年報一平成13年度一掏損 第15サ

愛媛惧帥愛媛瞑埋蔵文化財調査センター

愛比光 竺杓成12年度年報

愛比光 1と成13年度年報

まいぷんえひめ No.29 

側曖援し＼頃！蔵文化財講介センター研究紀要紀要愛媛 第2号

松山市考古館

平成13年9文特別展 fJtf象の鋭 鏡に映し1liされた古代伊豫

福岡県福岡県教育委員会

福岡限雌蔵文化財年報ーギ成12年1文一

九州北部て県姉妹姐跡

九州北部:l~.. 姉妹辺跡締結記念 て遺跳交流こどもフォーラム［記録巣

福岡市教育委貝会

福岡市埋蔵文化財センター年報 第20サ 平成12(2000)年度

福岡ili埋蔵文化財センター年報 第21~;- 平成13(2001)年度

福岡市埋蔵文化財年報 Vol.15 平成12(2000)年J剣版

閥北九州市芸術文化振興財団 埋蔵文化財謂査室

研究紀＇災ー第 16号・_

埋蔵文化財調査年報18 ~成12年度

北九州市立考古博物館

研究紀要第8サ

北九州iIiヽ・［名古博物館年報一平成13年J虻一

北九州,ti：ヽ ．f.考古博物館年報＿平成12年J虻ー

七隈史学会

七隈史学第4号

行橋市歴史資料館・行橋市教育委員会

平成14年1文特別展 迷洲とその時代＿在郷町ゆくはし一

翌前市教育委員会

豊前市の文化財 歴史と浪漫の散歩道

求菩提資料館

吉田達呂展 くぼて森の災術館

筑紫野iIi歴史博物館 ふるさと館 ちくしの郷土100年展

筑紫野,Ii朕史博物館ふる里館筑紫野 年報2 （平成12年度）

筑紫野,ti歴史博物館 ふるさと館ちくしの年報3 （ギ成13年l史）

春日市教育委員会

春H市Pil蔵文化財年報9 平成12年,r
大野城市教育委員会

大野城市の文化財 第34梨

宗像市教育委員会

むなかたの文化財一.,,勺iX:l2.l3年度文化財潟代概要一
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西海道古代官徊研究会

西海追古代官術研究会賀科集 （し后官職木簡～福岡市ドIl隈c遺跡群／11土～ 2002 

第5圃 西海道古代官1詔研究会賀料集 2002 

太宰府市教育委貝会

太宰府市の文化財第57梨大＊府条坊跡X¥1(CD) 2001 

太宰府市の文化財 第59某大宰府条坊跳XIX 2002 

太宰府iiiの文化財第60菜大宰府条坊跡xx 2002 

太宰府市の文化財第61集大宰I{.f条坊跡XXI 2002 

太宰府市の文化財 第62集大宰府・佐野地l~：遺跡群13 2002 

太宰H和Iiの文化財第63集大＊府・佐野地Iが遺跡群14 2002 

太宰J{.filiの文化財第64梨奥lなl遺跡 2002 

太宰府市文化ふれあい館

太宰府IIi文化ふれあい館年報創刊サ平成8 (1996)年度 1998 

太宰府市文化ふれあい館年報 第2サ平成9 (1997)年度 1999 

太宰府rli文化ふれあい館年報第 3号平成10(1998)年度 2000 

太宰1{、fiIi文化ふれあい館年報第4サ平成11(1999)年度 2001 

太宰J{•fili文化ふれあい館年報第 5 サ平成12 (2000)年度 2001 

伊都歴史資料館

王のアクセサリー 2001 

伊都I五I三都・三裳逍跡展 2001 

為田町教育委員会

高田町の文化財 1992 

佐賀臥佐賀県教育庁文化財課

佐賀限文化財年報5 1998年度 2000 

佐双県文化財年報6 1999年I虻 2001 

熊本惧 新熊本市史編纂委員会

市史研究 くまもと 第13サ 2002 

熊本市立熊本博物館

熊本博物館年報 No.14 2002 2002 

八代市立博物館未来の森ミュージアム

天が•島原の乱 徳川幕府を裟撼させた12011 2002 
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》
》
》

文化財愛護シンボルマーク
ひろげた両手のひらのパターンによって、日

本建築の煎要な要索である斗供（ますぐみ）

のイメージを表し、これを芝つ煎ねることに

よって、文化財という民族の遺産を過去、現

在、未来にわたり永遠に伝承していくという

愛護精神を象徴したものです。

（昭和41年5月26H決定）
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